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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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概　要
3803/3804グループは、740ファミリコアを採用した8ビットマイク

ロコンピュータです。A-D変換器、D-A変換器を内蔵しており、家
電、OA機器他アナログ信号の処理を行うシステムの制御に最適
です。
3804グループは、3803グループにマルチマスタI2Cバスインタ

フェース機能が追加されたものです。

特　長
●基本機械語命令..................................................................... 71
●命令実行時間................................................................ 0.24μS

(最短命令、発振周波数16.8MHZ時)
●メモリ容量 ROM ........................................... 16K～60Kバイト

RAM ........................................... 640～2048バイト
●プログラマブル入出力ポート ............................................ 56本
●ソフトウエアプルアップ抵抗 ............................................. 内蔵
●割り込み

21要因16ベクタ .................................... 3803グループ
（外部8、内部12、ソフトウエア1要因）

23要因16ベクタ .................................... 3804グループ
（外部9、内部13、ソフトウエア1要因）

●タイマ ...................................................................... 16ビット×1
8ビット×4

（8ビットプリスケーラ付き）
●ウオッチドッグタイマ .............................................. 16ビット×1
●シリアルI/0
UART又はクロック同期形 ....................................... 8ビット×2
クロック同期形.......................................................... 8ビット×1
●PWM.......................................................................... 8ビット×1

（8ビットプリスケーラ付き）
●I2Cバスインタフェース(3804グループのみ) ............... 1チャネル
●A-D変換器 ............................................. 10ビット×16チャネル

（8ビット読み出し可能）
●D-A変換器 ................................................. 8ビット×2チャネル
●LED直接駆動ポート............................................................. 8本
●クロック発生回路 ..................................................... 2回路内蔵

（セラミック共振子又は水晶発振子外付け）
●電源電圧
[高速モード、中速モード時]
発振周波数 16.8MHz時 ....................................... 4.5～5.5V
発振周波数 12.5MHz時 ....................................... 4.0～5.5V
発振周波数 8.38MHz時 .................................. 2.7～5.5V(*)

[低速モード時]
発振周波数 32kHz ........................................... 2.7～5.5V(*)

(*：フラッシュメモリ版は4.0～5.5Vです。)
●消費電力
高速モード時........................................................ 60mW(標準)

(発振周波数16.8MHZ、電源電圧5V時)
低速モード時........................................................ 60μW(標準)

(発振周波数32kHZ、電源電圧3V時)

●動作周囲温度............................................................ -20～85℃
●パッケージ
SP..................................................................................... 64P4B

(64ピン750mil  SDIP)
FP ................................................................................ 64P6N-A

(64ピン14×14mm  QFP)
HP ............................................................................... 64P6Q-A

(64ピン10×10mm  LQFP)

＜フラッシュメモリモード＞
●電源電圧（プログラム／イレーズ時）.............. VCC=5V±10%
●プログラム/イレーズ電圧 ............................ VPP=11.7～12.6V
●プログラム ............................................................... バイト単位
●イレーズ
　一括消去 .............................パラレル／シリアル入出力モード
　ブロック消去 ............................................. CPU書き換えモード
●ソフトウエアコマンドによるプログラム/イレーズ制御
●プログラムイレーズ回数 ................................................. 100回
●動作周囲温度（プログラム／イレーズ時）........................ 常温

■注意事項
1. フラッシュメモリ版は、マイコンカード組み込み用途には
使用できません。

　2. フラッシュメモリ版の電源電圧範囲はVcc=4.0～5.5Vで
す。
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3803/3804グループ

図2. 3803グループのピン接続図

図1. 3803グループのピン接続図

はフラッシュメモリ版のとき

はフラッシュメモリ版のとき
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3803/3804グループ

図4.  3804グループのピン接続図

図3. 3804グループのピン接続図
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3803/3804グループ

図5. 3803グループの機能ブロック図
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図6. 3804グループの機能ブロック図
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VCCに2.7～5.5V，VSSに0Vを印加します。フラッシュメモリ版はVCCに4.0～5.5Vを印加します。

チップの動作モードを制御する端子です。VSSに接続してください。フラッシュメモリモード
では、VPP電源入力端子になります。

A-D変換器およびD-A変換器の基準電圧入力端子です。

A-D変換器およびD-A変換器のアナログ電源入力端子です。
この端子はVSSに接続してくだい。

アクティブ“L”のリセット入力端子です。

クロック発生回路の入出力端子で，XINとXOUTの間にセラミック共振子又は水晶発振子を
接続します。外部クロック使用時にはクロック発振源をXINに接続し，XOUTは開放にします。
帰還抵抗内蔵です。

8ビットの入出力ポートです。プログラムにより、ビット単位で
入出力の指定が可能です。
CMOS入力レベルで、出力形式はCMOS3ステートです。
ビット単位でプルアップ制御が可能です。
P20～P27はLED駆動用の大電流出力が可能です。

端子の機能説明

表1. 端子の機能説明(3803グループ)

VCC,VSS

CNVSS

VREF

AVSS

__________

RESET

XIN

XOUT

P00/AN8～
P07/AN15
P10/INT41
P11/INT01
P12～P17
P20～P27
P30/DA1
P31/DA2
P32,P33
P34/RXD3
P35/TXD3
P36/SCLK3
P37/SRDY3
P40/INT40/XCOUT
P41/INT00/XCIN

P42/INT1
P43/INT2
P44/RXD1
P45/TXD1
P46/SCLK1
P47/SRDY1/CNTR2
P50/SIN2
P51/SOUT2
P52/SCLK2
P53/SRDY2
P54/CNTR0
P55/CNTR1
P56/PWM
P57/INT3
P60/AN0～
P67/AN7

電源入力

CNVSS

基準電圧入力

アナログ電源入力

リセット入力

クロック入力

クロック出力

入出力ポートP0

入出力ポートP1

入出力ポートP2
入出力ポートP3

入出力ポートP4

入出力ポートP5

入出力ポートP6

 機　　　　能端子名 名　称 ポート以外の機能

A-D変換器入力端子

割り込み入力端子

D-A変換器出力端子

シリアルI/O3の機能端子

割り込み入力端子
サブクロック発生入出力端子
(共振子を接続します。)
割り込み入力端子

シリアルI/O1機能端子

シリアルI/O1、タイマZ機能端子
シリアルI/O2の機能端子

タイマX機能端子
タイマY機能端子
PWM出力端子
割り込み入力端子
A-D変換器入力端子

8ビットの入出力ポートです。プログラムにより、ビット単位で
入出力の指定が可能です。
入力レベルはCMOS入力レベルです。
P30,P31,P34～P37の出力形式はCMOS3ステートです。
P32,P33の出力形式はNチャネルオープンドレインです。
P32,P33以外はビット単位でプルアップ制御が可能です。

8ビットの入出力ポートです。プログラムにより、ビット単位で
入出力の指定が可能です。
CMOS入力レベルで、出力形式はCMOS3ステートです。
ビット単位でプルアップ制御が可能です。

8ビットの入出力ポートです。プログラムにより、ビット単位で
入出力の指定が可能です。
CMOS入力レベルで、出力形式はCMOS3ステートです。
ビット単位でプルアップ制御が可能です。
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VCCに2.7～5.5V，VSSに0Vを印加します。フラッシュメモリ版はVCCに4.0～5.5Vを印加します。

チップの動作モードを制御する端子です。VSSに接続してください。フラッシュメモリモード
では、VPP電源入力端子になります。

A-D変換器およびD-A変換器の基準電圧入力端子です。

A-D変換器およびD-A変換器のアナログ電源入力端子です。
この端子はVSSに接続してくだい。

アクティブ“L”のリセット入力端子です。

クロック発生回路の入出力端子で，XINとXOUTの間にセラミック共振子又は水晶発振子を
接続します。外部クロック使用時にはクロック発振源をXINに接続し，XOUTは開放にします。
帰還抵抗内蔵です。

8ビットの入出力ポートです。プログラムにより、ビット単位で
入出力の指定が可能です。
CMOS入力レベルで、出力形式はCMOS3ステートです。
ビット単位でプルアップ制御が可能です。
P20～P27はLED駆動用の大電流出力が可能です。

端子の機能説明

表2.  端子の機能説明(3804グループ)

VCC,VSS

CNVSS

VREF

AVSS

__________

RESET

XIN

XOUT

P00/AN8～
P07/AN15
P10/INT41
P11/INT01
P12～P17
P20～P27
P30/DA1
P31/DA2
P32/SDA
P33/SCL
P34/RXD3
P35/TXD3
P36/SCLK3
P37/SRDY3
P40/INT40/XCOUT
P41/INT00/XCIN

P42/INT1
P43/INT2
P44/RXD1
P45/TXD1
P46/SCLK1
P47/SRDY1/CNTR2
P50/SIN2
P51/SOUT2
P52/SCLK2
P53/SRDY2
P54/CNTR0
P55/CNTR1
P56/PWM
P57/INT3
P60/AN0～
P67/AN7

電源入力

CNVSS

基準電圧入力

アナログ電源入力

リセット入力

クロック入力

クロック出力

入出力ポートP0

入出力ポートP1

入出力ポートP2
入出力ポートP3

入出力ポートP4

入出力ポートP5

入出力ポートP6

 機　　　　能端子名 名　称 ポート以外の機能

A-D変換器入力端子

割り込み入力端子

D-A変換器出力端子

I2C-BUSインタフェース機能端子

シリアルI/O3の機能端子

割り込み入力端子
サブクロック発生入出力端子
(共振子を接続します。)
割り込み入力端子

シリアルI/O1機能端子

シリアルI/O1、タイマZ機能端子
シリアルI/O2の機能端子

タイマX機能端子
タイマY機能端子
PWM出力端子
割り込み入力端子
A-D変換器入力端子

8ビットの入出力ポートです。プログラムにより、ビット単位で
入出力の指定が可能です。
入力レベルはCMOS入力レベルです。
(P32,P33はI2C-BUSインタフェース機能時CMOS/SMBUS
入力レベル切り替えが可能です。)
P30,P31,P34～P37の出力形式はCMOS3ステートです。
P32,P33の出力形式はNチャネルオーブンドレインです。
P32,P33以外はビット単位でプルアップ制御が可能です。
8ビットの入出力ポートです。プログラムにより、ビット単位で
入出力の指定が可能です。
CMOS入力レベルで、出力形式はCMOS3ステートです。
ビット単位でプルアップ制御が可能です。

8ビットの入出力ポートです。プログラムにより、ビット単位で
入出力の指定が可能です。
CMOS入力レベルで、出力形式はCMOS3ステートです。
ビット単位でプルアップ制御が可能です。
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形名とメモリサイズ･パッケージ

図7. 形名とメモリサイズ･パッケージ

形名　M3803　7　M　8　－　XXX SP

パッケージ種類
SP：64P4B
FP：64P6N-A
HP：64P6Q-A

ROM番号
フラッシュメモリ版では省略されます。

－ ：標準品
フラッシュメモリ版では省略されます。

ROM容量
1： 4096バイト 9 ： 36864バイト　
2： 8192バイト A ： 40960バイト
3： 12288バイト B ： 45056バイト
4： 16384バイト C ： 49152バイト
5： 20480バイト D ： 53248バイト
6： 24576バイト E ： 57344バイト
7： 28672バイト F ： 61440バイト
8： 32768バイト

ROM領域のうち、先頭の128バイトと最後の2バイトは予約ROM領域であり、ユーザROM領
域としては使用できません。

ただし、フラッシュメモリ版では、書き込み・消去が可能ですので使用できます。

メモリの種類
M：マスクROM版
F ：フラッシュメモリ版

RAM容量
0： 192バイト 5： 768バイト
1： 256バイト 6： 896バイト
2： 384バイト 7： 1024バイト
3： 512バイト 8： 1536バイト
4： 640バイト 9： 2048バイト

グループ

3803：3803グループ

3804：3804グループ
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グループ展開

3803/3804グループは次のような展開を計画しています。

メモリの種類

マスクROM版、フラッシュメモリ版のサポート

メモリ容量

フラッシュメモリ容量 ................................................ 60Kバイト

マスクROM容量 ............................................ 16K～60Kバイト

RAM容量 ....................................................... 640～2048バイト

パッケージ

64P4B ............................. シュリンクプラスチックモールドDIP

64P6N-A.................... 0.8mmピッチプラスチックモールドQFP

64P6Q-A................. 0.5mmピッチプラスチックモールドLQFP

図8. ROM及びRAM展開

3803/3804グループ　ROM、RAM展開

48K

32K

28K

24K

20K

16K

12K

8K

384 512 640 768 896 1024

 60K

1152 1280 1408 1536

ROM
外付け

2048 3072 4032

ROM サイズ (バイト)

RAMサイズ( バイト )

量産中

M38037M8
M38047M8

M38037M6
M38047M6

量産中

M38034M4
M38044M4

量産中 M38039MＣ
M38049MＣ量産中

量産中

量産中
M38039MF, M38049MF

M38039FF, M38049FF
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表3. 製品一覧 2003年11月現在

製品形名

M38034M4-XXXSP

M38034M4-XXXFP

M38034M4-XXXHP

M38044M4-XXXSP

M38044M4-XXXFP

M38044M4-XXXHP

M38037M6-XXXSP

M38037M6-XXXFP

M38037M6-XXXHP

M38047M6-XXXSP

M38047M6-XXXFP

M38047M6-XXXHP

M38037M8-XXXSP

M38037M8-XXXFP

M38037M8-XXXHP

M38047M8-XXXSP

M38047M8-XXXFP

M38047M8-XXXHP

M38039MC-XXXSP

M38039MC-XXXFP

M38039MC-XXXHP

M38049MC-XXXSP

M38049MC-XXXFP

M38049MC-XXXHP

M38039MF-XXXSP

M38039MF-XXXFP

M38039MF-XXXHP

M38049MF-XXXSP

M38049MF-XXXFP

M38049MF-XXXHP

M38039FFSP

M38039FFFP

M38039FFHP

M38049FFSP

M38049FFFP

M38049FFHP

16384

(16254)

24576

(24446)

32768

(32638)

49152
(49022)

61440
(61310)

61440

RAM(バイト)

640

1024

1024

2048

2048

2048

パッケージ

64P4B

64P6N-A

64P6Q-A

64P4B

64P6N-A

64P6Q-A

64P4B

64P6N-A

64P6Q-A

64P4B

64P6N-A

64P6Q-A

64P4B

64P6N-A

64P6Q-A

64P4B

64P6N-A

64P6Q-A

64P4B

64P6N-A

64P6Q-A

64P4B

64P6N-A

64P6Q-A

64P4B

64P6N-A

64P6Q-A

64P4B

64P6N-A

64P6Q-A

64P4B

64P6N-A

64P6Q-A

64P4B

64P6N-A

64P6Q-A

備考

マスクROM版

マスクROM版

マスクROM版

マスクROM版

マスクROM版

フラッシュメモリ版

製品一覧を下記に示します。　

ROM容量(バイト)
( )内はユーザROM容量
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機能ブロック動作説明

中央演算処理装置（CPU）

3803/3804グループは740ファミリ共通のCPUを持っていま

す。各命令の動作については740ファミリアドレッシング

モード及び機械語命令一覧表又は740ファミリソフトウエア

マニュアルを参照してください。

品種に依存する命令については以下のとおりです。

１．FST、SLW命令はありません。

２．MUL、DIV命令が使用可能です。

３．WIT命令が使用可能です。

４．STP命令が使用可能です。

中央演算処理装置(CPU)には6個のレジスタがあります。図

9にCPUのレジスタ構成を示します。

【アキュムレータ】(A)

アキュムレータは、8ビットのレジスタです。演算、転送

などのデータ処理は、このレジスタを中心にして実行されま

す。

【インデックスレジスタX】(X)

インデックスレジスタXは、8ビットのレジスタです。イン

デックスアドレッシングモードでは、このレジスタを用いた

アドレッシングを行います。

図9．740ファミリ CPUの構成

【インデックスレジスタY】(Y)

インデックスレジスタYは、8ビットのレジスタです。イン

デックスアドレッシングモードでは、このレジスタを用いた

アドレッシングを行います。

【スタックポインタ】(S)

スタックポインタは、8ビットのレジスタです。このレジ

スタは、サブルーチン呼び出し時又は割り込み時に退避する

レジスタの格納先(スタック)の先頭番地を示します。

スタック下位8ビットのアドレスは、このレジスタで指定

されます。上位8ビットのアドレスは、スタックページ選択

ビットの内容により決まります。このビットが“0”の場

合、上位8ビットは“0016”となり、“1”の場合は“0116”

となります。

スタックへの退避及び復帰動作を図10に示します。ここに

示す以外で必要なレジスタは、プログラムで退避してくださ

い(表4参照)。

【プログラムカウンタ】(PC)

プログラムカウンタは、PCHとPCLからなる16ビットのカ

ウンタです。PCHとPCLはそれぞれ8ビット構成です。プログ

ラムカウンタは、次に実行すべきプログラムメモリの番地を

指定します。

プロセッサステータスレジスタ

キャリーフラグ
ゼロフラグ
割り込み禁止フラグ
10進モードフラグ
ブレークフラグ
X修飾演算モードフラグ
オーバフローフラグ
ネガティブフラグ

b7                        b0

b7                        b0

b7                        b0

b7                        b0

b7                        b0

b7                        b0

b15                     
プログラムカウンタ

スタックポインタ

インデックスレジスタY

インデックスレジスタX

アキュムレータA

X

Y

S

PCLPCH

CZIDBTVN
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図10．スタックへの退避及び復帰動作

表4．アキュムレータとプロセッサステータスレジスタの退避命令及び復帰命令
スタックに退避する命令 スタックより復帰する命令

アキュムレータ PHA PLA

プロセッサステータスレジスタ PHP PLP
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【プロセッサステータスレジスタ】(PS)

　プロセッサステータスレジスタは、8ビットのレジスタで、

演算直後の状態を保持する5つのフラグと、MCUの動作を決

定する3つのフラグで構成されています。

C、Z、V、Nフラグはブランチ命令のテストに使用できます

が、10進モード時はZ、V、Nフラグは無効です。

・ビット0：キャリーフラグ(C)

演算処理後の算術論理演算ユニットからのキャリー又はボ

ローを保持します。シフト命令又はローテート命令でも変化

します。

・ビット1：ゼロフラグ(Z)

演算処理又はデータ転送の結果が“0”のときセットされ、

“0”でないときクリアされます。

・ビット2：割り込み禁止フラグ(I)

BRK命令を除くすべての割り込みを禁止するためのフラグで

す。このフラグが“1”のとき、割り込み禁止状態です。

・ビット3：10進演算フラグ(D)

加減算を2進で行うか、10進で行うかを決めるフラグです。こ

のフラグが“1”の場合、1語を2桁の10進数として演算を行い

ます。10進補正は自動的に行われますが、10進演算が行える

のはADC命令とSBC命令のみです。

・ビット4：ブレークフラグ(B)

BRK命令で割り込んだかどうかを識別するためのフラグで

す。BRK命令で割り込んだ場合は自動的にフラグの内容を

“1”にして、それ以外の割り込みでは“0”にしてスタック

に退避されます。

・ビット5：X修飾演算モードフラグ(T)

このフラグが“0”のときは、アキュムレータとメモリ間で

演算が行われます。“1”のときはアキュムレータを経由し

ないで、メモリとメモリ間の直接演算ができます。

・ビット6：オーバフローフラグ(V)

このフラグは、1語を符号付き2進数として加減算するとき使

用します。加減算の結果が+127又は-128を超える場合にセッ

トされます。またBIT命令を実行した場合、BIT命令が実行さ

れたメモリのビット6がこのフラグに入ります。

・ビット7：ネガティブフラグ(N)

演算処理又はデータの転送結果が負のときにセットされま

す。またBIT命令を実行した場合、BIT命令が実行されたメモ

リのビット7がこのフラグに入ります。

表5．プロセッサステータスレジスタの各フラグをセット又はクリアする命令
Cフラグ Zフラグ Iフラグ Dフラグ Bフラグ Tフラグ Vフラグ Nフラグ

セットする命令 SEC SEI SED SET

クリアする命令 CLC CLI CLD CLT CLV
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【CPUモードレジスタ】 CPUM

　CPUモードレジスタには、スタックページ選択のビットや

内部システムクロック制御ビットなどが割り当てられていま

す。このレジスタは003B16番地に配置されています。

図11．CPUモードレジスタの構成

b7                                         b0

CPUモードレジスタ（003B16番地）
CPUM
プロセッサモードビット
   b1   b0
   0     0：シングルチップモード
   0     1：選択禁止
   1     0：選択禁止
   1     1：選択禁止
スタックページ選択ビット
　0：0ページ
　1：1ページ
このビットは“1”に固定してください。
ポートXC切り替えビット
　0：入出力ポート機能(発振停止)
　1：XCIN-XCOUT発振機能
メインクロック(XIN-XOUT)停止ビット
　0：発振
　1：停止
メインクロック分周比選択ビット
   b7   b6
   0     0：φ=f(XIN)/2(高速モード)
   0     1：φ=f(XIN)/8(中速モード)
   1     0：φ=f(XCIN)/2(低速モード)
   1     1：選択禁止

1
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【MISRG】

(1)　STP命令解除後の発振安定時間設定ビット(001016番地

のビット0)

STP命令によって発振が停止している状態で、外部割り込

み要因によってSTP命令が解除された場合、発振安定時間を

待つためタイマ1とプリスケーラ12には通常、自動的に値(タ

イマ1←0116、プリスケーラ12←FF16)が設定されます。

MISRG(001016番地)のビット0を“1”にすることで、自動設定

を禁止することができます。

しかし、このビットを“1”に設定したときは、STP命令実行

前の設定値がタイマ1とプリスケーラ12に残っていますの

で、STP命令実行前に発振安定時間として適切な値を、それ

ぞれのレジスタに設定してください。

図12にMISRGの構成を示します。

(2)　中速モード自動切り替え機能(001016番地のビット1,2,3)

サブクロックを持つマイコンは、低速モードから中速モー

ド(あるいは高速モード)に切り替える場合、CPUモードレジ

スタ(003B16番地)を設定し、メインクロック発振開始→発振

安定時間待ち→中速モード切り替えをする必要があります

が，SCL/SDA割り込み(3804グループのみ)、又はソフトウエ

アによって低速モードから中速モードに自動的に切り替える

機能を内蔵しています。

●SCL/SDA割り込みからの中速モード自動切り替え(3804グ

ループのみ)

MISRG(001016番地)の中速モード自動切り替え設定ビット

(ビット1)を“1”にすることで、SCL/SDA割り込み要因で自動

切り替えが許可されます。自動切り替えが実行されるときの

条件は、I2Cスタート/ストップコンディション制御レジスタ

(001616番地)のSCL/SDA割り込み端子選択ビット(ビット6)と

SCL/SDA割り込み端子極性選択ビット(ビット5)の設定に依

存します。また、メインクロックの発振安定時間はMISRG

(001016番地)の中速モード自動切り替え待ち時間設定ビット

(ビット2 )で選択できます。

●ソフトウエアによる中速モード自動切り替え

マイコンが低速モードで動作中に、ソフトウエアにより自

動的に中速モードへの切り替えが可能です。低速モードで動

作中に、中速モード自動切り替え設定ビットが“1”の状態

で、MISRG(001016番地)の中速モード自動切り替え開始ビッ

ト(ビット3)を“1”にすることで、中速モードに自動的に切り

替わります。このときのメインクロックの発振安定時間は

MISRG(001016番地)の中速モード自動切り替え待ち時間設定

ビット(ビット2)で選択できます。

図12．MISRGの構成

MISRG　(001016番地)

STP命令解除後の発振安定時間設定ビット
　 0　:　自動設定　(注1)
　 1　:　禁止

中速モード自動切り替え設定ビット
　 0　:　禁止
　 1　:　自動切り替え許可　(注2,3)

中速モード自動切り替え待ち時間設定ビット
　 0　:　4.5～5.5サイクル
　 1　:　6.5～7.5サイクル

中速モード自動切り替え開始ビット（ソフトウエアに依存)
　 0　:　無効
　 1　:　自動切り替え開始　(注3)
　　　　
不使用
(読み出し時“0”)
(“1”を書き込まないでください。)

b7 b0

注1．タイマ1に“0116”、プリスケーラ12に“FF16”が自動設定される。
　2．低速モードで動作中、SCL/SDA割り込みで中速モードに自動切り替えが可能になる。(3804グループのみ)
　3．低速モードから中速モードに自動切り替えが行われた場合、CPUモードレジスタ(003B16番地)の値も変化する。
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図13. メモリ配置図

メモリ

● SFR領域

ゼロページ内にあり、入出力ポート、タイマなどの制御レジスタ

が配置されています。

●RAM

データ格納、サブルーチン呼び出し及び割り込み時のスタック

などに使用します。

●ROM

先頭の128バイトと最後の2バイトは、製品検査用の予約領域

で、それ以外がユーザ領域です。

フラッシュメモリ版では、予約ROM領域のプログラム／イレー

ズが可能です。

●割り込みベクトル領域

リセット及び割り込みのベクトル番地格納領域です。

●ゼロページ

ゼロページアドレッシングモードを使用することにより2語でア

クセスできる領域です。

●スペシャルページ

スペシャルページアドレッシングモードを使用することにより2

語でアクセスできる領域です。

RAM

ROM

010016 

000016

004016

0FF016 

FF0016

FFDC16

FFFE16
FFFF16

XXXX16

YYYY16

ZZZZ16

SFR領域

割り込みベクトル領域

予約ROM領域
(ROM領域共通128バイト)

ゼロページ

スペシャル
ページ

予約ROM領域

使用していない

0FFF16 
SFR領域

192
256
384
512
640
768
896
1024
1536
2048

00FF16
013F16
01BF16
023F16
02BF16
033F16
03BF16
043F16
063F16
083F16

RAM領域

RAM容量
(バイト)

XXXX16番地

4096
8192
12288
16384
20480
24576
28672
32768
36864
40960
45056
49152
53248
57344
61440

F00016
E00016
D00016
C00016
B00016
A00016
900016
800016
700016
600016
500016
400016
300016
200016
100016

F08016
E08016
D08016
C08016
B08016
A08016
908016
808016
708016
608016
508016
408016
308016
208016
108016

ROM領域

ROM容量
(バイト)

YYYY16番地 ZZZZ16番地

使用していない
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図14. 3803グループのSFR（スペシャルファンクションレジスタ）メモリマップ

ポートP0(P0)
ポートP0方向レジスタ(P0D)
ポートP1(P1)
ポートP1方向レジスタ(P1D)
ポートP2(P2)
ポートP2方向レジスタ(P2D)
ポートP3(P3)
ポートP3方向レジスタ(P3D)
ポートP4(P4)
ポートP4方向レジスタ(P4D)
ポートP5(P5)
ポートP5方向レジスタ(P5D)
ポートP6(P6)
ポートP6方向レジスタ(P6D)
タイマ12,Xカウントソース選択レジスタ(T12XCSS)
タイマY,Zカウントソース選択レジスタ(TYZCSS)
MISRG
予約（（（（（注注注注注）））））
予約（（（（（注注注注注）））））
予約（（（（（注注注注注）））））
予約（（（（（注注注注注）））））
予約（（（（（注注注注注）））））
予約（（（（（注注注注注）））））
予約（（（（（注注注注注）））））
送信/受信バッファレジスタ1(TB1/RB1)
シリアルI/O1ステータスレジスタ(SIO1STS)
シリアルI/O1制御レジスタ(SIO1CON)
UART1制御レジスタ(UART1CON)
ボーレートジェネレータ1(BRG1)
シリアルI/O2制御レジスタ(SIO2CON)
ウオッチドッグタイマ制御レジスタ(WDTCON)
シリアルI/O2レジスタ(SIO2)

000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16
001016
001116
001216
001316
001416
001516
001616
001716
001816
001916
001A16
001B16
001C16
001D16
001E16
001F16

注．予約領域のため、何もデータを書き込まないでください。

プリスケーラ12(PRE12)
タイマ1(T1)
タイマ2(T2)
タイマXYモードレジスタ(TM)
プリスケーラX(PREX)
タイマX(TX)
プリスケーラY(PREY)
タイマY(TY)
タイマZ下位(TZL)
タイマZ上位(TZH)
タイマZモードレジスタ(TZM)
PWM制御レジスタ(PWMCON)
PWMプリスケーラ(PREPWM)
PWMレジスタ(PWM)

ボーレートジェネレータ3(BRG3)
送信/受信バッファレジスタ3(TB3/RB3)
シリアルI/O3ステータスレジスタ(SIO3STS)
シリアルI/O3制御レジスタ(SIO3CON)
UART3制御レジスタ(UART3CON)
AD/DA制御レジスタ(ADCON)
A-D変換レジスタ1(AD1)
D-A1変換レジスタ(DA1)
D-A2変換レジスタ(DA2)
A-D変換レジスタ2(AD2)
割り込み要因選択レジスタ(INTSEL)
割り込みエッジ選択レジスタ(INTEDGE)
CPUモードレジスタ(CPUM)
割り込み要求レジスタ1(IREQ1)
割り込み要求レジスタ2(IREQ2)
割り込み制御レジスタ1(ICON1)
割り込み制御レジスタ2(ICON2)

ポートP0プルアップ制御レジスタ(PULL0)
ポートP1プルアップ制御レジスタ(PULL1)
ポートP2プルアップ制御レジスタ(PULL2)
ポートP3プルアップ制御レジスタ(PULL3)
ポートP4プルアップ制御レジスタ(PULL4)
ポートP5プルアップ制御レジスタ(PULL5)
ポートP6プルアップ制御レジスタ(PULL6)

フラッシュメモリ制御レジスタ(FCON)
フラッシュコマンドレジスタ(FCMD)

002016
002116
002216
002316
002416
002516
002616
002716
002816
002916
002A16
002B16
002C16
002D16
002E16
002F16
003016
003116
003216
003316
003416
003516
003616
003716
003816
003916
003A16
003B16
003C16
003D16
003E16
003F16

0FF016
0FF116
0FF216
0FF316
0FF416
0FF516
0FF616

0FFE16
0FFF16
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図15. 3804グループのSFR（スペシャルファンクションレジスタ）メモリマップ

ポートP0(P0)
ポートP0方向レジスタ(P0D)
ポートP1(P1)
ポートP1方向レジスタ(P1D)
ポートP2(P2)
ポートP2方向レジスタ(P2D)
ポートP3(P3)
ポートP3方向レジスタ(P3D)
ポートP4(P4)
ポートP4方向レジスタ(P4D)
ポートP5(P5)
ポートP5方向レジスタ(P5D)
ポートP6(P6)
ポートP6方向レジスタ(P6D)
タイマ12,Xカウントソース選択レジスタ(T12XCSS)
タイマY,Zカウントソース選択レジスタ(TYZCSS)
MISRG
I2Cデータシフトレジスタ(S0)
I2Cスペシャルモードステータスレジスタ(S3)
I2Cステータスレジスタ(S1)
I2Cコントロールレジスタ(S1D)
I2Cクロックコントロールレジスタ(S2)
I2Cｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ制御レジスタ(S2D)
I2Cスペシャルモード制御レジスタ(S3D)
送信/受信バッファレジスタ1(TB1/RB1)
シリアルI/O1ステータスレジスタ(SIO1STS)
シリアルI/O1制御レジスタ(SIO1CON)
UART1制御レジスタ(UART1CON)
ボーレートジェネレータ1(BRG1)
シリアルI/O2制御レジスタ(SIO2CON)
ウオッチドッグタイマ制御レジスタ(WDTCON)
シリアルI/O2レジスタ(SIO2)

ポートP0プルアップ制御レジスタ(PULL0)
ポートP1プルアップ制御レジスタ(PULL1)
ポートP2プルアップ制御レジスタ(PULL2)
ポートP3プルアップ制御レジスタ(PULL3)
ポートP4プルアップ制御レジスタ(PULL4)
ポートP5プルアップ制御レジスタ(PULL5)
ポートP6プルアップ制御レジスタ(PULL6)
I2Cスレーブアドレスレジスタ0(S0D0)
I2Cスレーブアドレスレジスタ1(S0D1)
I2Cスレーブアドレスレジスタ2(S0D2)

プリスケーラ12(PRE12)
タイマ1(T1)
タイマ2(T2)
タイマXYモードレジスタ(TM)
プリスケーラX(PREX)
タイマX(TX)
プリスケーラY(PREY)
タイマY(TY)
タイマZ下位(TZL)
タイマZ上位(TZH)
タイマZモードレジスタ(TZM)
PWM制御レジスタ(PWMCON)
PWMプリスケーラ(PREPWM)
PWMレジスタ(PWM)

ボーレートジェネレータ3(BRG3)
送信/受信バッファレジスタ3(TB3/RB3)
シリアルI/O3ステータスレジスタ(SIO3STS)
シリアルI/O3制御レジスタ(SIO3CON)
UART3制御レジスタ(UART3CON)
AD/DA制御レジスタ(ADCON)
A-D変換レジスタ1(AD1)
D-A1変換レジスタ(DA1)
D-A2変換レジスタ(DA2)
A-D変換レジスタ2(AD2)
割り込み要因選択レジスタ(INTSEL)
割り込みエッジ選択レジスタ(INTEDGE)
CPUモードレジスタ(CPUM)
割り込み要求レジスタ1(IREQ1)
割り込み要求レジスタ2(IREQ2)
割り込み制御レジスタ1(ICON1)
割り込み制御レジスタ2(ICON2)

フラッシュメモリ制御レジスタ(FCON)
フラッシュコマンドレジスタ(FCMD)

000016
000116
000216
000316
000416
000516
000616
000716
000816
000916
000A16
000B16
000C16
000D16
000E16
000F16
001016
001116
001216
001316
001416
001516
001616
001716
001816
001916
001A16
001B16
001C16
001D16
001E16
001F16

0FF016
0FF116
0FF216
0FF316
0FF416
0FF516
0FF616
0FF716
0FF816
0FF916

002016
002116
002216
002316
002416
002516
002616
002716
002816
002916
002A16
002B16
002C16
002D16
002E16
002F16
003016
003116
003216
003316
003416
003516
003616
003716
003816
003916
003A16
003B16
003C16
003D16
003E16
003F16

0FFE16
0FFF16
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入出力ポート

入出力ポートは方向レジスタを持っており、入力ポートとして使

用するか出力ポートとして使用するかビット単位に設定することが

可能です。方向レジスタを“1”にセットするとその端子は出力ポー

トになります。“0”にクリアすると入力ポートになります。

出力ポートに設定されている端子から読み込んだ場合は、端子

の値ではなくポートラッチの内容が読み込まれます。入力ポートに

設定されている端子はフローティングとなり、端子の値を読み込む

ことができます。書き込んだ場合はポートラッチに書き込まれます

が、端子はフローティングのままです。

表6. 入出力ポートの機能一覧(3803グループ)

注1．ダブルファンクションポートを機能入出力端子として使用する方法については，関連する項を参照してください。

2．STP命令の実行中は，各端子の入力レベルを0V又はVccにしてください。電位が不安定な場合は入力段ゲートの貫通電源電流が流れ、電

源電流が増加します。

端子名

P00/AN8

～P07/AN15

P10/INT41

P11/INT01

P12～P17

P20/LED0

～P27/LED7

P30/DA1

P31/DA2

P32,P33

P34/RXD3

P35/TXD3

P36/SCLK3

P37/SRDY3

P40/INT40/XCIN

P41/INT00/XCOUT

P42/INT1

P43/INT2

P44/RXD1

P45/TXD1

P46/SCLK1

P47/SRDY1/CNTR2

P50/SIN2

P51/SOUT2

P52/SCLK2

P53/SRDY2

P54/CNTR0

P55/CNTR1

P56/PWM

P57/INT3

P60/AN0

～P67/AN7

名称

ポートP0

ポートP1

ポートP2

ポートP3

ポートP4

ポートP5

ポートP6

入出力形式

CMOS入力レベル

CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル

CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル

Nチャネルオープンドレイン出力

CMOS入力レベル

CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル

CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル

CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル

CMOS3ステート出力

ポート以外の機能

A-D変換器入力

外部割り込み入力

D-A変換器出力

シリアルI/O3機能入出力

外部割り込み入力

サブクロック発振回路

外部割り込み入力

シリアルI/O1機能入出力

シリアルI/O1機能入出力

タイマZ機能入出力

シリアルI/O2機能入出力

タイマX,Y機能入出力

PWM出力

外部割り込み入力

A-D変換器入力

関連するSFR

AD/DA制御レジスタ

割り込みエッジ選択レジスタ

AD/DA制御レジスタ

シリアルI/O3制御レジスタ

UART3制御レジスタ

割り込みエッジ選択レジスタ

CPUモードレジスタ

割り込みエッジ選択レジスタ

シリアルI/O1制御レジスタ

UART1制御レジスタ

シリアルI/O1制御レジスタ

タイマZモードレジスタ

シリアルI/O2制御レジスタ

タイマXYモードレジスタ

PWM制御レジスタ

割り込みエッジ選択レジスタ

AD/DA制御レジスタ

図番

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(2)

(6)

(7)

(8)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

(2)

(1)
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表7. 入出力ポートの機能一覧(3804グループ)

注1．ダブルファンクションポートを機能入出力端子として使用する方法については，関連する項を参照してください。

2．STP命令の実行中は，各端子の入力レベルを0V又はVccにしてください。電位が不安定な場合は入力段ゲートの貫通電源電流が流れ、電

源電流が増加します。

端子名

P00/AN8

～P07/AN15

P10/INT41

P11/INT01

P12～P17

P20/LED0

～P27/LED7

P30/DA1

P31/DA2

P32/SDA

P33/SCL

P34/RXD3

P35/TXD3

P36/SCLK3

P37/SRDY3

P40/INT40/XCIN

P41/INT00/XCOUT

P42/INT1

P43/INT2

P44/RXD1

P45/TXD1

P46/SCLK1

P47/SRDY1/CNTR2

P50/SIN2

P51/SOUT2

P52/SCLK2

P53/SRDY2

P54/CNTR0

P55/CNTR1

P56/PWM

P57/INT3

P60/AN0

～P67/AN7

名称

ポートP0

ポートP1

ポートP2

ポートP3

ポートP4

ポートP5

ポートP6

入出力形式

CMOS入力レベル

CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル

CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル

Nチャネルオープンドレイン出力

(I2C-BUSインタフェース

機能選択時

CMOS/SMBUS入力レベル)

CMOS入力レベル

CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル

CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル

CMOS3ステート出力

CMOS入力レベル

CMOS3ステート出力

ポート以外の機能

A-D変換器入力

外部割り込み入力

D-A変換器出力

I2C-BUSインタフェース

機能入出力

シリアルI/O3機能入出力

外部割り込み入力

サブクロック発振回路

外部割り込み入力

シリアルI/O1機能入出力

シリアルI/O1機能入出力

タイマZ機能入出力

シリアルI/O2機能入出力

タイマX,Y機能入出力

PWM出力

外部割り込み入力

A-D変換器入力

関連するSFR

AD/DA制御レジスタ

割り込みエッジ選択レジスタ

AD/DA制御レジスタ

I2Cコントロールレジスタ

シリアルI/O3制御レジスタ

UART3制御レジスタ

割り込みエッジ選択レジスタ

CPUモードレジスタ

割り込みエッジ選択レジスタ

シリアルI/O1制御レジスタ

UART1制御レジスタ

シリアルI/O1制御レジスタ

タイマZモードレジスタ

シリアルI/O2制御レジスタ

タイマXYモードレジスタ

PWM制御レジスタ

割り込みエッジ選択レジスタ

AD/DA制御レジスタ

図番

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(2)

(6)

(7)

(8)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

(2)

(1)
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図16. 3803グループのポートブロック図（1）
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図17. 3803グループのポートブロック図（2）
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図18. 3803グループのポートブロック図（3）
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図19. 3804グループのポートブロック図（1）
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(11)ポートP41
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ポートXC切り替えビット

データバス

INT40割り込み入力

ポートラッチ

方向レジスタ

 プルアップ制御ビット

ポートP41

ポートXC切り替えビット

発振器

ポートXC切り替えビット

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

 プルアップ制御ビット

サブクロック発振回路入力

データバス

シリアルI/O2入力

ポートラッチ

方向レジスタ

 プルアップ制御ビット

(12)ポートP47

(9)ポートP37

シリアルI/O3レディ出力

シリアルI/O3モード
選択ビット

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

SRDY3出力許可ビット

 プルアップ制御ビット

シリアルI/O3許可ビット

(14)ポートP51

シリアルI/O2出力

シリアルI/O2送信終了信号

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

シリアルI/O2ポート選択ビット

 プルアップ制御ビット

Pチャネル出力
　   禁止ビット

INT00割り込み入力

ポートラッチ

方向レジスタ

SRDY1出力許可ビット
シリアルI/O1許可ビット

CNTR2割り込み入力

シリアルI/O1レディ出力

タイマ出力

データバス

タイマZ動作
モードビット
ビット2
ビット1
ビット0

シリアルI/O1モード選択ビット

 プルアップ制御ビット
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図25. ポートレジスタ構成図（4）
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割り込み

3803グループの割り込みはベクトル割り込みで、外部8要因、内

部12要因、ソフトウエア1要因の21要因のうち16要因から発生する

ことが可能です。

3804グループでは外部9要因、内部13要因、ソフトウエア1要因

の23要因のうち16要因から発生することが可能です。

・割り込み制御

BRK命令割り込みを除く各割り込みは、割り込み要求ビットと割

り込み許可ビットを持っており、割り込み禁止フラグの影響を受け

ます。割り込み許可ビット及び割り込み要求ビットが“1”でかつ割り

込み禁止フラグが“0”のとき割り込みは受け付けられます。

割り込み要求ビットはプログラムでクリアできますが、セットはで

きません。割り込み許可ビットはプログラムでセット、クリアできま

す。

リセットとBRK命令割り込みを禁止するフラグ又はビットはありま

せん。これら以外の割り込みは割り込み禁止フラグがセットされて

いると受け付けられません。

同時に複数の割り込み要求が発生した場合は、優先順位の高い

割り込みが受け付けられます。

・割り込み動作

割り込みを受け付けると、

1.プログラムカウンタとプロセッサステータスレジスタが自動

的に退避されます。

2.割り込み禁止フラグがセットされ、割り込み要求ビットがクリア

されます。

3.割り込み飛び先番地がプログラムカウンタに入ります。

・割り込み要因選択

以下の割り込み要因は、割り込み要因選択レジスタ(003916番

地)によりいずれかを選択することができます。

1.INT0あるいはタイマZ

2.シリアルI/01送信あるいはSCL,SDA（3804グループのみ）

3.CNTR0あるいはSCL,SDA（3804グループのみ）

4.CNTR1あるいはシリアルI/O3受信

5.シリアルI/O2あるいはタイマZ

6.INT2あるいはI2C（3804グループのみ）

7.INT4あるいはCNTR2

8.A-D変換あるいはシリアルI/O3送信

・外部割り込み端子選択

外部割り込みINT0、INT4は、外部入力端子であるINT00、INT40

あるいはINT01､INT41のいずれかを割り込みエッジ選択レジスタ

のINT0､INT4割り込み切り替えビット(003A16番地のビット6)によ

り選択することができます。

■注意事項

次の場合、割り込み要求ビットが“1”になる場合があります。

・外部割り込みのアクティブエッジを切り替える際

対象レジスタ：割り込みエッジ選択レジスタ（3A16番地）

タイマXYモードレジスタ（2316番地）

タイマZモードレジスタ（2A16番地）

I2Cスタート/ストップコンディション制御レジス

タ（1616番地）（3804グループのみ）

・同一割り込みベクトルに複数の割り込み要因が割り当てられた

ベクトルの割り込み要因を切り替える際

対象レジスタ：割り込み要因選択レジスタ（3916番地）

これらの設定に同期した割り込み発生が不要な場合には、以下

の手順で設定してください。

➀ 該当する割り込み許可ビットを“0”（禁止）にする。

➁ 割り込みエッジ選択ビットや割り込み要因ビットを設定する。

➂ 一命令以上おいてから、該当する割り込み要求ビットを“0”に

する。

➃ 該当する割り込み許可ビットを“1”（許可）にする。
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ノンマスカブル

外部割り込み
（極性プログラマブル)

外部割り込み
（極性プログラマブル）

シリアルI/O1選択時のみ有効

シリアルI/O1選択時のみ有効

STP解除タイマアンダフロー

外部割り込み
（極性プログラマブル）

外部割り込み
（極性プログラマブル）

シリアルI/O3選択時のみ有効

シリアルI/O2選択時のみ有効

外部割り込み
(極性プログラマブル）

外部割り込み
（極性プログラマブル）

外部割り込み
（極性プログラマブル）

外部割り込み
（極性プログラマブル）

シリアルI/O3選択時のみ有効

ノンマスカブルソフトウエア
割り込み

表8.   割り込みベクトル番地と優先順位(3803グループ)

割り込み要求発生条件割り込み要因 優先順位 ベクトル番地（注1）

下位

FFFD

FFFB

FFF9

FFF7

FFF5

FFF3

FFF1

FFEF

FFED

FFEB

FFE9

FFE7

FFE5

FFE3

FFE1

FFDF

FFDD

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

リセット（注2）

INT0

タイマZ

INT1

シリアルI/O1受信

シリアルI/O1送信

タイマＸ

タイマＹ

タイマ１

タイマ２

CNTR0

CNTR1

シリアルI/O3受信

シリアルI/O2

タイマZ

INT2

INT3

INT4

CNTR2

A-D変換

シリアルI/O3送信

BRK命令

リセット時

INT0入力の立ち上がり又は立ち下がり
エッジ検出時

タイマZアンダフロー時

INT1入力の立ち上がり又は立ち下がり
エッジ検出時

シリアルI/O1データ受信終了時

シリアルI/O1送信シフト終了時又は
送信バッファ空き時

タイマＸアンダフロー時

タイマＹアンダフロー時

タイマ１アンダフロー時

タイマ２アンダフロー時

CNTR0入力の立ち上がり又は
立ち下がりエッジ検出時

CNTR1の入力立ち上がり又は
立ち下がりエッジ検出時

シリアルI/O3データ受信完了時

シリアルI/O2データ送受信終了時

タイマZアンダフロー時

INT2入力の立ち上がり又は
立ち下がりエッジ検出時

INT3入力の立ち上がり又は
立ち下がりエッジ検出時

INT4入力の立ち上がり又は
立ち下がりエッジ検出時

CNTR2入力の立ち上がり又は
立ち下がりエッジ検出時

A-D変換終了時

シリアルI/O3送信シフト終了時又は
送信バッファ空き時

BRK命令実行時

備　考

注1. ベクトル番地とは、割り込み飛び先番地の格納番地を示します。
2. リセットは最上位の優先順位を持つ割り込みとして処理されます。

上位

FFFC

FFFA

FFF8

FFF6

FFF4

FFF2

FFF0

FFEE

FFEC

FFEA

FFE8

FFE6

FFE4

FFE2

FFE0

FFDE

FFDC
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ノンマスカブル

外部割り込み
（極性プログラマブル)

外部割り込み
（極性プログラマブル）

シリアルI/O1選択時のみ有効

シリアルI/O1選択時のみ有効

外部割り込み
(極性プログラマブル)

STP解除タイマアンダフロー

外部割り込み
（極性プログラマブル）

外部割り込み
（極性プログラマブル）

外部割り込み
（極性プログラマブル）

シリアルI/O3選択時のみ有効

シリアルI/O2選択時のみ有効

外部割り込み
(極性プログラマブル）

外部割り込み
（極性プログラマブル）

外部割り込み
（極性プログラマブル）

外部割り込み
（極性プログラマブル）

シリアルI/O3選択時のみ有効

ノンマスカブルソフトウエア
割り込み

表9.  割り込みベクトル番地と優先順位(3804グループ)

割り込み要求発生条件割り込み要因 優先順位 ベクトル番地（注1）

下位

FFFD

FFFB

FFF9

FFF7

FFF5

FFF3

FFF1

FFEF

FFED

FFEB

FFE9

FFE7

FFE5

FFE3

FFE1

FFDF

FFDD

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

リセット（注2）

INT0

タイマZ

INT1

シリアルI/O1受信

シリアルI/O1送信

SCL,SDA

タイマＸ

タイマＹ

タイマ１

タイマ２

CNTR0

SCL,SDA

CNTR1

シリアルI/O3受信

シリアルI/O2

タイマZ

INT2

I2C

INT3

INT4

CNTR2

A-D変換

シリアルI/O3送信

BRK命令

リセット時

INT0入力の立ち上がり又は立ち下がり
エッジ検出時

タイマZアンダフロー時

INT1入力の立ち上がり又は立ち下がり
エッジ検出時

シリアルI/O1データ受信終了時

シリアルI/O1送信シフト終了時又は
送信バッファ空き時

SCLまたはSDA立ち上がり又は
立ち下がりエッジ検出時

タイマＸアンダフロー時

タイマＹアンダフロー時

タイマ１アンダフロー時

タイマ２アンダフロー時

CNTR0入力の立ち上がり又は
立ち下がりエッジ検出時

SCL又はSDA入力の立ち上がり又は
立ち下がりエッジ検出時

CNTR1の入力立ち上がり又は
立ち下がりエッジ検出時

シリアルI/O3データ受信完了時

シリアルI/O2データ送受信終了時

タイマZアンダフロー時

INT2入力の立ち上がり又は
立ち下がりエッジ検出時

データ送受信終了時

INT3入力の立ち上がり又は
立ち下がりエッジ検出時

INT4入力の立ち上がり又は
立ち下がりエッジ検出時

CNTR2入力の立ち上がり又は
立ち下がりエッジ検出時

A-D変換終了時

シリアルI/O3送信シフト終了時又は
送信バッファ空き時

BRK命令実行時

備　考

注1. ベクトル番地とは、割り込み飛び先番地の格納番地を示します。
2. リセットは最上位の優先順位を持つ割り込みとして処理されます。

上位

FFFC

FFFA

FFF8

FFF6

FFF4

FFF2

FFF0

FFEE

FFEC

FFEA

FFE8

FFE6

FFE4

FFE2

FFE0

FFDE

FFDC
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図26. 割り込み制御図

割り込み要求ビット
割り込み許可ビット

割り込み禁止フラグ　I

BRK命令
リセット

割り込み要求
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図27. 割り込み関係レジスタの構成(3803グループ)
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タイマ

●8ビットタイマ

タイマは、タイマX、タイマY、タイマA、タイマBの16ビットタイ

マ4本と、タイマ1、タイマ2、タイマ3の8ビットタイマ3本があります。

　タイマはすべてカウントダウン方式で、カウンタの内容が“0016”

又は“000016”になった次のカウントパルスでアンダフローし、タイ

マラッチの内容が再びタイマにロードされ、カウントダウンが続行

されます。また、タイマがアンダフローすると各タイマに対応する

割り込み要求ビットが“1”にセットされます。

・タイマ用分周器

分周器のカウントソースは、CPUモードレジスタ(003B16番

地)のメインクロック分周比選択ビット(b7,b6)が“00”（高速モー

ド）、“01”（中速モード）のときは、XINとなり、“10”（低速モード）の

ときはXCINとなります。

・プリスケーラ12

　プリスケーラ12はタイマ用分周器の出力をカウントします。カ

ウントソースは、タイマ12,Xカウントソース選択レジスタ(000E16

番地)で制御され、f(XIN)又はf(XCIN)のそれぞれ1/2、1/4、1/8、

1/16、1/32、1/64、1/128、1/256、1/512、1/1024が選択できます。

・タイマ1、タイマ2

　タイマ1及びタイマ2は、常にプリスケーラ12の出力をカウント

し、周期的に割り込み要求ビットをセットします。

・プリスケーラX、プリスケーラY

　プリスケーラX､プリスケーラYはタイマ用分周器の出力、又

はf(XCIN)をカウントします。カウントソースは、タイマ12,Xカウン

トソース選択レジスタ(000E16番地)、タイマY,Zカウントソース選

択レジスタ（000F16番地）で制御され、f(XIN)又はf(XCIN)のそれ

ぞれ1/2、1/4、1/8、1/16、1/32、1/64、1/128、1/256、1/512、1/1024、

又はf(XCIN)が選択できます。

・タイマX、タイマY

　タイマXYモードレジスタ(002316番地)を設定することにより、そ

れぞれ4つの動作モードを選択することができます。

(1)タイマモード

<モードの選択>

タイマXYモードレジスタ(002316番地)のタイマX動作モード

ビット(b1,b0)、タイマY動作モードビット(b5,b4)を“00”に設定する

ことによりこのモードが選択されます。

<動作説明>

タイマカウント動作はタイマXYモードレジスタ(002316番地)の

タイマXカウント停止ビット(b3)、タイマYカウント停止ビット(b7)に
“0”を設定することにより開始します。タイマの内容が“00”になっ

た次のカウントパルスでアンダフローし、タイマラッチの内容をリ

ロードしてカウントを続けます。

(2) パルス出力モード

<モードの選択>

タイマXYモードレジスタ(002316番地)のタイマX動作モード

ビット(b1,b0)、タイマY動作モードビット(b5,b4)を“01”に設定する

ことによりこのモードが選択されます。

<動作説明>

タイマがアンダフローするたびに極性の反転するパルスを

CNTR0/CNTR1端子から出力することを除けば、タイマモードと同

じ動作をします。タイマXYモードレジスタ(002316番地)のCNTR0

極性切り替えビット(b2)、CNTR1極性切り替えビット(b6)が“0”のと
きはCNTR0/CNTR1端子の出力は“H”出力から開始します。“1”

のときは“L”出力から開始します。パルス出力中に、CNTR0/

CNTR1極性切り替えビットの値を書き替えると、CNTR0/CNTR1

端子の出力レベルが反転します。
<注意事項>

このモードではCNTR0/CNTR1端子と共用のポートP54/P55を

出力に設定してください。
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(3) イベントカウンタモード

<モードの選択>

タイマXYモードレジスタ(002316番地)のタイマX動作モード

ビット(b1,b0)、タイマY動作モードビット(b5,b4)を“10”に設定する
ことによりこのモードが選択されます。

<動作説明>

CNTR0/CNTR1端子からの入力信号をカウントすることを除け

ば、タイマモードと同じ動作をします。カウント動作の有効エッジは

タイマXYモードレジスタ(002316番地)のCNTR0極性切り替え

ビット(b2)、CNTR1極性切り替えビット(b6)の設定によって決まり、

“0”のときは立ち上がりエッジ、“1”のときは立ち下がりエッジをカ

ウントします。

<注意事項>

このモードではCNTR0/CNTR1端子と共用のポートP54/P55を

入力に設定してください。

(4) パルス幅測定モード

<モードの選択>

タイマXYモードレジスタ(002316番地)のタイマX動作モード

ビット(b1,b0)、タイマY動作モードビット(b5,b4)を“11”に設定する
ことによりこのモードが選択されます。

<動作説明>

タイマXYモードレジスタ(002316番地)のCNTR0極性切り替え

ビット(b2)、CNTR1極性切り替えビット(b6)が“1”の場合はCNTR0/

CNTR1端子入力の立ち下がりから次の立ち上がり(“L”期間)まで

の期間中カウントします。また、“0”の場合はCNTR0/CNTR1端子

入力の立ち上がりから次の立ち下がり(“H”期間)までの期間中カ

ウントします。

<注意事項>

このモードではCNTR0/CNTR1端子と共用のポートP54/P55を

入力に設定してください。

いずれのモードでも、タイマXYモードレジスタ(002316番地)の

タイマXカウント停止ビット(b3)、タイマYカウント停止ビット(b7)を

“1”に設定することによりカウントを停止することが可能です。ま

た、タイマがアンダフローするたびに割り込み要求ビットをセットし

ます。

・カウントソース切り替え時の注意

タイマ12カウントソース選択ビット及びタイマXカウントソース選

択ビット、タイマYカウントソース選択ビットによりタイマのカウン

トソースを切り替えるとき、カウント入力信号に細かいパルスが生

じてタイマのカウント値が大きく変わることがあります。したがって、

タイマのカウントソースを設定した後、プリスケーラ及びタイマに

値を設定してください。
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図29. タイマX，タイマY，タイマ1及びタイマ2のブロック図
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図30. タイマXYモードレジスタの構成

b7                                     b0

タイマXYモードレジスタ(002316番地)
TM

タイマX動作モードビット
   b1   b0 
　0　  0：タイマモード
　0　  1：パルス出力モード
　1　  0：イベントカウンタモード
　1　  1：パルス幅測定モード

CNTR0極性切り替えビット
　0：立ち下がり割り込み
　  　立ち上がりカウント
　　  (イベントカウンタモード時)
　1：立ち上がり割り込み
　  　立ち下がりカウント
　　  (イベントカウンタモード時)

タイマXカウント停止ビット
　0：カウント開始
　1：カウント停止

タイマY動作モードビット
   b5   b4
　0　  0：タイマモード
　0　  1：パルス出力モード
　1　  0：イベントカウンタモード
　1　  1：パルス幅測定モード

CNTR1極性切り替えビット
　0：立ち下がり割り込み
　  　立ち上がりカウント
　　  (イベントカウンタモード時)
　1：立ち上がり割り込み
　  　立ち下がりカウント
　　  (イベントカウンタモード時)

タイマYカウント停止ビット
　0：カウント開始
　1：カウント停止
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図31. タイマ1,2,X,Y,Zカウントソース選択レジスタの構成
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●16ビットタイマ

タイマZは16ビットのタイマで、タイマの内容が“000016”になっ

た次のカウントパルスでアンダフローし、タイマラッチの内容を再

びロードしてカウントダウンを続けます。また、タイマがアンダフ

ローするとタイマZに対応する割り込み要求ビットが“1”にセットさ

れます。

タイマZを読み書きする場合は、必ず上位バイト、下位バイトとも

読み書きしてください。タイマZの値を読み出す場合は、上位バイ

ト、下位バイトの順に読み出しを行い、上位バイトの読み出し操作

と下位バイトの読み出し操作の間にタイマZへの書き込みを行わ

ないでください。タイマZへ値を書き込む場合は、下位バイト、上位

バイトの順に書き込みを行い、下位バイトへの書き込み操作と上位

バイトへの書き込み操作の間にタイマZの読み出しを行わないで

ください。

タイマY,Zカウントソース選択レジスタ(000F16番地)のタイマZ

カウントソース選択ビット(b7,b6,b5,b4)によりカウントソースを選

択することができます。

タイマZはタイマZモードレジスタにより7つの動作モードを選択

することができます。

(1)タイマモード

<モードの選択>

タイマZモードレジスタ(002A16番地)のタイマZ動作モードビッ

ト(b2,b1,b0)を“000”に設定し、かつタイマモード/イベントカウンタ
モード切り替えビット(b7)を“0”に設定することによりこのモードが

選択されます。

<カウントソースの選択>

高速、中速モード選択時のカウントソースは、f(XIN)の1/2、1/4、

1/8、1/16、1/32、1/64、1/128、1/256、1/512、1/1024またはf(XCIN)です。

低速モード時のカウントソースはf(XCIN)の1/2、1/4、1/8、1/16、

1/32、1/64、1/128、1/256、1/512、1/1024またはf(XCIN)です。
<割り込み>

アンダフロー発生時、割り込み要求レジスタ1(003C16番地)の

INT0/タイマZ割り込み要求ビット(b0)が“1”になります。

<動作説明>

タイマ停止状態では、通常ラッチ及びタイマへの同時書き込み

によってタイマの値を設定します。タイマ動作はタイマZモードレ

ジスタ(002A16番地)のタイマZカウント停止ビット(b6)に“0”を設

定することにより開始します。タイマの内容が“000016”になった

次のカウントパルスでアンダフローし、タイマラッチの内容をリ

ロードしてカウントを続けます。カウント動作中にタイマの値を変更

する場合は、ラッチのみへの書き込みによってラッチの値を変更

することにより、次のアンダフロー時にタイマラッチのリロードでタ

イマの値が変更されます。

(2)イベントカウンタモード

<モードの選択>

タイマZモードレジスタ(002A16番地)のタイマZ動作モードビッ

ト(b2,b1,b0)を“000”に設定し、かつ、タイマモード/イベントカウン
タモード切り替えビット(b7)を“1”に設定することによりこのモード

を選択します。カウント動作の有効エッジはタイマZモードレジスタ

(002A16番地)のCNTR2極性切り替えビット(b5)の設定によって決

まり、“0”のときは立ち上がりエッジ、“1”のときは立ち下がりエッジ

をカウントします。

<割り込み>

アンダフロー時の割り込みはタイマモードの説明と同様です。
<動作説明>

タイマモードの動作説明と同様です。このモードではCNTR2端

子と共用のポートP47を入力に設定してください。

図34にタイマ・イベントカウンタモードのタイミング図を示しま

す。

(3) パルス出力モード

<モードの選択>

タイマZモードレジスタ(002A16番地)のタイマZ動作モードビット

(b2,b1,b0)を“001”に設定し、かつタイマモード/イベントカウンタ

モード切り替えビット(b7)を“0”に設定することによりこのモードが

選択されます。

<カウントソース選択>

高速、中速モード選択時のカウントソースは、f(XIN)の1/2、1/4、

1/8、1/16、1/32、1/64、1/128、1/256、1/512、1/1024またはf(XCIN)です。

低速モード選択時のカウントソースはf(XCIN)の1/2、1/4、1/8、1/16、

1/32、1/64、1/128、1/256、1/512、1/1024またはf(XCIN)です。

<割り込み>

アンダフロー時の割り込みはタイマモードの説明と同様です。

<動作説明>

タイマがアンダフローするたびに極性の反転するパルスを

CNTR2端子から出力することを除けば、タイマモードと同じ動作を

します。タイマZモードレジスタ(002A16番地)のCNTR2極性切り替

えビット(b5)が“0”のときはCNTR2端子の出力は“H”出力から開
始します。“1”のときは“L”出力から開始します。

<注意事項>

このモードではCNTR2端子と共用のポートP47を出力に設定し

てください。

(タイマ動作停止中)

CNTR2端子の出力はタイマへの書き込みによって、CNTR2極

性切り替えビットで設定されるレベルに初期化されます。
(タイマ動作許可中)

CNTR2極性切り替えビットの値を書き替えると、CNTR2端子の

出力レベルが反転します。

図35にパルス出力モードのタイミング図を示します。
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(4) パルス周期測定モード

<モードの選択>

タイマZモードレジスタ(002A16番地)のタイマZ動作モードビット

(b2,b1,b0)を“010”に設定し、かつタイマモード/イベントカウンタ

モード切り替えビット(b7)を“0”に設定することによりこのモードが

選択されます。

<カウントソースの選択>

高速、中速モード選択時のカウントソースは、f(XIN)の1/2、1/4、

1/8、1/16、1/32、1/64、1/128、1/256、1/512、1/1024またはf(XCIN)です。

低速モード選択時のカウントソースはf(XCIN)の1/2、1/4、1/8、

1/16、1/32、1/64、1/128、1/256、1/512、1/1024またはf(XCIN)です。
<割り込み>

アンダフロー時の割り込みはタイマモードの説明と同様です。

パルス周期測定終了と同時に割り込み要求レジスタ2(003D16番

地)のINT4/CNTR2割り込み要求ビット(b5)が“1”になります。

<動作説明>

　CNTR2端子から入力されたパルスの周期を測定します。タイマ

Zモードレジスタ（002A16番地）のCNTR2極性切り替えビット(b5)

が“0”の場合はCNTR2端子入力の立ち下がりから次の立ち下がり

までの期間中カウントします。“1”の場合はCNTR2端子入力の立

ち上がりから次の立ち上がりまでの期間中カウントします。測定終

了／開始の有効エッジを検出した場合、タイマ値の1の補数（測定

値）がタイマラッチに書き込まれ、タイマには“FFFF16”が設定され

ます。また、タイマがアンダフローした場合、タイマZ割り込みが発

生し、タイマには“FFFF16”が設定されます。タイマZの読み出しを

行うとタイマラッチ（測定値）の読み出しとなります。測定値は次の

測定完了まで保持されています。

<注意事項>

このモードではCNTR2端子と共用のポートP47を入力に設定し

てください。

このモードではタイマ値（測定中のタイマ値）の読み出しを行え

ません。タイマへの書き込みはタイマ動作停止中(パルス周期未測

定中)のみ有効です。

このモードのタイマラッチは、測定値の読み出し専用になります

ので、測定中に書き込み動作を行わないでください。

タイマの値はタイマがアンダフローした場合、またはパルス周

期測定の有効エッジを検出した場合のみ“FFFF16”に設定されま

す。よってパルス周期測定開始時タイマの値は、測定開始前のタ

イマの値に依存します。

図36にパルス周期測定モードのタイミング図を示します。

(5) パルス幅測定モード

<モードの選択>

タイマZモードレジスタ(002A16番地)のタイマZ動作モードビット

(b2,b1,b0)を“011”に設定し、かつタイマモード/イベントカウンタ

モード切り替えビット(b7)を“0”に設定することによりこのモードに

なります。

<カウントソースの選択>

高速、中速モード選択時のカウントソースは、f(XIN)の1/2、1/4、

1/8、1/16、1/32、1/64、1/128、1/256、1/512、1/1024またはf(XCIN)です。

低速モード選択時のカウントソースはf(XCIN)の1/2、1/4、1/8、

1/16、1/32、1/64、1/128、1/256、1/512、1/1024またはf(XCIN)です。
<割り込み>

アンダフロー時の割り込みはタイマモードの説明と同様です。

パルス幅測定終了と同時に割り込み要求レジスタ2(003D16番地)

のINT4/CNTR2割り込み要求ビット(b5)が“1”になります。

<動作説明>

　CNTR2端子から入力されたパルス幅を測定します。タイマZ

モードレジスタ(002A16番地)のCNTR2極性切り替えビット(b5)が

“0”の場合はCNTR2端子入力の立ち上がりから次の立ち下がり

（“H”期間）までの期間中カウントします。タイマZモードレジスタ

(002A16番地)のCNTR2極性切り替えビット(b5)が“1”の場合は

CNTR2端子入力の立ち下がりから次の立ち上がり（“L”期間）まで

の期間中カウントします。測定終了/開始の有効エッジを検出した

場合、タイマ値の1の補数（測定値）がタイマラッチに書き込まれ、

タイマには“FFFF16”が設定されます。また、タイマがアンダフロー

した場合、タイマZ割り込みが発生し、タイマには“FFFF16”が設定

されます。タイマZの読み出しを行うとタイマラッチ（測定値）の読

み出しとなります。測定値は次の測定完了まで保持されています。

<注意事項>

このモードではCNTR2端子と共用のポートP47を入力に設定し

てください。

このモードではタイマ値（測定中のタイマ値）の読み出しを行え

ません。タイマへの書き込みはタイマ動作停止中(パルス幅未測定

中)のみ有効です。

このモードのタイマラッチは、測定値の読み出し専用になります

ので、測定中に書き込み動作を行わないでください。

タイマの値はタイマがアンダフローした場合、またはパルス幅

測定の有効エッジを検出した場合のみ“FFFF16”に設定されます。

よってパルス幅測定開始時のタイマの値は、測定開始以前のタイ

マの値に依存します。

図37にパルス幅測定モードのタイミング図を示します。
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(6) プログラマブル波形発生モード

<モードの選択>

タイマZモードレジスタ(002A16番地)のタイマZ動作モードビット

(b2,b1,b0)を“100”に設定し、かつタイマモード/イベントカウンタ

モード切り替えビット(b7)を“0”に設定することにより、このモード

となります。

<カウントソースの選択>

高速、中速モード選択時のカウントソースは、f(XIN)の1/2、1/4、

1/8、1/16、1/32、1/64、1/128、1/256、1/512、1/1024またはf(XCIN)です。

低速モード選択時のカウントソースはf(XCIN)の1/2、1/4、1/8、

1/16、1/32、1/64、1/128、1/256、1/512、1/1024またはf(XCIN)です。
<割り込み>

アンダフロー時の割り込みはタイマモードの説明と同様です。
<動作説明>

タイマがアンダフローするたびにタイマZモードレジスタ

(002A16番地)のアウトプットレベルラッチ(b4)に設定された値のレ

ベルをCNTR2端子より出力することを除けば、タイマモードと同じ

動作をします。アンダフロー発生後、アウトプットレベルラッチとタ

イマラッチの値を変更することによって、任意の波形をCNTR2端

子より発生することが可能です。

<注意事項>

このモードではCNTR2端子と共用のポートP47を出力に設定してくださ

い。

図38にプログラマブル波形発生モードのタイミング図を示します。

(7) プログラマブルワンショット発生モード

<モードの選択>

タイマZモードレジスタ(002A16番地)のタイマZ動作モードビット

(b2,b1,b0)を“101”に設定し、かつタイマモード/イベントカウンタ

モード切り替えビット(b7)を“0”に設定することにより、このモード

となります。

<カウントソースの選択>

高速、中速モード選択時のカウントソースは、f(XIN)の1/2、1/4、

1/8、1/16、1/32、1/64、1/128、1/256、1/512、1/1024またはf(XCIN)です。

<割り込み>

アンダフロー時の割り込みはタイマモードの説明と同じです。ワ

ンショット発生のトリガは、割り込みエッジ選択レジスタ(003A16番

地)のINT1割り込みエッジ選択ビット(b1)の設定により、“0”のとき

は立ち下がりエッジアクティブ、“1”のときは立ち上がりエッジアク

ティブを選択します。またINT1端子の有効エッジ検出によって、割

り込み要求レジスタ1(003C16番地)のINT1割り込み要求ビット(b1)

が“1”になります。

<動作説明>

“H”ワンショットパルスの場合：タイマZモードレジスタのb5=“0”

CNTR2端子の出力レベルは、モード選択時“L”に初期化されま

す。トリガ発生（INT1端子への入力信号）を検出すると、CNTR2端

子から“H”を出力し、タイマのアンダフローによって“L”出力に切

り替わります。タイマZ下位、タイマZ上位レジスタへの設定値に

よって“H”ワンショットパルス幅を設定します。タイマカウント停止

中にトリガ発生を検出した場合にもCNTR2端子から“H”が出力さ

れますが、アンダフローが発生しないため“H”出力状態が続きま

す。

“L”ワンショットパルスの場合：タイマZモードレジスタのb5=“1”

CNTR2端子の出力レベルはモード選択時“H”に初期化されま

す。トリガ発生（INT1端子への入力信号）を検出すると、CNTR2端

子から“L”を出力し、タイマのアンダフローによって“H”出力に切

り替わります。タイマZ下位、タイマZ上位レジスタへの設定値に

よって“L”ワンショットパルス幅を設定します。タイマカウント停止

中にトリガ発生を検出した場合にもCNTR2端子から“L”が出力さ

れますが、アンダフローが発生しないため“L”出力状態が続きま

す。

<注意事項>

このモードではCNTR2端子と共用のポートP47を出力に、INT1

端子と共用のポートP42を入力に設定してください。

低速モード選択時このモードは使用できません。

ワンショット発生許可中、またはワンショット発生中にCNTR2極

性切り替えビットの値を変更した場合、CNTR2端子からの出力レ

ベルが変化します。

図39にプログラマブルワンショット発生モードのタイミング図を

示します。
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図32. タイマZのブロック図

■全モードにおいての注意事項

・タイマZ書き込み制御

タイマZはタイマZモードレジスタ(002A16番地)のタイマZ書き

込み制御ビット(b3)によってラッチ及びタイマへの同時書き込み、

またはラッチのみへの書き込みのいずれかを選択できます。ラッ

チのみへ書き込む場合、タイマZのアドレスに値を書き込むとタイ

マラッチに値が設定され、タイマは次のアンダフローで更新されま

す。リセット解除後はラッチ及びタイマへの同時書き込みになって

おり、タイマZのアドレスに値を書き込むとタイマとタイマラッチに

同時に値が設定されます。

なおラッチのみへ書き込む場合、リロード用ラッチに書き込むタ

イミングとアンダフローのタイミングがほぼ同時のときは、タイマ

に設定される値が不定になることがあります。

・タイマZ読み出し制御

パルス周期測定モード、パルス幅測定モード選択時タイマ値は

読み出せません。これら以外のモードでは、カウント動作/停止に関

係なく読み出し可能です。ただし、タイマラッチの値は読み出すこ

とはできません。

・CNTR2、INT1割り込み極性切り替えについての注意

CNTR2極性切り替えビット、INT1割り込みエッジ選択ビットの設

定により、それぞれの割り込み極性も影響を受けます。

・カウントソース切り替え時の注意

タイマZカウントソース選択ビットによりタイマのカウントソース

を切り替えるとき、カウント入力信号に細かいパルスが生じてタイ

マのカウント値が大きく変わることがあります。したがって、タイマ

のカウントソースを設定した後、タイマに値を設定してください。
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図33. タイマZモードレジスタの構成
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図34. タイマ・イベントカウンタモードのタイミング図

図35. パルス出力モードのタイミング図
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図36. パルス周期測定モードのタイミング図(立ち上がり区間測定時)

図37. パルス幅測定モードのタイミング図(“L区間”測定時)
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図38. プログラマブル波形発生モードのタイミング図

図39. プログラマブルワンショット発生モードのタイミング図(“H”ワンショットパルス発生時)
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シリアルＩ／Ｏ

●シリアルI/O1

シリアルI/O1はクロック同期形、非同期形（UART）のどちらでも

動作可能です。また、シリアルI/O動作時のボーレート発生専用タ

イマ（ボーレートジェネレータ）を備えています。

(1)  クロック同期形シリアルＩ/Ｏモード

シリアルI/O1制御レジスタのモード選択ビットを“1”にすること

によってクロック同期形シリアルI/Oが選択されます。

クロック同期形シリアルI/Oでは、シリアルI/Oの動作クロックに、送

信側マイコン、受信側マイコンとも同一のクロックを用います。動

作クロックとして内部クロックを用いた場合、送受信の開始は送

信/受信バッファレジスタへの書き込み信号により行われます。

図40. クロック同期形シリアルI/O1ブロック図

図41. クロック同期形シリアルI/O1動作図
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(2)   非同期形シリアルI/O（UART）モード

シリアルI/O1制御レジスタのモード選択ビットを“0”にすること

によってUARTが選択されます。

3803/3804グループでは、8つのシリアルデータ転送フォーマッ

トが選択可能です。この転送フォーマットは送受信側で統一してお

く必要があります。

3803/3804グループはシリアルデータの送信、受信を行う送信

シフトレジスタ、受信シフトレジスタにそれぞれのバッファレジスタ

を持っています（メモリ上の番地は同一）。シフトレジスタは直接読

み書きすることができませんので、送信データの書き込み、受信

データの読み出しはそれぞれのバッファレジスタに対して行いま

す。また、これらのバッファレジスタによって次に送信すべきデータ

を書き込んでおいたり、2バイトの受信データを連続して受信する

ことができます。

図42. UART形シリアルI/O1ブロック図

図43. UART形シリアルI/O1動作図
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【 シリアルI/O1制御レジスタ 】 SIO1CON

シリアルI/O1制御レジスタはシリアルI/O1の各種制御を行う8

ビットの選択ビットで構成されています。

【 UART1制御レジスタ 】 UART1CON

UART選択時有効な4ビットの制御ビットと、1ビットの常に有効

な制御ビットより構成された5ビットのレジスタです。このレジスタ

の内容でシリアルデータ送受信時のデータフォーマット、P45/

TXD1端子の出力形式などを設定します。

【 シリアルI/O1ステータスレジスタ 】 SIO1STS

シリアルI/O1の動作状態を示すフラグ及び各種エラーフラグで

構成された7ビットの読み出し専用レジスタです。ビット4～6の3

ビットはUARTモード時のみ有効です。受信バッファフルフラグは

受信バッファレジスタを読み出すと“0”にクリアされます。

エラー検出は、データが受信シフトレジスタから受信バッファレ

ジスタに転送され、受信バッファフルフラグがセットされると同時

に行われます。シリアルI/O1ステータスレジスタへの書き込みで

すべてのエラーフラグ（OE、PE、FE、SE）がクリアされます。また、シ

リアルI/O1許可ビット（SIOE）に“0”を書き込むとエラーフラグを含

むすべてのステータスフラグが“0”にクリアされます。

　このレジスタのビット0からビット6はリセット時“0”に初期化され

ますが、シリアルI/O1制御レジスタの送信許可ビットを“1”にしたと

きビット2とビット0は“1”になります。

【 送信バッファレジスタ1/受信バッファレジスタ 1】 TB1/RB1

送信バッファレジスタ1と受信バッファレジスタ1は同じアドレス

に配置されており、送信バッファレジスタ1は書き込み専用、受信

バッファレジスタ1は読み出し専用です。また、キャラクタビット長

が7ビットの場合、受信バッファレジスタ1に格納される受信データ

のMSBは“0”となります。

【 ボーレートジェネレータ1 】 BRG1

シリアル転送のビットレートを決定します。

リロードレジスタを持った8ビットのカウンタで、値nを設定するこ

とにより、カウントソースを1/(n+1)の分周比で分周します。
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図44. シリアルI/O1関係レジスタの構成
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■シリアルI/O1の注意事項

1 同期形の選択時

1.1 送信動作の停止

・注意事項

シリアルI/O1許可ビット及び送信許可ビットを“0”(シリアルI/O

及び送信禁止)にしてください。

・理由

シリアルI/O1許可ビットだけを“0”(シリアルI/O禁止)にしても、

送信動作の停止及び送信回路の初期化は行われず、内部の送信

動作は継続して行われます(TXD1,RXD1,SCLK1,SRDY1各端子の

機能は入出力ポート機能となるため、送信データが外部へ出力さ

れることはありません)。この状態で、送信バッファレジスタにデー

タを書き込むと、マイコン内部のシフト動作が開始されるため、そ

のデータは送信シフトレジスタに転送されます。この時点でシリ

アルI/O1許可ビットを“1”にすると、内部でシフト中のデータが途

中からTXD1端子に出力され、不具合の原因となります。

1.2 受信動作の停止

・注意事項

受信許可ビットを“0”(受信禁止)、又はシリアルI/O1許可ビット

を“0”(シリアルI/O禁止)にしてください。

1.3 送受信動作の停止

・注意事項

送信許可ビット、及び受信許可ビットの両方を同時に“0”(送受

信禁止)にしてください。

(クロック同期形シリアルI/Oモードのデータ送受信時、送信動

作又は受信動作のいずれか一方だけを停止することはできません。)

・理由

クロック同期形シリアルI/Oモードでは、送信及び受信に同一

のクロックを使用しているため、いずれか一方だけを禁止した場

合、送信と受信の同期がとれなくなり、ビットずれが生じます。

クロック同期形シリアルI/Oモードでは、受信のためにも送信回

路のクロック回路が動作しています。そのため、送信許可ビットだ

けを“0”(送信禁止)にしても送信回路は止まらない構成になって

います。また＜1.1送信動作の停止＞と同様に、シリアルI/O1許可

ビットを“0”(シリアルI/O禁止)にしても送信回路を初期化できま

せん。

2 非同期形の選択時

2.1 送信動作の停止

・注意事項

送信許可ビットを“0”(送信禁止)にしてください。シリアルI/O1

許可ビットを“0”にすることでは送信動作は止まりません。

・理由

シリアルI/O1許可ビットだけを“0”(シリアルI/O禁止)にしても、

送信動作の停止及び送信回路の初期化は行われず、内部の送信

動作は継続して行われます(TXD1,RXD1,SCLK1,SRDY1各端子の

機能は入出力ポート機能となるため、送信データが外部へ出力さ

れることはありません)。この状態で、送信バッファレジスタにデー

タを書き込むと、マイコン内部のシフト動作が開始されるため、そ

のデータは送信シフトレジスタに転送されます。この時点でシリ

アルI/O1許可ビットを“1”にすると、内部でシフト中のデータが途

中からTXD1端子に出力され、不具合の原因となります。

2.2 受信動作の停止

・注意事項

受信許可ビットを“0”(受信禁止)にしてください。

2.3 送受信動作の停止

・注意事項1  (送信のみの停止)

送信許可ビットを“0”(送信禁止)にしてください。シリアルI/O1

許可ビットを“0”にすることでは送信動作は止まりません。

・理由

シリアルI/O1許可ビットだけを“0”(シリアルI/O禁止)にしても、

送信動作の停止及び送信回路の初期化は行われず、内部の送信

動作は継続して行われます(TXD1,RXD1,SCLK1,SRDY1各端子の

機能は入出力ポート機能となるため、送信データが外部へ出力さ

れることはありません)。この状態で、送信バッファレジスタにデー

タを書き込むと、マイコン内部のシフト動作が開始されるため、そ

のデータは送信シフトレジスタに転送されます。この時点でシリ

アルI/O1許可ビットを“1”にすると、内部でシフト中のデータが途

中からTXD1端子に出力され、不具合の原因となります。

● 注意事項2  (受信のみの停止)

受信許可ビットを“0”(受信禁止)にしてください。
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3 受信側のSRDY1出力

・注意事項

クロック同期形シリアルI/Oモードにおいて、外部クロックを用

いて受信側がSRDY1出力を行う場合、受信許可ビット及びSRDY1

出力許可ビットとともに、送信許可ビットも“1”(送信許可)にしてく

ださい。

4 シリアルI/O1制御レジスタの再設定

・注意事項

シリアルI/O1制御レジスタを再設定する場合は、送信許可ビッ

ト及び受信許可ビットの両方を“0”にして、送信及び受信回路をリ

セットした後、設定し直してください。

送信許可ビット(TE)、受信許可ビット(RE)

の両方を“0”にする。

↓

シリアルI/O1制御レジスタのビット0～ビット3、

及びビット6を設定する。

↓

送信許可ビット(TE)、受信許可ビット(RE)

の両方、又はどちらか一方を“1”にする。

LDM命令

で同時に

設定可

5 送信シフトレジスタシフト終了フラグを使用したデータ送信制御

・注意事項

送信バッファに送信データを書き込んだ後、送信シフトレジス

タシフト終了フラグは、シフトクロックの0.5～1.5クロック分遅れ

て“1”から“0”へ変化します。したがって送信バッファに送信デー

タを書き込んだ後、送信シフトレジスタ終了フラグを参照して

データ送信を制御する場合、この遅れに注意してください。

6 外部クロック選択時の送信制御

・注意事項

データ送信時、同期クロックとして外部クロックを選択している

場合、SCLK1が“H”の状態で送信許可ビットを“1”にしてください。

また、送信バッファレジスタへの書き込みも、SCLK1が“H”の状態

で行ってください。

7 送信許可ビットセット時の送信割り込み要求

・注意事項

送信割り込みを使用する場合は、以下の手順で設定してくださ

い。

➀ シリアルI/O1送信割り込み許可ビットを“0”（禁止）にする。

➁ 送信許可ビットを“1”にする。

➂ 一命令以上おいてからシリアルI/O1送信割り込み要求ビット

を“0”にする。

➃ シリアルI/O1送信割り込み許可ビットを“1”（許可）にする。

　・理由

送信許可ビットを“1”に設定すると、送信バッファエンプティフ

ラグ、及び送信シフトレジスタシフト終了フラグは、“1”に設定され

ます。

したがって、送信割り込みの発生要因に上記どちらのフラグが

“1”に設定されるタイミングを選択しても、割り込み要求が発生

し、送信割り込み要求ビットがセットされます。



Rev.4.01    2003.11.07    page 56 of 135

3803/3804グループ

●シリアルI/O2

シリアルI/O2はクロック同期形としてのみ動作可能です。

シリアルI/O2においては、シリアルI/Oの動作クロックに送信側

マイコン、受信側マイコンとも同一のクロックを用います。動作ク

ロックとして内部クロックを用いた場合、送受信の開始はシリアル

I/O2レジスタへの書き込み信号により行われます。

【 シリアルI/O2制御レジスタ 】 SIO2CON

シリアルI/O2制御レジスタは、8ビットでシリアルI/O2の各種制

御を行う選択ビットで構成されています。

図45. シリアルI/O2制御レジスタの構成

図46. シリアルI/O2ブロック図
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図47. シリアルI/O2タイミング図
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●シリアルI/O3

シリアルI/O3はクロック同期形、非同期形（UART）のどちらでも

動作可能です。また、シリアルI/O動作時のボーレート発生専用タ

イマ（ボーレートジェネレータ）を備えています。

(1)  クロック同期形シリアルＩ/Ｏモード

シリアルI/O3制御レジスタのモード選択ビットを“1”にすること

によってクロック同期形シリアルI/Oが選択されます。

　クロック同期形シリアルI/Oでは、シリアルI/Oの動作クロックに、

送信側マイコン、受信側マイコンとも同一のクロックを用います。

動作クロックとして内部クロックを用いた場合、送受信の開始は送

信/受信バッファレジスタへの書き込み信号により行われます。

図48. クロック同期形シリアルI/O3ブロック図

図49. クロック同期形シリアルI/O3動作図
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(2)   非同期形シリアルI/O（UART）モード

シリアルI/O3制御レジスタのシリアルI/O3モード選択ビットを

“0”にすることによってUARTが選択されます。

3803/3804グループでは、8つのシリアルデータ転送フォーマッ

トが選択可能です。この転送フォーマットは送受信側で統一してお

く必要があります。

3803/3804グループはシリアルデータの送信、受信を行う送信

シフトレジスタ、受信シフトレジスタにそれぞれのバッファレジスタ

を持っています（メモリ上の番地は同一）。シフトレジスタは直接読

み書きすることができませんので、送信データの書き込み、受信

データの読み出しはそれぞれのバッファレジスタに対して行いま

す。また、これらのバッファレジスタによって次に送信すべきデータ

を書き込んでおいたり、2バイトの受信データを連続して受信する

ことができます。

図50. UART形シリアルI/O3ブロック図

図51. UART形シリアルI/O3動作図

f
 
(
 
XI
 

N)

1
 
/
 
4

O
 
E

P
 
E F
 
E

1
 
/
 
1
 
6

1
 
/
 
1
 
6

デ
 
ー
 

タ
 

バ
 

ス

受
 
信

 
バ

 
ッ

 
フ

 
ァ

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
3

0
 
0
 
3

 
01

 
6番

 
地

受
 
信
 
シ

 
フ

 
ト

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
3

受
 
信
 
バ

 
ッ

 
フ

 
ァ

 
フ

 
ル

 
フ

 
ラ

 
グ

 
(

 
R

 
B

 
F

 
)

受
 
信
 
割

 
り

 
込

 
み

 
要

 
求

 
(

 
R

 
I

 
)

ボ
 
ー
 

レ
 

ー
 

ト
 

ジ
 

ェ
 

ネ
 

レ
 

ー
 

タ
 

3
分
 
周
 
比

 
 

 
1

 
/

 
(

 
n

 
+

 
1

 
)

0
 
0
 
2

 
F1

 
6番

 
地

S
 
T
 
/

 
S

 
P

 
/

 
P

 
A

 
発

 
生

送
 
信
 
バ

 
ッ

 
フ

 
ァ

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
3

デ
 
ー
 
タ

 
バ

 
ス

送
 
信
 
シ

 
フ

 
ト

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
3

0
 
0
 
3

 
01

 
6番

 
地

送
 
信
 
シ

 
フ

 
ト

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

シ

 

フ

 

ト

 

終

 

了

 

フ

 

ラ

 

グ

 

(

 

T

 

S

 

C

 

)

送
 
信
 
バ

 
ッ

 
フ

 
ァ

 
エ

 
ン

 
プ

 
テ

 
ィ

 
フ

 
ラ

 
グ

 
(

 
T

 
B

 
E

 
)

送
 
信

 
割

 
り

 
込

 
み

 
要

 
求

 
(

 
T

 
I

 
)

0
 
0
 
3

 
11

 
6番

 
地

S
 
T
 
検

 
出

S
 
P
 
検

 
出 U

 
A
 
R

 
T

 
3

 
制

 
御

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

0
 
0
 
3

 
31

 
6番

 
地

キ
 
ャ

 
ラ

 
ク

 
タ

 
長

 
選

 
択

 
ビ

 
ッ

 
ト

0
 
0
 
3

 
21

 
6番

 
地

B
 
R
 
G

 
カ

 
ウ

 
ン

 
ト

 
ソ

 
ー

 
ス

 
選

 
択

 
ビ

 
ッ

 
ト

送
 
信

 
割

 
り

 
込

 
み

 
要

 
因

 
選

 
択

 
ビ

 
ッ

 
ト

シ
 
リ
 
ア

 
ル

 
I

 
/

 
O

 
3

 
同

 
期

 
ク

 
ロ

 
ッ

 
ク

 
選

 
択

 
ビ

 
ッ

 
ト

ク
 
ロ
 
ッ

 
ク

 
制

 
御

 
回

 
路

キ
 
ャ
 
ラ

 
ク

 
タ

 
長

 
選

 
択

 
ビ

 
ッ

 
ト

7
 
ビ
 
ッ

 
ト

8
 
ビ
 
ッ

 
ト

(
 
低
 
速

 
モ

 
ー

 
ド

 
時

 
は

　

 

　

 

　

 

　

 

 

 

 

 

f

 

(

 

XC

 

I

 

N)

 

)

シ
 
リ
 
ア

 
ル

 
I

 
/

 
O

 
3

 
制

 
御

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

P
 
36/
 
SC

 
L

 
K

 
3

シ
 
リ

 
ア

 
ル

 
I

 
/

 
O

 
3

 
ス

 
テ

 
ー

 
タ

 
ス

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

P
 
34/
 
RXD3

P
 
35/
 
TXD3

TSC=0
TBE=1

RBF=0

TBE=0 TBE=0

RBF=1 RBF=1

STD0 D1 SP D0 D1ST SP

TBE=1 TSC=1*

STD0 D1 SP D0 D1ST SP

送信又は受信クロック

送信バッファレジスタ
書き込み信号

シリアル出力　TXD3

受信バッファレジスタ
読み出し信号

シリアル入力　RXD3

* 2ストップビットモードの場合
　第2ビットで発生

1スタートビット
7/8データビット
1/0パリテイビット
1/2ストップビット

注 1．エラーフラグの検出は、RBF=1と同時に行われます（受信の場合は第一ストップビットになります）。
　 2．送信割り込み(TI)は、シリアルI/O3制御レジスタの送信割り込み要因選択ビット(TIC)により、TBE=1又はTSC=1のどちらかを選択します。
　 3．受信割り込み(RI)は、RBF=1によってセットされます。
　 4．TSC=1のときは、送信バッファレジスタに書き込み後、TSC=0になるまでにデータシフトサイクルの0.5～1.5サイクルを要します。



Rev.4.01    2003.11.07    page 60 of 135

3803/3804グループ

【 シリアルI/O3制御レジスタ 】 SIO3CON

シリアルI/O3制御レジスタはシリアルI/O3の各種制御を行う8

ビットの選択ビットで構成されています。

【 UART3制御レジスタ 】 UART3CON

UART選択時有効な4ビットの制御ビットと、1ビットの常に有効

な制御ビットより構成された5ビットのレジスタです。このレジスタ

の内容でシリアルデータ送受信時のデータフォーマット、P35/

TXD3端子の出力形式などを設定します。

【 シリアルI/O3ステータスレジスタ 】 SIO3STS

シリアルI/O3の動作状態を示すフラグ及び各種エラーフラグで

構成された7ビットの読み出し専用レジスタです。ビット4～6の3

ビットはUARTモード時のみ有効です。受信バッファフルフラグは

受信バッファレジスタを読み出すと“0”にクリアされます。

エラー検出は、データが受信シフトレジスタから受信バッファレ

ジスタに転送され、受信バッファフルフラグがセットされると同時

に行われます。シリアルI/O3ステータスレジスタへの書き込みで

すべてのエラーフラグ（OE、PE、FE、SE）がクリアされます。また、

シリアルI/O3許可ビット（SIOE）に“0”を書き込むとエラーフラグを

含むすべてのステータスフラグが“0”にクリアされます。

　このレジスタのすべてのビットはリセット時“0”に初期化されま

すが、シリアルI/O3制御レジスタの送信許可ビットを“1”にしたと

きビット2とビット0は“1”になります。

【 送信バッファレジスタ3/受信バッファレジスタ3 】 TB3/RB3

送信バッファレジスタ3と受信バッファレジスタ3は同じアドレス

に配置されており、送信バッファレジスタ3は書き込み専用、受信

バッファレジスタ3は読み出し専用です。また、キャラクタビット長

が7ビットの場合、受信バッファレジスタ3に格納される受信データ

のMSBは“0”となります。

【 ボーレートジェネレータ3 】 BRG3

シリアル転送のビットレートを決定します。

リロードレジスタを持った8ビットのカウンタで、値nを設定する

ことにより、カウントソースを1/(n+1)の分周比で分周します。
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図52. シリアルI/O3関係レジスタの構成
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■シリアルI/O3の注意事項

1 同期形の選択時

1.1 送信動作の停止

・注意事項

シリアルI/O3許可ビット及び送信許可ビットを“0”(シリアルI/O

及び送信禁止)にしてください。

・理由

シリアルI/O3許可ビットだけを“0”(シリアルI/O禁止)にしても、

送信動作の停止及び送信回路の初期化は行われず、内部の送信

動作は継続して行われます(TXD3,RXD3,SCLK3,SRDY3各端子の

機能は入出力ポート機能となるため、送信データが外部へ出力さ

れることはありません)。この状態で、送信バッファレジスタにデー

タを書き込むと、マイコン内部のシフト動作が開始されるため、そ

のデータは送信シフトレジスタに転送されます。この時点でシリ

アルI/O3許可ビットを“1”にすると、内部でシフト中のデータが途

中からTXD3端子に出力され、不具合の原因となります。

1.2 受信動作の停止

・注意事項

受信許可ビットを“0”(受信禁止)、又はシリアルI/O3許可ビット

を“0”(シリアルI/O禁止)にしてください。

1.3 送受信動作の停止

・注意事項

送信許可ビット、及び受信許可ビットの両方を同時に“0”(送受

信禁止)にしてください。

(クロック同期形シリアルI/Oモードのデータ送受信時、送信動

作又は受信動作のいずれか一方だけを停止することはできません。)

・理由

クロック同期形シリアルI/Oモードでは、送信及び受信に同一

のクロックを使用しているため、いずれか一方だけを禁止した場

合、送信と受信の同期がとれなくなり、ビットずれが生じます。

クロック同期形シリアルI/Oモードでは、受信のためにも送信回

路のクロック回路が動作しています。そのため、送信許可ビットだ

けを“0”(送信禁止)にしても送信回路は止まらない構成になって

います。また＜1.1送信動作の停止＞と同様に、シリアルI/O3許可

ビットを“0”(シリアルI/O禁止)にしても送信回路を初期化できま

せん。

2 非同期形の選択時

2.1 送信動作の停止

・注意事項

送信許可ビットを“0”(送信禁止)にしてください。シリアルI/O3

許可ビットを“0”にすることでは送信動作は止まりません。

・理由

シリアルI/O3許可ビットだけを“0”(シリアルI/O禁止)にしても、

送信動作の停止及び送信回路の初期化は行われず、内部の送信

動作は継続して行われます(TXD3,RXD3,SCLK3,SRDY3各端子の

機能は入出力ポート機能となるため、送信データが外部へ出力さ

れることはありません)。この状態で、送信バッファレジスタにデー

タを書き込むと、マイコン内部のシフト動作が開始されるため、そ

のデータは送信シフトレジスタに転送されます。この時点でシリ

アルI/O3許可ビットを“1”にすると、内部でシフト中のデータが途

中からTXD3端子に出力され、不具合の原因となります。

2.2 受信動作の停止

・注意事項

受信許可ビットを“0”(受信禁止)にしてください。

2.3 送受信動作の停止

・注意事項1  (送信のみの停止)

送信許可ビットを“0”(送信禁止)にしてください。シリアルI/O3

許可ビットを“0”にすることでは送信動作は止まりません。

・理由

シリアルI/O3許可ビットだけを“0”(シリアルI/O禁止)にしても、

送信動作の停止及び送信回路の初期化は行われず、内部の送信

動作は継続して行われます(TXD3,RXD3,SCLK3,SRDY3各端子の

機能は入出力ポート機能となるため、送信データが外部へ出力さ

れることはありません)。この状態で、送信バッファレジスタにデー

タを書き込むと、マイコン内部のシフト動作が開始されるため、そ

のデータは送信シフトレジスタに転送されます。この時点でシリ

アルI/O3許可ビットを“1”にすると、内部でシフト中のデータが途

中からTXD3端子に出力され、不具合の原因となります。

・注意事項2  (受信のみの停止)

受信許可ビットを“0”(受信禁止)にしてください。
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3 受信側のSRDY3出力

・注意事項

クロック同期形シリアルI/Oモードにおいて、外部クロックを用

いて受信側がSRDY3出力を行う場合、受信許可ビット及びSRDY3

出力許可ビットとともに、送信許可ビットも“1”(送信許可)にしてく

ださい。

4 シリアルI/O3制御レジスタの再設定
 ・注意事項

シリアルI/O3制御レジスタを再設定する場合は、送信許可ビッ

ト及び受信許可ビットの両方を“0”にして、送信及び受信回路をリ

セットした後、設定し直してください。

送信許可ビット(TE)、受信許可ビット(RE)

の両方を“0”にする。

↓

シリアルI/O3制御レジスタのビット0～ビット3、

及びビット6を設定する。

↓

送信許可ビット(TE)、受信許可ビット(RE)

の両方、又はどちらか一方を“1”にする。

LDM命令

で同時に

設定可

5 送信シフトレジスタシフト終了フラグを使用したデータ送信制御

・注意事項

送信バッファに送信データを書き込んだ後、送信シフトレジス

タシフト終了フラグは、シフトクロックの0.5～1.5クロック分遅れ

て“1”から“0”へ変化します。したがって送信バッファに送信デー

タを書き込んだ後、送信シフトレジスタ終了フラグを参照して

データ送信を制御する場合、この遅れに注意してください。

6 外部クロック選択時の送信制御

・注意事項

データ送信時、同期クロックとして外部クロックを選択している

場合、SCLK3が“H”の状態で送信許可ビットを“1”にしてください。

また、送信バッファレジスタへの書き込みも、SCLK3が“H”の状態

で行ってください。

7 送信許可ビットセット時の送信割り込み要求

・注意事項

送信割り込みを使用する場合は、以下の手順で設定してくださ

い。

➀ シリアルI/O3送信割り込み許可ビットを“0”（禁止）にする。

➁ 送信許可ビットを“1”にする。

➂ 一命令以上おいてからシリアルI/O3送信割り込み要求ビット

を“0”にする。

➃ シリアルI/O3送信割り込み許可ビットを“1”（許可）にする。

　・理由

送信許可ビットを“1”に設定すると、送信バッファエンプティフ

ラグ、及び送信シフトレジスタシフト終了フラグは、“1”に設定され

ます。

したがって、送信割り込みの発生要因に上記どちらのフラグが

“1”に設定されるタイミングを選択しても、割り込み要求が発生

し、送信割り込み要求ビットがセットされます。
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PWM

（PWM: Pulse Width Modulation)

PWMは、8ビット分解能を持ち、クロック入力XIN又はXINを2分

周した信号を基本としています。(低速モード時はXCIN又はXCIN/2)

・データの設定

PWMの出力端子はポートP56と共用しています。PWMプリス

ケーラによりPWM 周期を設定し、PWMレジスタにより出力パル

スの“H”期間を設定します。

PWMプリスケーラの値をn 、PWMレジスタの値をmとすると、以

下のようになります(ただし、n＝0～255、m＝0～255です)。

図54. PWM回路ブロック図

・PWMの動作

PWM 制御レジスタのビット0 (PWM許可ビット)を“1”にすると、

PWM出力回路は初期状態より動作を開始し、“H”から始まるパル

スを出力します。

PWM出力中にPWMレジスタ、PWMプリスケーラを変更した場

合には、変更した次の周期から変更した内容に対応したパルスが

出力されます。　　

図53. PWM周期のタイミング図
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ｎ：PWMプリスケーラの内容
Ｔ：PWM周期 (XIN= 8MHz の場合)

T=[31.875×(n+1)]μｓ
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255 μｓ
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図56. PWM制御レジスタ及びPWMプリスケーラ変更時のPWM出力タイミング図

図55. PWM制御レジスタの構成
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A-D変換器

【A-D変換レジスタ1，2】AD1,AD2

A-D変換結果が格納される読み出し専用のレジスタです。A-D

変換中にこのレジスタを読み出すと、前回の変換結果が読み出

されます。

A-D変換レジスタ2のビット7は、変換モード選択ビットです。こ

のビットを“0”に設定すると、10ビットA-Dモード、“1”に設定する

と8ビットA-Dモードとなります。

8ビットA-Dモードの変換結果はA-D変換レジスタ1に格納され

ます。

10ビットA-Dモードは、図58のようにA-D変換終了後にA-D変

換レジスタ1，2を読み出す順序を選ぶことで、変換結果を10ビッ

トで読み出すだけでなく、上位8ビットだけの読み出しを行うこと

も可能です。

10ビットA-Dモードでは、A-D変換開始後、A-D変換レジスタ1

読み出しを行うと、MSB寄りの8ビット読み出しになります。A-D変

換レジスタ2読み出し後、AD変換レジスタ1読み出しを行うと、

LSB寄りの8ビット読み出しになります。

�

【AD/DA制御レジスタ】ADCON

A-D変換器の制御を行うためのレジスタです。ビット4、ビット2～

ビット0はアナログ入力端子選択ビットです。ビット3はAD変換終

了ビットで、A-D変換中は“0”、A-D変換が終了すると“1”になりま

す。このビットに“0”を書き込むことにより、A-D変換が開始されま

す。

�

【比較電圧発生器】

10ビットA-Dモードは、VREFとAVSSの間の電圧を1024分割し

比較電圧を出力します。（8ビットA-Dモードでは256分割）

各モードでの比較電圧VrefはVREF電圧を下記のとおり分圧し

て入力電圧との逐次比較を行います。

�

10ビットA-Dモード(10ビット読み出し)

�           　　VREF
�　Vref = × n  (n=0～1023)
�            　 1024

�

10ビットA-Dモード(8ビット読み出し)

�           　　VREF
�　Vref = × n  (n=0～255)
�           　　 256

�

8ビットA-Dモード

�           　　VREF
�　Vref = × (n－ 0.5)  (n=1～255)
�            　　256

�      　 =  0　　　　　　　　　(n=0)

�

【チャネルセレクタ】

　ポートP67/AN7～P60/AN0,ポートP07/AN15～P00/AN8より1本

を選択し、コンパレータに入力します。

�

【コンパレータ及び制御回路】

　アナログ入力電圧と比較電圧の比較を行い、その結果をA-D

変換レジスタ1，2に格納します。また、A-D変換終了時にAD変換

終了ビット及びAD割り込み要求ビットを“1”にセットします。コン

パレータは容量結合で構成されていますので、A-D変換中は

f(ＸIN)を500kHz以上にしてください。

図57. AD/DA制御レジスタの構成

図58. 10ビットA-Dモードの読み出し構成

アナログ入力端子選択ビット1
   000：P60/AN0  or   P00/AN8
   001：P61/AN1  or  P01/AN9
   010：P62/AN2  or  P02/AN10
   011：P63/AN3  or   P03/AN11
   100：P64/AN4  or  P04/AN12
   101：P65/AN5  or  P05/AN13
   110：P66/AN6  or  P06/AN14
   111：P67/AN7  or  P07/AN15

AD変換終了ビット
   0：変換中
   1：変換終了

アナログ入力端子選択ビット2
   0：AN0～AN7側を選択
   1：AN8～AN15側を選択

不使用(読み出し時“0”)

DA1出力許可ビット
   0：DA1出力禁止
   1：DA1出力許可

DA2出力許可ビット
   0：DA2出力禁止
   1：DA2出力許可
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図59. AD変換のブロック図
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D-A変換器

D-A変換器は分解能8ビットで、2チャネル(DA1、DA2)内蔵して

います。

D-A変換はそれぞれ対応するD-A変換レジスタに値を設定す

ることによって行われます。D-A変換された結果は、DA出力許可

ビットを“1”にセットすることによって、DA1、DA2端子から出力され

ます。このとき、P30/DA1,P31/DA2の方向レジスタは“0”(入力状

態)にしておいてください。

出力されるアナログ電圧VはD-A変換レジスタに設定した値n(n

は10進数)で決まります。

V=VREF×n/256(n＝0～255)

*VREFは基準電圧

D-A変換レジスタはリセット時“0016”にクリアされます。また、DA

出力許可ビットも、リセット時“0”にクリアされ、P30/DA1、P31/DA2

端子はハイインピーダンス状態になります。なお、DA出力はバッ

ファを内蔵していませんので、インピーダンスの低い負荷に接続

する場合は、外部にバッファを接続してください。
図60. D-A変換器ブロック図

図61. D-A変換器等価回路図(D-A1)
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ウオッチドッグタイマ

　ウオッチドッグタイマは、暴走などによりプログラムが正常な

ループを走らなかった場合に、リセット状態に復帰する手段を与

えるものです。

　ウオッチドッグタイマは8ビットのウオッチドッグタイマHと8

ビットのウオッチドッグタイマLの計16ビットのカウンタで構成さ

れています。

�

・ウオッチドッグタイマの初期値

　リセット時、又はウオッチドッグタイマ制御レジスタ(001E16番

地)への書き込みによりウオッチドッグタイマHは“FF16”に、

ウオッチドッグタイマLは“FF16”にセットされます。書き込みのた

めの命令はSTA、LDM、CLBなど書き込み信号が発生する命令

であれば、どんな命令でも使用できます。ウオッチドッグタイマ制

御レジスタへの書き込みデータはビット6、7のみ有効です。ビット

0～5に書き込まれる値に関係なく各タイマに上記の値がセットさ

れます。

・ウオッチドッグタイマの動作

　ウオッチドッグタイマはリセット時には停止しており、ウオッチ

ドッグタイマ制御レジスタ(001E16番地)への書き込みによりカウ

ントダウンを開始します。ウオッチドッグタイマHがアンダフロー

すると内部リセットが発生し、リセット解除時間を待ってリセット解

除され、リセットベクトル番地からプログラムを再実行します。通

常はウオッチドッグタイマHがアンダフローする前にウオッチドッ

グタイマ制御レジスタに書き込みを行うようにプログラムを組み

ます。ウオッチドッグタイマ制御レジスタに一度も書き込みを行

わなければ、ウオッチドッグタイマは機能しません。

　なお、ウオッチドッグタイマ制御レジスタのビット6を“0”にして

おくと、STP命令は許可され、STP命令が実行されるとクロックが

停止してウオッチドッグタイマも停止します。ストップモード解除

と同時にカウントを再開します（注注注注注）。WIT命令実行時はウオッチ

ドッグタイマは停止しません。また、このビットを“1”に書き換える

ことによりSTP命令は禁止されます。このときSTP命令が実行され

ると未定義命令として処理され、内部でリセットが発生します。こ

のビットを一旦“1”に書き換えるとプログラムにより“0”に書き換

えることはできなくなります。

　ウオッチドッグタイマ制御レジスタへの書き込み実行後、ウ

オッチドッグタイマHがアンダフローするまでの時間を以下に示

します。

　ウオッチドッグタイマ制御レジスタのビット7が“0”の場合

　　　XCIN=32.768kHz時32s、XIN=16MHz時65.536ms

　ウオッチドッグタイマ制御レジスタのビット7が“1”の場合

　　　XCIN=32.768kHz時125ms、XIN=16MHz時256μs

注注注注注．ストップ解除の待ち時間の間もウオッチドッグタイマはカウ

ントしますので、この間にウオッチドッグタイマHがアンダフ

ローしないように注意してください。

図62. ウオッチドッグタイマのブロック図

図63. ウオッチドッグタイマ制御レジスタの構成
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ウオッチドッグタイマH (上位6ビット読み出し専用)

STP命令禁止ビット
　0：STP命令許可
　1：STP命令禁止

ウオッチドッグタイマHカウントソース選択ビット
　0：ウオッチドッグタイマLのアンダフロー
　1：f(XIN)/16又はf(XCIN)/16

ウオッチドッグタイマ制御レジスタ（001E16番地）
WDTCON
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マルチマスタI2C-BUSインタフェース

3804グループはマルチマスタI2C-BUSインタフェースを持ち

ます。

マルチマスタI2C-BUSインタフェースは、フィリップス社I2C-

BUSのデータ転送フォーマットに基づいてシリアル通信を行う回

路です。アービトレーション・ロストの検出機能、シンクロニアス機

能を有しており、マルチマスタのシリアル通信に対応できます。

図64にマルチマスタI2C-BUSインタフェースのブロック図、表

10にマルチマスタI2C-BUSインタフェース機能を示します。

このマルチマスタI2C-BUSインタフェースは、I2Cスレーブアド

レスレジスタ0～2、I2Cデータシフトレジスタ、I2Cクロックコント

ロールレジスタ、I2Cコントロールレジスタ、I2Cステータスレジス

タ、I2Cスタート/ストップコンディション制御レジスタ、I2Cスペシャ

ルモード制御レジスタ、I2Cスペシャルモードステータスレジスタ

とその他の制御回路により構成されています。

マルチマスタI2C-BUSインタフェースを使用する場合は、内部

クロックφを1MHZ以上にしてください。

表10. マルチマスタI2C-BUSインタフェース機能

機能

フィリップス社I2C-BUS規格準拠
　10ビットアドレッシングフォーマット
　７ビットアドレッシングフォーマット
　高速クロックモード
　標準クロックモード

フィリップス社I2C-BUS規格準拠
　マスタ送信
　マスタ受信
　スレーブ送信
　スレーブ受信

16.1kHz～400kHz，（φ＝４MHz時）

項目

フォーマット

通信モード

SCLクロック周波数

内部クロック φ：＝f（XIN）/2(高速モード)
φ：＝f（XIN）/8(中速モード)

図64. マルチマスタI2C-BUSインタフェースのブロック図

＊:Purchase of MITSUBISHI ELECTRIC CORPORATION’S I2C components conveys a license under the Philips I2C Patent Rights

    to use these components an I2C system , provided that the system comforms to the I2C Standard Specification as defined by Philips.
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● I2Cデータシフトレジスタ

I2Cデータシフトレジスタ（S0:001116番地）は、受信データの格

納、又は送信データを書き込むための8ビットのシフトレジスタで

す。

送信データをこのレジスタに書き込むと、SCLKに同期してビッ

ト7から外部へ転送されます。そして、1ビットのデータが出力され

るたびに、このレジスタの内容は左へ1ビットシフトされます。デー

タ受信時は、SCLKに同期してビット0からこのレジスタにデータが

入力されます。そして、1ビットのデータが入力されるたびに、この

レジスタの内容は左へ1ビットシフトされます。

SCLKの立ち上がりから、このレジスタに入力されるまでは、最

短で内部クロックφの2サイクルを要します。
I2Cデータシフトレジスタは、I2Cコントロールレジスタ（S1D:

001416番地）のI2C-BUSインタフェース許可ビット(ES0ビット)が

“１”のときのみ書き込みが可能です。I2Cデータシフトレジスタへ

の書き込み命令によってビットカウンタがリセットされます。ES0

ビットが“１”，I2Cステータスレジスタ（S1:001316番地）のMSTビッ

トが“１”のとき、I2Cデータシフトレジスタの書き込み命令により、

SCLが出力されます。I2Cデータシフトレジスタの読み出しは、ES0

ビットの値にかかわらずいつでも可能です。

● I2Cスレーブアドレスレジスタ0～2

　I2Cスレーブアドレスレジスタ0～2（S0D0～2:0FF716～0FF916
___________

番地）は7ビットのスレーブアドレスと1ビットのリード/ライトビット

により構成されます。アドレッシングモード時は、このレジスタに

書き込まれたスレーブアドレスと、スタートコンディションを検出

した直後に受信するアドレスデータとを比較します。
___________

(1)ビット0：リード/ライトビット（RWB）

　7ビットアドレッシングモード時には使用されません。10ビットア

ドレッシングモード時には、受信した1バイト目のアドレスデータ

とI2Cスレーブアドレスレジスタ0～2の内容（SAD6～SAD0＋

RWB）が比較されるため、“0”を設定しておく必要があります。２バ

イトのアドレスデータとスレーブアドレスが一致した場合には、こ

のビットをソフトウエアで“1”に設定することにより、リスタートコ

ンディション検出後に受信する７ビットのスレーブアドレス及び
__

R/WのデータとI2Cスレーブアドレスレジスタの値を一致させる

ことができます。

　RWBビットはストップコンディションを検出すると、自動的に

“０”になります。

(2)ビット1～ビット7：スレーブアドレス（SAD0～SAD6）

　スレーブアドレスを格納するビットです。７ビットアドレッシング

モード、10ビットアドレッシングモードにかかわらず、マスタから送

信されるアドレスデータとこれらのビットの内容が比較されます。

図65. I2Cスレーブアドレスレジスタ0～2の構成

SAD6SAD5 SAD4 SAD3 SAD2 SAD1 SAD0 RWB I  Cスレーブアドレスレジスタ0～2

：S0D0(0FF716番地)

：S0D1(0FF816番地)

：S0D2(0FF916番地)

リード/ライトビット

スレーブアドレス

2
b0b7
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●I2Cクロックコントロールレジスタ

I2Cクロックコントロールレジスタ（S2:001516番地）はアックの

制御、SCLモード、SCLの周波数を設定するレジスタです。

(1)ビット0～ビット4：SCL周波数制御ビット（CCR0～CCR4）

SCL周波数を制御するビットです。表11を参照してください。

(2)ビット5：SCLモード指定ビット（FAST MODE）

SCLモードを指定するビットです。“０”の場合、標準クロック

モードになります。“１”の場合、高速クロックモードになります。

高速モードI2Cバス規格(最高400kビット/秒)でバス接続する

場合には発振周波数f(XIN)を8MHZ以上、高速モード（メイン

クロック分周比を2）でご使用ください。

(3)ビット6：アックビット（ACK BIT）

アッククロック*発生時のSDAの状態を設定します。“０” の場合

はアック応答を返すモードとなり、アッククロック発生時に

SDAを“L”にします。“１”の場合はアック応答を返さないモード

となり、アッククロック発生時にSDAを“H”の状態に保持しま

す。

ただし、ACK BIT=“０”の状態でアドレスデータ受信の場合は、

スレーブアドレスとアドレスデータが一致すると自動的に

SDAが“L”(ACK応答あり)となり、一致しなかった場合は自動

的にSDAが“H”(ACK応答なし)となります。

　*アッククロック：確認応答用のクロック

(4)ビット7：アッククロックビット（ACK）

データ転送の確認応答であるアクノリッジメントのモードを指

定するビットです。“０”の場合、アッククロック発生なしモードに

なり、データ転送後にアッククロックは発生しません。“1”の場

合はアッククロック発生ありのモードになり、1バイトのデータ

転送が完了するたびに、マスタはアッククロックを発生しま

す。アドレスデータ、制御データを送信するデバイスは、アック

クロック発生時にSDAを開放し（“H”の状態にする）、データを

受信するデバイスが発生させるアックビットを受信します。

注．I2Cクロックコントロールレジスタの書き込みを転送途中で行わない
でください。転送途中に書き込みを行うとI2Cクロックジェネレータが
リセットされ，データが正常に転送できません。

図66. I2Cクロックコントロールレジスタの構成

表11. I2Cクロックコントロールレジスタの設定値とSCL周波数

CCR4

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

CCR3

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

CCR2

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

CCR1

０

０

１

１

０

０

１

０

１

１

CCR0

０

１

０

１

０

１

０

１

０

１

標準クロックモード時

選択禁止

選択禁止

選択禁止

－（注2）

－（注2）

100

83.3

500/CCR値(注3)

17.2

16.6

16.1

高速クロックモード時

選択禁止

選択禁止

選択禁止

333

250

400（注3）

166

1000/CCR値(注3)

34.5

33.3

32.3

SCL周波数(φ＝４MHz時，単位：kHz)(注1)CCR4～CCR0の設定値

…

注1. SCLK出力のデューティーは50％です。高速クロックモードCCR値
=5のみ35～45％になります。(400kHZ,φ=4MHZ時)また、クロックの
“H”の期間は標準クロックモードで+2～-4マシンサイクル、高速ク
ロックモードで+2～-2マシンサイクル変動があります。負値変動の
場合、“H”の期間が短くなった分、“L”の期間が延びますので周波数
が上がることはありません。これらはシンクロニアス機能による
SCLK同期が行われていない場合の値です。CCR値はSCL周波数
制御ビットCCR4～CCR0を10進数表記した値です。

　2. φ=4MHZ以上では各々のSCL周波数の値が規格の範囲外になりま
す。これらの設定値を使用する場合はφ をより低い周波数で使用く
ださい。

　3. SCL周波数の計算式は次のとおりです。
φ /(8×CCR値)標準クロックモード
φ /(4×CCR値)高速クロックモード(CCR値≠5)
φ /(2×CCR値)高速クロックモード(CCR値＝5)
CCR値=0～2はφ の周波数に関わらず選択禁止です。SCL周波数
が標準クロックモード時最大100kHZ、高速クロックモード時最大
400kHZとなるように、SCL周波数制御ビットCCR4～CCR0を設定
ください。

… … … …
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● I2Cコントロールレジスタ

　I2Cコントロールレジスタ（S1D:001416番地）はデータ通信

フォーマットの制御を行うレジスタです。

(1)ビット0～ビット2：ビットカウンタ（BC0～BC2）

次に転送されるデータ1バイト分のビット数を決定する ビットで

す。これらのビットで指定されたカウント数あるいはACKビット

(S2:001516番地のビット7)による指定があればアッククロック

も合わせたビットカウント数の転送完了直後、I2C割り込みの

要求が発生し、BC0～BC2は“0002”に戻ります。またスタートコ

ンディションを検出してもBC0～BC2は“0002”になり、アドレス

データは必ず8ビットで送受信されます。

(2)ビット3：I2Cインタフェース許可ビット（ES0）

マルチマスタI2C-BUSインタフェースの使用を許可するビット

です。“０”の場合使用禁止状態で、SDA及びSCLはハイイン

ピーダンスになります。“１”の場合、使用許可となります。

ES0＝“０”のとき、次のように処理されます。

①I2Cステータスレジスタ（S1:001316番地）のPIN=“１”、

BB=“０”，AL=“０”に設定される。

②I2Cデータシフトレジスタ（S0:001116番地）への書き込みは

禁止される。

(3)ビット4：データフォーマット選択ビット（ALS）

スレーブアドレスの認識を行うか否かを決定するビットです。

“０”の場合はアドレッシングフォーマットとなり、アドレスデータ

を認識します。そして、スレーブアドレスとアドレスデータとを

比較して一致した場合、又はジェネラルコール（「I2Cステータ

スレジスタ」のビット1参照）を受信したときのみ転送処理が行

えます。“１”の場合はフリーデータフォーマットとなり、スレーブ

アドレスを認識しません。

(4)ビット5：アドレッシングフォーマット選択ビット（10BIT SAD）

スレーブのアドレス指定フォーマットを選択するビットです。

“０”の場合は7ビットアドレッシングフォーマットとなり、I2Cス

レーブアドレスレジスタ0～2の上位7ビット（スレーブアドレ

ス）のみアドレスデータと比較されます。“１”の場合には10ビッ

トアドレッシングフォーマットとなり、I2Cスレーブアドレスレジ

スタ0～2の全ビットがアドレスデータと比較されます。

(5)ビット7：I2C-BUSインタフェース端子入力レベル選択ビット（TISS）

マルチマスタI2C-BUSインタフェースのSCL,SDAの端子の

入力レベルを選択するビットです。

図67. I2Cコントロールレジスタのビット構成

TISS ALS ES0 BC2 BC1 BC010BIT
SAD

I  Cコントロールレジスタ
：S1D (001416番地)

ビットカウンタ(送/受信ビット数)
　b2　b1　b0
　 0　  0　  0　:　8
　 0　  0　  1　:　7
　 0　  1　  0　:　6
　 0　  1　  1　:　5
　 1　  0　  0　:　4
　 1　  0　  1　:　3
　 1　  1　  0　:　2
　 1　  1　  1　:　1

I  C-BUSインタフェース許可ビット
　 0　:　禁止
　 1　:　許可

データフォーマット選択ビット
　 0　:　アドレッシングフォーマット
　 1　:　フリーデータフォーマット

アドレッシングフォーマット
　 0　:　7ビットアドレッシング
　　　　フォーマット
　 1　:　10ビットアドレッシング
　　　　フォーマット

不使用
(読み出し時“0”)

I  C-BUSインタフェース端子
入力レベル選択ビット
　 0　:　SMBUS入力
　 1　:　CMOS入力

2

2

2

b7 b0
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● I2Cステータスレジスタ

I2Cステータスレジスタ（S1:001316番地）はI2C-BUSインタ

フェースの状態を制御するレジスタです。下位4ビットは読み出し

専用で、上位4ビットは読み出し/書き込み兼用です。下位4ビット

の書き込みは予約ビットとしますので“00002”を書き込みくださ

い。

(1)ビット0：最終受信ビット（LRB）

受信したデータの最終ビットの値を格納するビットで、アック応

答の受信確認に使用可能です。アッククロック発生時に、アッ

ク応答が返ってきた場合、LRBビットは“０”になります。アック応

答が返らなかった場合は“１”になります。アックモードでない場

合は受信データの最終ビットの値が入力されます。I2Cデータ

シフトレジスタ(S0:001116番地)に書き込み命令を実行すると

“０”になります。

(2)ビット1：ジェネラルコール検出フラグ（AD0）

ALSビットが“０”の場合、アドレスデータがすべて“０”であるジェ

ネラルコール*をスレーブモード時に受信したときに“１”になり

ます。マスタデバイスがジェネラルコールを発信することによ

り、ジェネラルコール後の制御データはすべてのスレーブデバ

イスに受信されます。AD0ビットはストップコンディションの検

出、スタートコンディションの検出あるいはリセットにより“０”に

なります。

*ジェネラルコール：マスタが全スレーブにジェネラルコール

アドレス“0016”を送信すること。

(3)ビット2：スレーブアドレス比較フラグ（AAS）

ALSビットが“０”の場合アドレスの比較結果を示します｡

①スレーブ受信モード時、7ビットアドレッシングフォーマットで

以下のいずれかの条件で、“１”になります。

・スタートコンディション発生直後のアドレスデータがI2Cス

レーブアドレスレジスタに格納されている上位7ビットのス

レーブアドレスと一致した場合。

・ジェネラルコールを受信した場合

②スレーブ受信モード時、10ビットアドレッシングフォーマッ

トでは、以下の条件で“１”になります。

・アドレスデータとI2Cスレーブアドレスレジスタ(スレーブア

ドレス、及びRWBビットで構成される8ビット)とを比較し、

第一バイト目が一致した場合

③このビットはES0が“１”の場合のI2Cデータシフトレジスタ

(S0:001116番地)への書き込み、又はリセットにより“０”にな

ります。

(4)ビット3：アービトレーションロスト*検出フラグ(AL)

マスタ送信モード時、SDAがマイコン以外の装置によって“Ｌ

”レベルにされた場合、アービトレーションを失ったと判定し、こ

のビットは“１”になり、同時にTRXビットは“０”になります。MST

ビットはアービトレーションを失ったバイトの転送が完了した

後に“０”になります。

アービトレーションロストはマスタ送信モードのみ検出可能で

す。スレーブアドレス送信中にアービトレーションを失った場

合、ただちにTRXビットが“０”になり、受信モードとなります。そ

のため、別のマスタデバイスから送信されたアドレスデータと

自分自身のスレーブアドレスとの一致を検出することが可能

です。

　ALビットが“0”になる条件を以下に示します。

・I2Cデータシフトレジスタ（S0:001116番地）への書き込み命令

の実行

・ES0ビットが“0”のとき

・リセット時

*アービトレーションロスト：マスタとしての通信が不許可と

なった状態。

(5)ビット4：SCL端子Lowホールドビット(PIN)

割り込み要求信号を発生させるビットです。1バイトのデータ

送受信完了ごとに、PINビットは“１”から“０”になります。同時に

CPUへの割り込み要求信号が発生します。PINビットは内部ク

ロックの最終クロック(アッククロックを含む)の立ち下がりに

同期して“０”になり、割り込み要求信号はPINビットの立ち下が

りに同期して発生します。PINビットが“０”のとき、SCLは“０”に保

たれクロックの発生は禁止されます。図69に割り込み要求信

号の発生タイミングを示します。

PINビットが“１”になる条件を以下に示します。

・I2Cデータシフトレジスタ(S0:001116番地)への書き込み命令

の実行(スタートコンディション検出以外で、内部クロックの

禁止が解除されデータ通信可能となるのは、本条件のみで

す。)

・ES0ビットが“０”のとき

・リセット時

・ソフトウエアによる“１”書き込み。

PINビットが“０”になる条件を以下に示します。

・1バイトのデータ送信完了直後(アービトレーションロストを検

出した場合を含む)

・1バイトのデータ受信完了直後

・スレーブ受信の際、ALS=0で、スレーブアドレス一致又は、

ジェネラルコールアドレス受信完了直後

・スレーブ受信の際、ALS=1で、アドレスデータ受信完了直後

(6)ビット5：バスビジーフラグ(BB)

バスシステムの使用状態を示すビットです。“０”の場合、この

バスシステムは使用されておらず、スタートコンディションを

発生させることが可能です。マスタ、スレーブにかかわらずBB

フラグはSCL、SDA端子入力の信号をもとにセット、リセットさ

れます。スタートコンディションの検出により“１”になり、ストッ

プコンディションの検出により“０”になります。これらの検出は

I2Cスタート/ストップコンディション制御レジスタ(S2D:001616

番地)のスタート/ストップコンディション設定ビット(SSC4～

SSC0)の条件に従います。また、I2Cコントロールレジスタ

(S1D:001416番地)のES0ビット(ビット3）が“０”のとき、及びリ
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セット時にBBフラグは“０”になります。BBフラグに対する書き

込みの機能については、後述のスタートコンディション発生方

法及びストップコンディション発生方法をご参照ください。

(7)ビット6：通信モード指定ビット(転送方向指定ビット：TRX)

データ通信の転送方向を決定するビットです。“０”の場合、受

信モードとなり、送信デバイスのデータを受信します。“１”の場

合、送信モードとなり、SCL上に発生するクロックに同期して

SDA上にアドレスデータ、制御データを出力します。

ソフトウエアによるビット設定の他、ハードウエアによるセット/

リセットは下記の場合があります。以下の場合、ハードウエア

により“１”になります。
___

・ALS=“０”かつスレーブで、R/Wビット受信が“１”の場合

以下の場合、ハードウエアにより“０”になります。

・アービトレーションロストを検出した場合

・ストップコンディションを検出した場合

・スタートコンディション重複防止機能(注)によりソフトウエア

での“１”書き込みを無効とされた場合

・MST=“０”で、スタートコンディションを検出した場合

・MST=“０”でアック応答が返ってこなかったことを検出した

場合

・リセット時

(8)ビット7：通信モード指定ビット(マスタ/スレーブ指定ビット：MST)

データ通信を行う際のマスタ/スレーブを指定するビットで

す。“０”の場合、スレーブとなり、マスタが生成するスタートコン

ディション、ストップコンディションを受信し、マスタが発

生させるクロックに同期してデータ通信を行います。“１”の場

合、マスタとなり、スタートコンディション、ストップコンディショ

ンを生成します。また、データ通信に必要なクロックをSCL上

に発生させます。

以下の場合、ハードウエアにより“０”になります。

・アービトレーションロストを検出した場合、アービトレーション

を失ったバイトの転送終了直後

・ストップコンディションを検出した場合

・スタートコンディション重複防止機能(注)によりソフトウエ

アでの“１”書き込みを無効とされた場合

・リセット時
注．スタートコンディション重複防止機能
スタートコンディション発生の手順では、BBフラグの“０”を確認後、
MST、TRX、BBの各ビットに同時“１”書き込みを行いますが、BBフラ
グの確認直後、別のマスタデバイスのスタートコンディション発生に
よりBBフラグが“１”となった場合、MST、TRXビットの書き込みを無効
とするのがスタートコンディション重複防止機能です。重複防止機能
はBBフラグの立ち上がりからスレーブアドレスの受信完了までの期
間有効となります。

図68. I2Cステータスレジスタの構成

図69. 割り込み要求信号の発生タイミング
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●スタートコンディション発生方法

I2Cコントロールレジスタ(S1D:001416番地)のES0ビットが“１”、

BBフラグが“０”の状態でI2Cデータシフトレジスタ(S0:001116番

地)にスレーブアドレスの書き込みの後、I2Cステータスレジスタ

(S1:001316番地)のMST、TRX、BBビットに“１”書き込みを同時に

行うとスタートコンディションが発生します。その後、ビットカウン

タが“0002”になり、1バイト分のSCLが出力されます。スタートコン

ディションの発生タイミングは、標準クロックモードと高速クロッ

クモードで異なります。図70のスタートコンディション発生タイミ

ング図と表12のスタートコンディション発生タイミング表を参照

してください。

●ストップコンディションの発生方法

I2Cコントロールレジスタ(S1D:001416番地)のES0ビットが“１”

の状態でI2Cステータスレジスタ(S1:001316番地)のMST、TRX

ビットに“１”、BBビットに“０”を同時に書き込むと、ストップコンディ

ションが発生します。ストップコンディションの発生タイミングは、

標準クロックモードと高速クロックモードで異なります。図71のス

トップコンディション発生タイミング図と表13のストップコンディ

ション発生タイミング表を参照してください。

図70. スタートコンディション発生タイミング図 図71. ストップコンディション発生タイミング図

表12. スタートコンディション発生タイミング表

項　目

セットアップ時間

ホールド時間

注．φ＝４MHz時の絶対時間，（  ）内はφのサイクル数。

高速クロックモード

2.5 µs（10ｻｲｸﾙ）

2.5 µs（10ｻｲｸﾙ）

標準クロックモード

5.0 µs（20ｻｲｸﾙ）

5.0 µs（20ｻｲｸﾙ）

表13. ストップコンディション発生タイミング表

項　目

セットアップ時間

ホールド時間

注．φ＝４MHz時の絶対時間，（  ）内はφのサイクル数。

高速クロックモード

3.0 µs（12ｻｲｸﾙ）

2.5 µs（10ｻｲｸﾙ）

標準クロックモード

5.0 µs（20ｻｲｸﾙ）

4.5 µs（18ｻｲｸﾙ）

I   Cステ－タスレジ
スタ書き込み信号

SCL

SDA AA
AA
ホールド
タイム

セットアップ
タイム
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●スタート/ストップコンディション検出条件

スタート/ストップコンディションの検出動作を図72、図73と表

14に示します。スタート/ストップコンディションはスタート/ストップ

コンディション設定ビットにより条件が設定され、SCL、SDA端子

の入力信号が、表14のSCL開放時間、セットアップ時間及びホー

ルド時間の3つの条件を満たす場合のみ、スタート/ストップコン

ディションを検出できます。また、BBフラグは、スタートコンディ

ションの検出によりセットされ、ストップコンディションの検出によ

りリセットされます。BBフラグのセット/リセットタイミングは標準ク

ロックモードと高速クロックモードで異なります。表14のBBフラグ

セット/リセット時間を参照してください。

図72. スタートコンディション検出のタイミング図

図73. ストップコンディション検出のタイミング図

表14. スタートコンディション、ストップコンディション検出条件

注．スレーブ(MST=0)時にストップコンディションを検出すると、CPUに対
して割り込み要求信号I2CIRQを発生します。
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●I2Cスタート/ストップコンディション制御レジスタ

　I2Cスタート/ストップコンディション制御レジスタ(S2D:001616

番地)はスタートコンディション/ストップコンディションの検出を

制御するレジスタです。

(1)ビット0～ビット4：スタート/ストップコンディション設定ビット

(SSC4～SSC0)

SCL開放時間、セットアップ時間、ホールド時間は内部システ

ムクロックにより時間を計測しているため、発振周波数f(XIN)

や、メインクロック分周比選択ビットによって検出条件が変

わってきます。したがって、システムクロックの周波数により、

スタート/ストップコンディション設定ビット(SSC4～SSC0)に適

切な値を設定して、SCL開放時間、セットアップ時間、ホールド

時間を設定する必要があります。表14を参照してください。

スタート/ストップコンディション設定ビット(SSC4～SSC0)に奇

数の値及び“000002”は設定しないでください。参考までに各

発振周波数でのスタート/ストップコンディション設定ビット

(SSC4～SSC0)への推奨設定値を表15に示します。

(2)ビット5：SCL/SDA割り込み端子極性選択ビット(SIP)

SCLあるいはSDA端子の立ち上がりあるいは立ち下がりエッ

ジを検出して割り込みをかけることができます。SCL/SDA割り

込み端子極性選択ビットはSCLあるいはSDA端子の割り込み

の端子の極性を選択します。

図74. I2Cスタート/ストップコンディション制御レジスタの構成

(3)ビット6：SCL/SDA割り込み端子選択ビット(SIS)

SCL/SDA割り込み端子選択ビットはSCLあるいはSDA端子

のうち、SCL/SDA割り込みを有効とする端子を選択します。

注．SCL/SDA割り込み端子極性選択ビット、SCL/SDA割り込み端子選
択ビットやI2C-BUSインタフェース許可ビットES0の設定を変更す
る際、SCL/SDA割り込み要求ビットがセットされることがあります。
SCL/SDA割り込みを要因として選択している場合、上記のビット設
定を“０”にリセットして割り込みを許可してください。

表15. 各発振周波数でのスタート/ストップコンディション設定ビット(SSC4～SSC0)への推奨設定値
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●I2Cスペシャルモードステータスレジスタ

I2Cスペシャルモードステータスレジスタ(S3:001216番地)はI2C

スペシャルモード制御レジスタ(001716番地)で設定された、I2Cの

特殊モード時のI2Cの動作状態を示すフラグで構成されていま

す。ストップコンディションフラグはあらゆる動作モードで有効です。

(1)ビット0：スレーブアドレス0比較フラグ(AAS0)

ビット1：スレーブアドレス1比較フラグ(AAS1)

ビット2：スレーブアドレス2比較フラグ(AAS2)

アドレスデータの比較結果を示すフラグです。これらのフラグ

はスレーブアドレス制御ビット(MSLAD)が“1”のときのみ有効

です。スレーブ受信モード時、7ビットアドレッシングフォーマッ

トではスタートコンディション発生直後のアドレスデータがI2C

アドレスレジスタ0,1,2(0FF716番地,0FF816番地,0FF916番地)

に格納されている上位7ビットのスレーブアドレスと一致した場

合、それぞれのI2Cスレーブアドレスレジスタ0～2に対応する

スレーブアドレスi(i=0, 1, 2)比較フラグが“1”になります。また、

スレーブモード時、10ビットアドレッシングフォーマットでは、ア

ドレスデータとI2Cスレーブアドレスレジスタ0～2のスレーブ

アドレス、およびRWBビットで構成される8ビットとを比較し、第

1バイト目が一致した場合、それぞれのI2Cスレーブアドレスレ

ジスタ0～2に対応するスレーブアドレスi(i=0, 1, 2)比較フラグ

が“1”になります。これらのフラグはリセット時、スレーブアドレ

ス制御ビット(MSLAD)が“0”のとき、I2Cデータシフトレジスタ

(001116番地)にデータを書き込んだとき“0”に初期化されます。

(2)ビット5：SCL端子Lowホールド2フラグ(PIN2)

アック割り込み制御ビット(ACKICON)が“1”で、かつアックク

ロックビット(ACK)が“1”の場合、データのSCL最終クロックの

立ち下がり(アッククロックの直前)に同期してこのビットが“0”

になります。同時にSCL端子がLowホールドされ、I2C割り込み

が発生します。このフラグはリセット時、アック割り込み制御

ビット(ACKICON)が“0”のとき、およびSCL端子Lowホールド

2フラグセットビット(PIN2IN)に“1”を書き込んだ場合“1”に初

期化されます。

SCL端子は、SCL端子Lowホールドビット(PIN)又はSCL端子

Lowホールド2フラグ(PIN2)のどちらかが“0”になるとLow

ホールドされます。また、SCL端子Lowホールドビット(PIN)と

SCL端子Lowホールド2フラグ(PIN2)が共に“1”の場合にSCL

端子のLowホールドが開放されます。

(3)ビット7：ストップコンディションフラグ(SPCF)

ストップコンディションが発生した場合に“1”になります。この

フラグはリセット時、I2C-BUSインタフェース使用許可ビット

(ES0)が“0”のとき、およびストップコンディションフラグクリア

ビット(SPFCL)に“1”を書き込んだときに“0”に初期化されま

す。

図75. I2Cスペシャルモードステータスレジスタの構成
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図76. I2Cスペシャルモード制御レジスタの構成

●I2Cスペシャルモード制御レジスタ

I2Cスペシャルモード制御レジスタ(S3D:001716番地)は受

信割り込み発生タイミング、スレーブアドレス比較を3バイトに

拡張するといったI2C-BUSインタフェースの特殊な機能を制御

するビットです。

(1)ビット1：ACK割り込み制御ビット(ACKICON)

マスタ受信、スレーブ受信のデータ受信終了時に発生するI2C

割り込みの発生するタイミングを制御するビットです。“0”の場

合はSCLの最終クロック(アッククロックを含む)の立ち下がり

に同期してSCL端子Lowホールドビット(PIN)が“0”になりSCL

がLowホールドされ、同時にI2C割り込みが発生します。この

ビットが“1”の場合、かつアッククロックビット(ACK)が“1”の場

合、データのSCL最終クロック(アッククロックの直前)の立ち

下がりに同期してSCL端子Lowホールド2フラグ(PIN2)が“0”に

なり、SCL端子がLowホールドされ、同時にI2C割り込みが発生

します。さらにLowホールド解除後、アッククロックの立ち下が

りに同期してSCL端子Lowホールドビット(PIN)が“0”になり、

SCL端子がLowホールドされ、同時にI2C割り込みが再び発生し

ます。このモードを使用することにより、データの内容を確認し

た後に、アックビットを変更することができます。

(2)ビット2：スレーブアドレス制御ビット(MSLAD)

スレーブアドレスを制御するビットです。“0”の場合スレーブア
_________

ドレスおよびリード/ライトビットはI2Cスレーブアドレスレジス

タ0(0FF716番地)のみ有効です。“1”の場合、スレーブアドレス
_________

およびリード/ライトビットはI2Cスレーブアドレスレジスタ0～2

(0FF716番地、0FF816番地、0FF916番地)がすべて有効となりま

す。この場合、アドレスデータとI2Cスレーブアドレスレジスタ

0～2のうちのどれかが一致すると、スレーブアドレス比較フラ

グ(AAS)が“1”になるとともに、一致したI2Cスレーブアドレスレ

ジスタ0～2に対応するスレーブアドレスi(i= 0, 1, 2)比較フラグ

が“1”になります。

(3)ビット5：SCL端子Lowホールド2フラグセットビット(PIN2IN)

このビットに“1”を書き込むと、SCL端子Lowホールド2フラグ

(PIN2)が“1”に初期化されます。“0”を書いた場合は何も発生し

ません。

(4)ビット6：SCL端子Lowホールド設定ビット(PIN2HD)

SCL端子はSCL端子Lowホールドビット(PIN)が“0”になると

Lowホールドされますが、SCL端子Lowホールドビット(PIN)は

ソフトウエアで“0”にすることができません。SCL端子Lowホー

ルド設定ビット(PIN2HD)はソフトウエアによりSCL端子をLow

ホールドするためのビットです。

このビットに“1”を書き込むと、SCL端子Lowホールド2フラグ

(PIN2)が“0”になり、SCL端子がLowホールドされます。“0”を

書いた場合は何も発生しません。
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(5)ビット7：ストップコンディションフラグクリアビット

このフラグに“1”を書き込むと、ストップコンディションフラグ

(SPCF)が“0”に初期化されます。“0”を書いた場合は何も発生し

ません。
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●アドレスデータ通信

アドレスデータの通信のフォーマットには、7ビットアド

レッシングフォーマットと10ビットアドレッシングフォー

マットがあります。それぞれのアドレス通信フォーマットに

ついての、対応方法を説明します。

(1)7ビットアドレッシングフォーマット

7ビットアドレッシングフォーマットに対応するために、

I2Cコントロールレジスタ(S1D:001416番地)の10BIT SAD

ビットを“０”にしてください。マスタから送信された最初

の7ビットのアドレスデータと、I2Cスレーブアドレスレジ

スタに格納された7ビットのスレーブアドレスを比較しま

す。この比較時には、I2Cスレーブアドレスレジスタの

RWBビットのアドレス比較は行われません。7ビットアド

レッシングフォーマット時のデータ伝送フォーマットは

図77の(1)、(2)を参照してください。

(2)10ビットアドレッシングフォーマット

10ビットアドレッシングフォーマットに対応するため

に、I2Cコントロールレジスタ(S1D:001416番地)の10BIT

SADビットを“１”にしてください。マスタから送信された

1バイト目のアドレスデータと、I2Cスレーブアドレスレジ

スタに格納されたスレーブアドレス8ビットがアドレス比

較されます。この比較時には、I2Cスレーブアドレスレジ

スタのRWBビットと、マスタから送信されるアドレス
___

データの最終ビット(R/Wビット)が、アドレス比較されま

す。10ビットアドレッシングモード時には、アドレス

データの最終ビットであるRWBビットは制御データの通

信方向を指定するだけでなく、アドレスデータのビット

として処理されます。1バイト目のアドレスデータとス

レーブアドレスが一致した場合には、I2Cステータスレジ

スタ(S1:001316番地)のAASビットが“１”にセットされま

す。2バイト目アドレスデータは、I2Cデータシフトレジス

タ(S0:001116番地)に格納した後、ソフトウエアで2バイト

目のアドレスデータとスレーブアドレスのアドレス比較

を行ってください。2バイトのアドレスデータとスレーブ

アドレスが一致した場合には、I2Cスレーブアドレスレジ

スタのRWBビットをソフトウエアで“１”にしてくださ

い。この処理により、リスタートコンディション検出後
____

に受信する7ビットのスレーブアドレス及びR/Wのデータ

とI2Cスレーブアドレスレジスタの値を一致させることが

できます。10ビットアドレッシングフォーマット時の

データ伝送フォーマットは図77の(3)、(4)を参照してくだ

さい。

図77. アドレスデータ通信フォーマット

S スレーブアドレス R/W A データ A A/A P

7 ビット “0” 1 ～ 8 ビット

S R/W A A A P

A/AR/W

R/W

“1”

(1) マスタ送信デバイスから受信デバイスにデータを送信する場合

S A A

“0”

(2) マスタ受信デバイスが送信デバイスからデータを受信する場合

A P

S A A

“0”

(3) マスタ送信デバイスが10ビットアドレスを持つスレーブ受信デバイスにデータを送信する場合

Sr A P

“1”

(4) マスタ受信デバイスが10ビットアドレスを持つスレーブ送信デバイスからデータを受信する場合

R/W

データ

データデータスレーブアドレス

スレーブアドレスの
最初の7ビット

スレーブアドレスの
最初の7ビット

スレーブアドレスの
第2バイト

スレーブアドレスの
第2バイト

1 ～ 8 ビット

7 ビット

7 ビット

7 ビット

1 ～ 8 ビット

8 ビット

8 ビット 7 ビット

1 ～ 8 ビット

1 ～ 8 ビット

1 ～ 8 ビット

1 ～ 8 ビット 1 ～ 8 ビット

スレーブアドレスの
最初の7ビット

データ データ

データ データ

　

A

マスタからスレーブへ

スレーブからマスタへ

S : スタートコンディション P : ストップコンディション
A : アックビット R/W : リード/ライトビット
Sr : リスタートコンディション

A
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●マスタ送信例

標準クロックモード、SCL周波数100kHZ、アック応答を返す

モードの場合のマスタ送信例を以下に示します。

(1)I2Cスレーブアドレスレジスタの上位7ビットにスレーブアド

レス、RWBビットに“０”に設定します。

(2)I2Cクロックコントロールレジスタ(S2:001516番地)に“8516”を

設定することによって、アック応答を返すモード、

SCL=100kHZにします。

(3)I2Cステータスレジスタ(S1:001316番地)に“0016”を設定し、

送受信のモードを初期状態にします。

(4)I2Cコントロールレジスタ(S1D:001416番地)に“0816”を設定

することによって、通信許可状態にします。

(5)I2Cステータスレジスタ(S1:001316番地)のBBフラグにより

バスフリー状態を確認します。

(6)I2Cデータシフトレジスタ(S0:001116番地)の上位7ビットに

送信先のアドレスデータを設定します。また、最下位ビット

は“０”にします。

(7)I2Cステータスレジスタ(S1:001316番地）に“F016”を設定す

ることによって、スタートコンディションを発生させます。こ

のとき、1バイト分のSCLとアッククロックは自動的に発生

します。

(8)I2Cデータシフトレジスタ(S0:001116番地)に送信データを

設定します。このとき、SCLとアッククロックは自動的に発

生します。

(9)複数バイトの制御データを送信する場合、(8)を繰り返しま

す。

(10)スレーブ受信側からのアック応答が返らない場合、あるい

は送信が終了した場合は、I2Cステータスレジスタ(S1:

001316番地)に“D016”を設定することによって、ストップコ

ンディションを発生させます。

●スレーブ受信例

高速クロックモード、SCL周波数400kHZ、アック応答なしモー

ド、アドレッシングフォーマットの場合のスレーブ受信例を以下に

示します。

(1)I2Cスレーブアドレスレジスタの上位7ビットにスレーブアド

レス、RWBビットに“０”を設定します。

(2)I2Cクロックコントロールレジスタ(S2:001516番地)に

“2516”を設定することによって、アック応答なしモード、

SCL=400kHZにします。

(3)I2Cステータスレジスタ(S1:001316番地)に“0016”を設定し

送受信のモードを初期状態にします。

(4)I2Cコントロールレジスタ(S1D:001416番地)に“0816”を設定

することによって、通信許可状態にします。

(5)スタートコンディションを受信すると、アドレス比較されま

す。

(6)送信されたアドレスがすべて“０”の場合(ジェネラルコー

ル)、I2Cステータスレジスタ(S1:001316番地)のAD0=“１”に

設定され、割り込み要求信号が発生します。

・送信されたアドレスが、(1)で設定したアドレスと一致した

場合、I2Cステータスレジスタ(S1:001316番地)のAAS=“１”

に設定され、割り込み要求信号が発生します。

・上記以外の場合、I2Cステータスレジスタ(S1:001316番地)

のAD0=“０”、AAS=“０”に設定され、割り込み要求信号は発

生しません。

(7)I2Cデータシフトレジスタ(S0:001116番地)にダミーデータを

設定します。

(8)複数バイトの制御データを受信する場合、(7)を繰り返しま

す。

(9)ストップコンディションを検出すると通信が終了します。
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■マルチマスタI2C-BUSインタフェースの注意事項

(1)リード・モディファイ・ライト命令の使用について

　SEB，CLBなどのリード・モディファイ・ライト命令をマルチマス

タI2C-BUSインタフェースの各レジスタに使う場合の注意事項は

以下のとおりです。

・I2Cデータシフトレジスタ（S0：001116番地）

　転送中にリード・モディファイ・ライト命令を使用すると、意図し

ない値になることがあります。

・I2Cスレーブアドレスレジスタ0～2（S0D0～2：0FF716～0FF916番地）

　ストップコンディション検出時にリード・モディファイ・ライト命

令を使用すると、意図しない値になることがあります。

上記のタイミングでリード/ライトビット(RWB)が、H/Wによって

変化するためです。

・I2Cステータスレジスタ(S1：001316番地)

すべてのビットはH/Wによって変化しますので、リード・モディ

ファイ・ライト命令を使用しないでください。

・I2Cコントロールレジスタ（S1D：001416番地）

スタートコンディション検出時及びバイト転送完了時にリード・

モディファイ・ライト命令を使用すると、意図しない値になること

があります。

　上記のタイミングでビットカウンタ(BC0～BC2)が、H/Wによっ

て変化するためです。

・I2Cクロックコントロールレジスタ（S2：001516番地）

　リード・モディファイ・ライト命令は使用可能です。

・I2Cスタート/ストップコンディション制御レジスタ

（S2D：001616番地）

　リード・モディファイ・ライト命令は使用可能です。

(2)マルチマスタで使用する場合のスタートコンディション

発生手順について

①手順例(発生手順の必要条件は②以降に記します。)
　　　　　：
　　　LDA　～ (スレーブアドレス値の取り出し)

　　　SEI (割り込みの禁止)

　　　BBS　5,S1,BUSBUSY (BBフラグ確認及び分岐処理)

BUSFREE:
　　　STA　S0 (スレーブアドレス値の書き込み)

　　　LDM　#$F0,S1 (スタートコンディション発生のトリガ)

　　　CLI (割り込みの許可)

　　　　　：　　　　　
BUSBUSY:
　　　CLI (割り込みの許可)

　　　　　：

②BBフラグの確認及び分岐処理はBBS 5, S1,～ のブランチ・

ビット・セット命令を必ず使用してください。

③I2Cデータシフトレジスタへのスレーブアドレス値の書き込み

には、STA $12、STX $12あるいはSTY $12のゼロページアド

レッシング命令を必ず使用してください。

④前記②の分岐命令と③のストア命令は手順例のとおり必ず連

続して実行するようにしてください。

⑤BBフラグの確認、スレーブアドレス値の書き込み、スタートコ

ンディション発生のトリガ、以上3つの処理ステップの間は必ず

割り込みを禁止にしてください。

　BBフラグがバスビジーである場合は、ただちに割り込みを許

可にしてください。

(3)リスタートコンディション発生手順について

①手順例(発生手順の必要条件は(2)以降に記します。)

　PINビットが“0”のとき、以下の手順を実行してください。

　　　　　：

　　　LDM　#$00,S1 (スレーブ受信モードにする)

　　　LDA　～ (スレーブアドレス値の取り出し)

　　　SEI (割り込みの禁止)

　　　STA　S0 (スレーブアドレス値の書き込み)

　　　LDM　#$F0,S1 (リスタートコンディション発生のトリガ)

　　　CLI (割り込みの許可)

　　　　　：

②PINビットが“0”の状態で、スレーブ受信モードにしてください。

PINビットには“1”を書き込まないでください。

　BBビットへの書き込みに“0”又は“1”の指定はありません。

　TRXビットが“0”になり、SDA端子が開放されます。

③スレーブアドレス値をI2Cデータシフトレジスタに書き込むこと

によって、SCL端子が開放されます。

④スレーブアドレス値の書き込み、リスタートコンディション発生

のトリガ、以上２つの処理ステップの間は必ず割り込みを禁止

にしてください。

(4)I2Cステータスレジスタへの書き込みについて

同時にPINビットを“0”から“1”、MSTビット及びTRXビットを“1”

から“0”にする命令を実行しないでください。SCL端子が開放され

て、約1マシンサイクル後にSDA端子が開放される状態になるこ

とがあります。PINビットが“1”のときに、MSTビット及びTRXビッ

トを“1”から“0”にする命令を実行しても、同様の状態になること

があります。

(5)ストップコンディション発生後の処理について

　マスタとしてストップコンディションを発生させた後、バスビ

ジーフラグBBが“0”になるまでの間、I2CデータシフトレジスタS0

及びI2CステータスレジスタS1に書き込みを行わないでくださ

い。ストップコンディション波形が正常に発生されないことがあり

ます。上記レジスタに対する読み出しは問題ありません。
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リセット回路

　電源電圧が2.7～5.5Vにあり、XINが安定発振しているとき、
__________

RESET端子をXINの16サイクル以上“L”レベルに保つとリセット
__________

状態になり、その後RESET端子を“H”レベルに戻すとリセット解

除されます。FFFD16番地の内容を上位アドレス、FFFC16番地の

内容を下位アドレスとする番地からプログラムスタートします。

　リセット入力電圧は、電源電圧が2.7Vを通過する時点で0.54V

以下になるようにしてください。

図78. リセット回路例

図79. リセットシーケンス

(注)

0.2VCC

0V

0V

電源投入

VCCRESET

VCCRESET

電源電圧
検出回路

電源電圧

リセット
入力電圧

(注)  リセット解除電圧 VCC = 2.7V

RESET

内部
リセット

データ

φ

アドレス

SYNC

XIN約8000サイクル

XIN

？ ？ ？？ ？ FFFC FFFD ADH,L

？ ？？ ？ ？ ADL ADH

注１：f(XIN)とφの周波数関係は、f(XIN)=8・f(φ)です。　　　　　　　　　
　２：？ のマークは、前の状態により何になるか分からないことを示します。

ベクトルテーブルからもっ
てきたリセット番地

XIN 10.5～18.5クロックサイクル
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図80. リセット時の内部状態(3803グループ)
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クロック発生回路

　2つの内部発振回路を内蔵しています。XINとXOUT又はXCINと

XCOUTの間に共振子を接続することにより発振回路を形成する

ことができます。容量などの定数は、共振子によって異なります

ので共振子メーカの推奨値をご使用ください。XIN－XOUT端子

間には帰還抵抗が内蔵されていますので外付けの抵抗を省略す

ることができます。XCIN－XCOUT間には抵抗は内蔵されていませ

んので外部に帰還抵抗をつけてください。

　電源投入直後はXIN側の発振回路のみが発振を開始し、

XCIN、XCOUT端子は入出力ポートとして機能します。

●周波数制御

(1)  中速モード

　XIN端子に加わった周波数の8分周したものが内部クロックφ

となります。リセット解除後はこのモードになります。

(2)  高速モード

　XIN端子に加わった周波数の2分周したものが内部クロックφ

の周波数になります。

(3)  低速モード

　XCIN端子に加わった周波数の2分周したものが内部クロック

φになります。

(4)  低消費電力モード

　低速モード時には、CPUモードレジスタのメインクロック(XIN

－XOUT)停止ビット(b5)を“1”にすることによりメインクロックXIN

を停止させて、低消費電力動作が実現できます。この場合、メイン

クロックXIN発振再開時はメインクロック(XIN－XOUT)停止ビット

を“0”にした後、発振が安定するまでの待ち時間をプログラムで

生成する必要があります。

●発振制御

(1)  ストップモード

STP命令を実行すると内部クロックφが“H”の状態で停止し、

XIN及びXCINの発振が停止します。このとき、STP命令解除後の

発振安定時間設定ビット(001016番地のビット0)が“0”のとき、プ

リスケーラ12には“FF16”、タイマ1には“0116”が設定されます。一

方、STP命令解除後発振安定時間設定ビットが“1”のときは、プリ

スケーラ12、タイマ1には何も設定されませんのでご使用になる

発振子の発振安定時間にあった待ち時間を設定してください。

STP命令解除後のプリスケーラ12の入力には、STP命令実行

時に設定されていたカウントソースが接続され、タイマ1にはプリ

スケーラ12の出力が接続されます。

STP命令実行前に、タイマ1の割り込み許可ビットを禁止状態

（“0”）に設定してください。

発振は外部割り込みが受け付けられると再開しますが、内部ク

ロックφは、タイマ1がアンダフローするまで“H”のままです。タ

イマ1がアンダフローしてはじめて内部クロックφが供給されま

す。そのため、STP命令によって発振が停止する以前にタイマ1

割り込み要求ビットが“1”に設定されないようにしてください。

リセットによって発振を再開させた場合は、待ち時間が生成さ
_____________

れませんので、発振が安定するまでの期間RESET端子に“L”レ

ベルを印加してください。

(2)  ウエイトモード

　WIT命令を実行すると、内部クロックφが“H”の状態で停止し

ますが、発振器は停止しません。割り込みを受け付けると内部ク

ロックφの停止を解除します。発振器は停止していませんので直

ちに命令を実行できます。

■注意事項

・中/高速モードと低速モード間の移行を行う場合はXIN側，XCIN

側ともに発振が安定している必要があります。特に、XCIN側の発

振立ち上がりは時間を要するので，電源投入直後やストップ

からの復帰時は注意してください。また、移行するときは

f(XIN)>3･f(XCIN)である必要があります。

・16MHzなど高周波の水晶発振子をご使用の場合、要求仕様等

によっては特定の発振子の選定が必要となる場合があります。
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図82. セラミック共振子外付け回路

図83. 外部クロック入力回路
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3803/3804グループ

図84. システムクロック発生回路ブロック図（シングルチップモード）
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3803/3804グループ

図85. システムクロックの状態遷移図
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リードオンリー

リード/ライト

フラッシュメモリモード

　3803/3804グループは、通常の動作モード（マイコンモード）

以外に、内蔵するフラッシュメモリに対して、リード、プロ

グラム、イレーズなどの操作を行うためのフラッシュメモリ

モードを持っています。

　フラッシュメモリモードとして、外部のライタを用いてフラッ

シュメモリの操作を行うパラレル入出力モード、シリアル入

出力モード及び、中央演算処理装置（CPU）でフラッシュメ

モリを操作するCPU書き換えモードの3種類を選択できます。

　以下それぞれのフラッシュメモリモードについて説明します。

(1)フラッシュメモリモード－1（パラレル入出力モード）

　図86、図87に示す結線を行い、VCC, VPP端子に電源を投入

すると、パラレル入出力モードが選択されます。このモード

では、M38039FF/M38049FFは当社製CMOSフラッシュメモ

リM5M28F101相当の動作を行います。ただし、M38039FF/

M38049FFの内蔵メモリ容量は60Kバイトですので、プログ

ラムは0100016～0FFFF16番地に対して行い、0000016～

00FFF16番地及び1000016～1FFFF16番地のデータは必ず

“FF16”にしてください。また、アドレス入力（A9）に高電圧を

印加してデバイス識別コードを読み出す機能は内蔵していま

せん。汎用PROMライタ使用時のプログラム条件の設定など

は、誤りのないように行ってください。

　パラレル入出力モード時の端子対応を表16に示します。

VCC

VPP

VSS

アドレス入力

データ入出力
__

CE
__

OE
___

WE

M5M28F101

VCC

VPP

VSS

A0～A16

D0～D7
__

CE
__

OE
___

WE

M38039FF/M38049FF

VCC

CNVSS

VSS

ポートP0, P1, P31

ポートP2

P36

P37

P33

表16. パラレル入出力モード時の端子対応

●機能概要（パラレル入出力モード）

　パラレル入出力モードでは、VPP端子の印加電圧によって

リードオンリーモードとリード/ライトモード（ソフトウエア

コマンドコントロールモード）の2種類の動作モードが設定で

きます。VPP＝VPPLに設定するとリードオンリーモードが選
___ ___ ___

択され、CE, OE, WE端子の入力によって、リード、出力ディ

スエーブル、スタンドバイの3状態に設定することができま

す。また、VPP＝VPPHに設定するとリード/ライトモードが選
___ ___ ___

択され、CE, OE, WE端子の入力によって、リード、出力ディ

スエーブル、スタンドバイ、ライトの4状態に設定すること
___ ___ ___

ができます。CE, OE, WE端子の入力と各状態の対応を表17に

示します。

・リード
___ ___ ___

　CE端子を“L”, OE端子を“L”, WE端子を“H”にするとリード

状態になり、アドレス入力端子（A0～A16）に入力されるアド

レスに対応するメモリの内容がデータ入出力端子（D0～D7）か

ら出力されます。

・出力ディスエーブル
___ ___ ___

　CE端子を“L”, WE端子を“H”, OE端子を“H”にすると出力

ディスエーブル状態になり、データ入出力端子はフローティ

ング状態になります。

・スタンドバイ
___

　CE端子を“H”にするとスタンドバイ状態になり、電源電流

が極めて少ないパワーダウン状態になります。また、データ

入出力端子はフローティング状態になります。

・ライト
___ ___

　VPP端子を“H”（VPP＝VPPH）とし、CE端子が“L”, OE端子が
___

“H”のときに、WE端子を“L”にするとライト状態になりま

す。ライト状態では、データ入出力端子からのソフトウエア

コマンドの入力が可能になり、このソフトウエアコマンドの

内容によってプログラム、イレーズなどの操作が選択できま

す。
表17. 制御入力と各状態の対応

データ入出力

出力

フローティング

フローティング

出力

フローティング

フローティング

入力

リード

出力ディスエーブル

スタンドバイ

リード

出力ディスエーブル

スタンドバイ

ライト

VPP

VPPL

VPPL

VPPL

VPPH

VPPH

VPPH

VPPH

___

WE

VIH

VIH

X

VIH

VIH

X

VIL

__

OE

VIL

VIH

X

VIL

VIH

X

VIH

__

CE

VIL

VIL

VIH

VIL

VIL

VIH

VIL

モード 状態
端子名

注．Xは, VIL又はVIHのどちらでもよい。
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機　　　　　　　　　　　　　　能入出力端子名

アドレス入力
A0～A7

アドレス入力
A8～A15

データ入出力
D0～D7

制御入力

入力ポート
P4

入力ポート
P5

入力ポート
P6

名　　称

電源入力

入 力

入 力

入出力

入 力

入 力

入 力

入 力

入 力

入 力

入 力

出 力

VCC,
VSS

CNVSS

_____

RESET

XIN

XOUT

AVSS

表18. 端子の機能説明（フラッシュメモリパラレル入出力モード）

VCCに5V±10％, VSSに0Vを印加します。

リードオンリーモード時は5V±10％を, リード/ライトモード時は11.7～12.6Vを印加します。

VSSに接続してください。

XIN, XOUTの間にセラミック共振子を接続します。

XIN, XOUTの間にセラミック共振子を接続します。

VSSに接続してください。

VSSに接続してください。

P00～P07

P10～P17

P20～P27

P30～P37

P40～P47

P50～P57

P60～P67

アドレスA0～A7の入力端子です。

アドレスA8～A15の入力端子です。

データD0～D7の入出力端子です。

VPP入力

リセット入力

クロック入力

クロック出力

アナログ電源
入力

入 力基準電圧入力VREF

_____ _____ _____

P37,P36,P33はそれぞれOE,CE,WEの入力端子、P31はアドレスA16の入力端子となります。
P30,P32はVSSに接続してください。P34,P35は“H”を入力、“L”を入力又は開放してください。

P44, P46はVSSに接続してください。P40～P43,P45,P47は“L”もしくは“H”を入力、又は開放してくださ
い。

“L”もしくは“H”を入力、又は開放してください。

“L”もしくは“H”を入力、又は開放してください。



Rev.4.01    2003.11.07    page 93 of 135

3803/3804グループ

図86. パラレル入出力モード時の端子結線図（M38039FFFP/HP, M38049FFFP/HP）

外形　64P6N-A/64P6Q-A

＊1:セラミック発振回路を接続する。
＊2:3804グループのとき。

はフラッシュメモリ端子を示す。
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図87. パラレル入出力モード時の端子結線図（M38039FFSP, M38049FFSP）

外形　64P4B

＊1:セラミック発振回路を接続する。
＊2:3804グループのとき。
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●リードオンリーモード

　VPP端子にVPPLを印加するとリードオンリーモードになり

ます。このモードでは図88に示すタイミングで読み出しを行

うアドレス及び、制御信号を入力すると指定したアドレスの

内容がデータ入出力端子から外部に出力されます。このモー

ドでは読み出し以外の操作はできません。

図88. リードタイミング

●リード/ライトモード

　VPP端子にVPPHを印加するとリード/ライトモードになり

ます。このモードでは、最初にフラッシュメモリに対して行

う操作（リード、プログラム、イレーズなど）を選択するため

のソフトウエアコマンドを入力し（第一サイクルと称す）、続

いてそのコマンドを実行するために必要な情報（アドレス、

データなど）及び制御信号を入力する（第二サイクルと称す）

と指定した操作が実行されます。表17にソフトウエアコマン

ドと第一、第二サイクルにおける入出力情報を示します。入
___

力したアドレスはWE入力の立ち下がりエッジで、ソフトウ
___

エアコマンドなどの入力データはWE入力の立ち上がりエッ

ジで内部にラッチされます。

　以下に、各ソフトウエアコマンドについて説明します。信

号入出力のタイミングについては図89～図91を参照してくだ

さい。

項　　目

リード

プログラム

プログラムベリファイ

イレーズ

イレーズベリファイ

リセット

デバイス識別

表19. ソフトウエアコマンド一覧表（パラレル入出力モード）

アドレス入力

X

X

X

X

ベリファイアドレス

X

X

データ入力

0016

4016

C016

2016

A016

FF16

9016

アドレス入力

リードアドレス

プログラムアドレス

X

X

X

X

ADI

データ入出力

リードデータ（出力）

プログラムデータ（入力）

ベリファイデータ（出力）

2016（入力）

ベリファイデータ（出力）

FF16（入力）

DDI（出力）

第一サイクル 第二サイクル

注．ADI＝デバイス識別アドレス：製造メーカーコード　0000016, デバイスコード　0000116
DDI＝デバイス識別データ：製造メーカーコード　1C16, デバイスコード　D016
Xは, VIL又はVIHのどちらでもよい。

アドレス� 有効アドレス�

tRC

ta(CE)

tWRR tDF

ta(OE) tDH

tOLZ
フローティング� フローティング�

tCLZ

ta(AD)

VIH

VIL

VIH

VIL

VIH

VIL

VIH

VIL

VOH

VOL

CE

OE

WE

データ� Dout
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・リードコマンド

　第一サイクルでコマンドコード“0016”を入力するとリード
___

モードになります。コマンドコードはWE入力の立ち上がり

で内部のコマンドラッチにラッチされます。第二サイクルで

読み出しを行うアドレスを入力し、図89に示すタイミングで

制御信号を入力すると、指定したアドレスの内容がデータ入

出力端子から外部に出力されます。

　リードモードは、コマンドラッチに他のコマンドがラッチ

されるまで保持されます。したがって、1度リードモードに

設定した後は、アドレス入力を変化させて第二サイクルだけ

を実行すると、メモリの内容を次々に読み出すことができま

す。なお、リードコマンド以外のコマンドは実行する度に、

再度コマンドコードから入力する必要があります。電源投入

後はコマンドラッチの内容は0016になっています。

図89. リード時のタイミング

アドレス� 有効アドレス�

tWC

tCH

tCS

tRC

ta(CE)

tDFtWRRtWPtRRW

ta(OE)

tDHtDH

tVSC

tCLZ

tOLZ

tDS

ta(AD)

VIH

VIL

VIH

VIL

VIH

VIL

VIH

VIL

VIH

VIL

VPPH

VPPL

CE

OE

WE

データ�

VPP

Dout0016
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・プログラムコマンド

　第一サイクルでコマンドコード“4016”を入力するとプログ
___

ラムモードになります。コマンドコードはWE入力の立ち上

がりで内部のコマンドラッチにラッチされます。第二サイク

ルでプログラムするアドレスとデータを入力すると、アドレ
___

スはWE入力の立ち下がりで、データは立ち上がりで内部に
___

ラッチされます。プログラムは、第二サイクルのWE入力の

立ち上がりによって開始され、内蔵タイマで測定して10µs以
内に終了します。プログラムはバイト単位で行われます。

（注）書き込みは, 1回のプログラムコマンドの実行では完了しませ
ん。プログラムコマンドの実行後, 必ずプログラムベリファイコ
マンドを実行し, フェイルする場合はパスするまでプログラムコ
マンドを繰り返し実行する必要があります。プログラミングの
フローチャートは図92を参照してください。

図90. プログラム時のタイミング（ベリファイデータの出力タイミングは, リード時と同じです。）

・プログラムベリファイコマンド

　第一サイクルでコマンドコード“C016”を入力するとプログ

ラムベリファイモードになります。このコマンドはプログラ

ムコマンド実行後に、プログラムされたデータをベリファイ
___

するために用います。コマンドコードはWE入力の立ち上が

りで内部のコマンドラッチにラッチされます。第二サイクル

で図90に示すタイミングで制御信号を入力すると、プログラ

ムされたアドレスの内容が外部に出力されます。アドレスは

プログラムコマンド実行時のアドレスを内部でラッチしてい

ますので、第二サイクルにおいて入力する必要はありませ

ん。

アドレス� プログラム�

プログラムベリファイ�

プログラム�
アドレス�

tWC

tCS

tRRW

tWP tWPH tWP tDP

tDS

4016 DIN C016 Dout

tDS

tDH tDH ベリファイデータ出力�tDH

tVSC

tDS

tWP tWRR

tCS tCS

tCH tCH tCH

tAS tAH

VIH

VIL

VIH

VIL

VIH

VIL

VIH

VIL

VIH

VIL

VPPH

VPPL

CE

OE

WE

データ�

VPP
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・イレーズコマンド

　第一サイクルでコマンドコード“2016”を入力した後、再度

第二サイクルでコマンドコード“2016”を入力するとイレーズ

コマンドが実行されます。コマンドコードは、第一及び第二
___

サイクルのWE入力の立ち上がりで内部のコマンドラッチに
___

ラッチされます。イレーズは、第二サイクルのWE入力の立

ち上がりによって開始され、内蔵タイマで測定して9.5ms以

内にメモリの内容は一括消去されます。なお、イレーズコマ

ンドの実行前には、すべてのメモリにデータ“0016”を書き込

む必要があります。

（注）消去は, 一度のイレーズコマンドの実行では完了しません。イ
レーズコマンドの実行後, 必ずイレーズベリファイコマンドを実
行し, フェイルする場合はパスするまでイレーズコマンドを繰り
返し実行する必要があります。イレーズのフローチャートは図
92を参照してください。

図91. イレーズ時のタイミング（ベリファイデータの出力タイミングは, リード時と同じです｡）

・イレーズベリファイコマンド

　イレーズコマンド終了後は、必ずすべてのアドレスの内容

をベリファイする必要があります。第一サイクルでベリファ

イするアドレスとコマンドコード“A016”を入力するとイレー
___

ズベリファイモードになります。アドレスはWE入力の立ち

下がりで、コマンドコードは立ち上がりで内部にラッチされ

ます。第二サイクルで図91に示すタイミングで制御信号を入

力すると、指定したアドレスの内容が外部に出力されます。

（注）イレーズベリファイにおいてイレーズされていないメモリが発
見された場合は, 再度イレーズ→イレーズベリファイの操作を実
行してください。ただし, この場合, イレーズ前にデータ“0016”
を書き込む必要はありません。

アドレス� イレーズ�

イレーズベリファイ�

ベリファイ�
アドレス�

tWC

tCS

tRRW

tWP tWPH tWP tDE

tDS

2016 2016 A016 Dout

tDS

tDH tDH

ベリファイデータ出力�

tDHtVSC

tDS

tWP tWRR

tCS tCS

tCH tCH tCH

tAS tAH

VIH

VIL

VIH

VIL

VIH

VIL

VIH

VIL

VIH

VIL

VPPH

VPPL

CE

OE

WE

データ�

VPP
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・リセットコマンド

　リセットコマンドはイレーズ又はプログラムコマンドを安

全に中止するための手段です。第一サイクルでイレーズ又は

プログラムコマンドコードを入力した後、第二サイクルでコ

マンドコード“FF16”を入力し、再度第三サイクルでコマンド

コード“FF16”を入力すると、イレーズ又はプログラムコマン

ドは無効になり（リセットされ）、リードモードになります。

リセットコマンドを実行しても、メモリの内容は変わりませ

ん。

・デバイス識別コードコマンド

　第一サイクルでコマンドコード“9016”を入力すると、デバ

イス識別コードを読み出すことができます。コマンドコード
___

はWE入力の立ち上がりで内部のコマンドラッチにラッチさ

れます。この場合、第二サイクルでアドレス入力端子に

“0000016”を入力すると製造メーカコード“1C16”（三菱）が

“0000116”を入力するとデバイスコード“D016”（1Mビットフ

ラッシュメモリ）が読み出されます。

　入出力タイミングは、リード時のタイミングと同じです。
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図92. プログラム, イレーズアルゴリズムフローチャート
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VCC電源電流（スタンドバイ時）

VCC電源電流（リード時）

VCC電源電流（プログラム時）
VCC電源電流（イレーズ時）

VPP電源電流（リード時）

VPP電源電流（プログラム時）
VPP電源電流（イレーズ時）
"L"入力電圧
"H"入力電圧
"L"出力電圧
"H"出力電圧

VPP電源電圧（リードオンリー）
VPP電源電圧（リード/ライト）

規　　格　　値
最　小

0
2.0

2.4
VCC－0.4
VCC
11.7

標　準

12.0

最　大
    1
100
15

  15
  15
  10
100
100
  30
  30
0.8
VCC
0.45

VCC＋1.0
     12.6

mA
µA

mA

mA
mA
µA
µA
µA
mA
mA
V
V
V
V
V
V
V

ISB1
ISB2

ICC1

ICC2
ICC3

IPP1

IPP2
IPP3
VIL
VIH
VOL
VOH1
VOH2
VPPL
VPPH

__

VCC＝5.5V, CE＝VIH
__

VCC＝5.5V, CE＝VCC±0.2V
__

VCC＝5.5V, CE＝VIL,
tRC＝150ns, IOUT＝0mA
VPP＝VPPH
VPP＝VPPH
0≦VPP≦VCC
VCC＜VPP≦VCC＋1.0V
VPP＝VPPH
VPP＝VPPH
VPP＝VPPH

IOL=2.1mA
IOH=－400μA
IOH=－100μA

表20. 直流電気的特性（指定のない場合は, Ta＝25℃, VCC＝5Ｖ±10%）

測　定　条　件項　　　　目記　号 単位

リードサイクル時間
アドレスアクセス時間
__

CEアクセス時間
__

OEアクセス時間
__

CE後出力イネーブル時間
__

OE後出力イネーブル時間
__

OE後出力フローティング時間
__ __

CE, OE, アドレス後出力有効時間
リード前ライトリカバリー時間

規　　格　　値
最　小
150

    0
    0

    0
    6

最　大

150
150
  55

  35

ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
µs

tRC
ta（AD）
ta（CE）
ta（OE）
tCLZ
tOLZ
tDF
tDH
tWRR

交流電気的特性（指定のない場合は, Ta＝25℃, VCC＝5V±10%）

表21. リードオンリーモード

項　　　　目記　号 単位

ライトサイクル時間
アドレスセットアップ時間
アドレスホールド時間
データセットアップ時間
データホールド時間
リード前ライトリカバリー時間
ライト前リードリカバリー時間
__

CEセットアップ時間
__

CEホールド時間
ライトパルス幅
ライトパルス待機時間
プログラム時間
イレーズ時間
VPPセットアップ時間

規　　格　　値
最　小
150
    0
  60
  50
  10
    6
    0
  20
    0
  60
  20
  10
       9.5
    1

最　大
ns
ns
ns
ns
ns
µs
µs
ns
ns
ns
ns
µs
ms
µs

tWC
tAS
tAH
tDS
tDH
tWRR
tRRW
tCS
tCH
tWP
tWPH
tDP
tDE
tVSC

表22. リード/ライトモード

項　　　　目記　号 単位

注．リード/ライトモード時のリードタイミングは, リードオンリーモード時と同じです。
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(2)フラッシュメモリモード－2（シリアル入出力モード）

　3803/3804グループのフラッシュメモリ版は、内蔵フラッ

シュメモリに対する操作（リード、プログラム、イレーズな

ど）に必要なソフトウエアコマンド、アドレス、データを、

少数の端子を使用してシリアルに入出力する機能（シリアル

入出力モード）を持っています。シリアル入出力モードは、

図93、図94に示す結線を行い、VCC端子に電源を投入した

後、SDA（シリアルデータ入出力）、SCLK（シリアルクロック

___

入力）及びOE端子を“H”にし、その後VPP端子にVPPHを印加

することによって選択されます。

　シリアル入出力モードでは、リード、プログラム、プログ

ラムベリファイ、イレーズ、イレーズベリファイ、エラー

チェックの6つのソフトウエアコマンドが使用できます。

　シリアル入出力は、クロック同期式、LSBファーストで行

います。

図93. シリアル入出力モード時の端子結線図（M38039FFFP/HP, M38049FFFP/HP）

外形　64P6N-A/64P6Q-A

＊1:セラミック発振回路を接続する。
＊2:3804グループのとき。

はフラッシュメモリ端子を示す。
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図94. シリアル入出力モード時の端子結線図（M38039FFSP）

外形　64P4B ＊1:セラミック発振回路を接続する。
＊2:3804グループのとき。

はフラッシュメモリ端子を示す。
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入力ポート
P0

入力ポート
P1

入力ポート
P2

入力ポート
P3

制御入力

入力ポート
P4

SDA入出力

SCLK入力

BUSY出力

入力ポート
P5

入力ポート
P6

入 力

入 力

入 力

入 力

入 力

機　　　　　　　　　　　　　　能入出力端子名 名　　称

電源入力

VPP入力 入 力

入 力

入 力

出 力

入 力

P00～P07

P10～P17

P20～P27

表23. 端子の機能説明（フラッシュメモリシリアル入出力モード）

VCC,
VSS

CNVSS

_____

RESET

XIN

XOUT

AVSS

VREF

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。

__

OE入力端子です。

VCCに5V±10％, VSSに0Vを印加します。

11.7～12.6Vを印加します。

VSSに接続してください。

XIN, XOUTの間にセラミック共振子を接続します。

XIN, XOUTの間にセラミック共振子を接続します。

VSSに接続してください。

P30～P36

P37

P40～P43,
P45

P44

P46

P47

P50～P57

リセット入力

クロック入力

クロック出力

アナログ電源
入力

基準電圧入力 VSS～VCC間の任意のレベルを入力してください。

P60～P67

入 力

入出力

入 力

出 力

入 力

入 力

P40～P43, P45は“H”を入力,“L”を入力, 又は開放してください。

シリアルデータの入出力端子です。

シリアルクロックの入力端子です。

BUSY信号の出力端子です。

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。

“H”を入力, “L”を入力, 又は開放してください。
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●機能概要（シリアル入出力モード）

　シリアル入出力モードでは、クロック同期式シリアル入出

力形式でデータ転送を行います。入力データはシリアルク

ロックの立ち上がりに同期してSDA端子から内部に読み込ま

れ、出力データはシリアルクロックの立ち下がりに同期し

て、SDA端子から出力されます。転送は8ビット単位で行わ

れます。

　最初の転送では、コマンドコードを入力します。その後、

コマンドの内容に対応して、アドレス入力、データ入出力を

行います。表24にシリアル入出力モードにおけるソフトウエ

アコマンドを示します。以下に、各ソフトウエアコマンドに

ついて説明します。

表24. ソフトウエアコマンド一覧表（シリアル入出力モード）

リード

プログラム

プログラムベリファイ

イレーズ

イレーズベリファイ

エラーチェック

第二回

リードアドレスL（入力）

プログラムアドレスL（入力）

ベリファイデータ（出力）

2016（入力）

ベリファイアドレスL（入力）

エラーコード（出力）

第三回

リードアドレスH（入力）

プログラムアドレスH（入力）

―

―

ベリファアドレスH（入力）

―

第四回

リードデータ（出力）

プログラムデータ（入力）

―

―

ベリファイデータ（出力）

―

0016

4016

C016

2016

A016

8016

第一回
コマンドコード入力コマンド

転送回数

・リードコマンド

　第一回目の転送でコマンドコード“0016”を入力します。続

いて、アドレスの下位8ビット、アドレスの上位8ビットを入
___

力し、次にOE端子を“L”にすると、指定したアドレスの内容

___

がリードされ、内部のデータラッチにラッチされます。OE

端子を“H”に戻し、SCLK端子にシリアルクロックを入力する

と、データラッチにラッチされているリードデータがSDA端

子からシリアルに出力されます。

図95. リード時のタイミング

SCLK

BUSY

OE

SDA

tCH

A0 A7 A8 A15 D0 D7

tCH

tCR
コマンドコード入力 (0016) リードアドレス入力 (L) リードアドレス入力 (H) リードデータ出力�

tWR

リード�

tRC

注．リードデータ出力時，SDA端子はSCLKの最初の立ち下がりで出力状態に切り替わります。�
　　また，SCLKの最後（8ビット目）の立ち上がり後th(C-E)期間で，フローティング状態に切り替わります。�

0 0 0 0 0 0 0 0

“L”
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・プログラムコマンド

　第一回目の転送でコマンドコード“4016”を入力します。続

いて、アドレスの下位8ビット、アドレスの上位8ビット、及

びプログラムデータを入力します。プログラムは、プログラ

ムデータ転送時のシリアルクロックの最後の立ち上がり後開

始されます。プログラム実施期間中は、BUSY端子の出力が

“H”になります。内蔵タイマで測定して10µs以内にプログラ
ムは終了し、BUSY端子の出力は“L”になります。

（注）書き込みは, 1回のプログラムコマンドの実行では完了しませ
ん。プログラムコマンドの実行後, 必ずプログラムベリファイコ
マンドを実行し, フェイルする場合はパスするまでプログラムコ
マンドを繰り返し実行する必要があります。プログラミングの
フローチャートは図92を参照してください。

図96. プログラム時のタイミング

・プログラムベリファイコマンド

　第一回目の転送でコマンドコード“C016”を入力します。続
___

いて、OE端子を“L”にすると、プログラムされたアドレスの

内容がベリファイリードされ、内部のデータラッチにラッチ
___

されます。OE端子を“H”に戻し、SCLK端子にシリアルク

ロックを入力すると、データラッチにラッチされているベリ

ファイデータがSDA端子からシリアルに出力されます。

図97. プログラムベリファイ時のタイミング
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注．ベリファイデータ出力時，SDA端子はSCLKの最初の立ち下がりで出力状態に切り替わります。�
　　また，SCLKの最後（8ビット目）の立ち上がり後th(C-E)期間で，フローティング状態に切り替わります。�
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・イレーズコマンド

　第一回目の転送で、コマンドコード“2016”を入力した後、

再度第二回目の転送でコマンドコード“2016”を入力すると、

イレーズコマンドが実行されます。イレーズはシリアルク

ロックの最後の立ち上がり後開始されます。イレーズ期間中

は、BUSY端子の出力が“H”になります。内蔵タイマで測定

して9.5ms以内にイレーズは終了し、BUSY端子の出力は“L”

になります。

なお、イレーズコマンドの実行前には、すべてのメモリに

データ”0016”を書き込む必要があります。

（注）消去は、一度のイレーズコマンドの実行では完了しません。イ
レーズコマンドの実行後、必ずイレーズベリファイコマンドを
実行し、フェイルする場合はパスするまでイレーズコマンドを
繰り返し実行する必要があります。イレーズコマンドのフロー
チャートは図92を参照してください。

図98. イレーズ時のタイミング

・イレーズベリファイコマンド

　イレーズコマンド終了後は、必ずすべてのアドレスの内容

をベリファイする必要があります。

第一回目の転送で、コマンドコード“A016”を入力します。

続いて、アドレスの下位8ビット、アドレスの上位8ビットを
＿＿

入力し、次にOE端子を”L”にすると、指定したアドレスの内

容がベリファイリードされ、内部のデータラッチにラッチさ

＿＿

れます。OE端子を“H”に戻し、SCLK端子にシリアルクロッ

クを入力すると、データラッチにラッチされているベリファ

イデータがSDA端子からシリアルに出力されます。

（注）イレーズベリファイにおいてイレーズされていないメモリが発
見された場合は、再度イレーズ→イレーズベリファイの操作を
実行してください。ただし、この場合、イレーズ前にデータ”
0016”を書き込む必要はありません。

図99. イレーズベリファイ時のタイミング

SCLK

BUSY

OE

SDA

tCH

tEC

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

コマンドコード入力 (2016) コマンドコード入力 (2016)

“H”
tWE

イレーズ

SCLK

BUSY

OE

SDA

tCH

A0 A7 A8 A15 D0 D7

tCH

tCREV
コマンドコード入力 (A016) ベリファイアドレス入力 (L) ベリファイアドレス入力 (H) リードデータ出力�

tWR

ベリファイリード�

tRC

注．ベリファイデータ出力時，SDA端子はSCLKの最初の立ち下がりで出力状態に切り替わります。�
　　また，SCLKの最後（8ビット目）の立ち上がり後th(C-E)期間で，フローティング状態に切り替わります。�

0 0 0 0 0 1 0 1

“L”
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・エラーチェックコマンド

　第一回目の転送でコマンドコード“8016”を入力すると、次

のシリアルクロックの立ち下がりから、SDA端子はエラー情

報を出力します。8ビットのエラー情報のうち、最下位ビッ

トが“1”のときはコマンドエラーが発生したことを示してい

ます。コマンドエラーは、表24に示すコマンド以外のコマン

ドコードが入力されたことを意味します。

　シリアル通信回路は、書き込み、消去の誤りを防止するた

めに、コマンドエラーが発生すると、対応するエラーフラグ

をセットした後、動作を停止し、その後はシリアルクロック

及びデータを受け付けません（エラーチェックコマンドも受

け付けられません）。したがって、エラーチェックコマンド

を実行する場合は、VPP端子の入力を1度VPPLレベルに下げ

てシリアル入出力モードを解除した後、再度シリアル入出力

モードに設定してください。この操作によってシリアル通信

回路はリセットされ、コマンド受付が可能になります。この

とき、エラーフラグだけはクリアされませんので、リセット

後、最初にエラーチェックコマンドを実行することによっ

て、リセット前のエラーについて知ることができます。な

お、エラーフラグは、エラーチェックコマンドを実行するこ

とによりクリアされます。電源投入後はエラーフラグは不定

ですので、必ずエラーチェックコマンドを実行してください。

図100. エラーチェック時のタイミング

SCLK

BUSY

OE

SDA

E0

tCH

コマンドコード入力 (8016) エラーフラグ出力�
0 0 0 0 0 0 0 1 ? ? ? ? ? ?

注．エラーフラグ出力時，SDA端子はシリアルクロックの最初の立ち下がりで出力状態に切り替わります。�
　　また，シリアルクロックの最後（8ビット目）の立ち上がり後th(C-E)期間で，フローティング状態に切り替わります。�

“H”

“L”

?
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直流電気的特性（Ta＝25℃, VCC＝5V±10%, VPP＝11.7～12.6V）

リード, プログラム, イレーズ時のICC, IPP関連規格は, パラレル入出力モードと同じです。
__

SCLK, SDA, BUSY, OE端子のVIH, VIL, VOH, VOL, IIH, IIL規格はマイコンモードに準じます。

シリアル転送間隔時間
転送後リード待ち時間
リードパルス幅
リード後転送待ち時間
プログラムベリファイ前待ち時間
プログラム時間
プログラム後転送待ち時間
イレーズベリファイ前持ち時間
イレーズ時間
イレーズ後転送待ち時間
SCLK入力サイクル時間
SCLK“H”パルス幅
SCLK“L”パルス幅
SCLK立ち上がり時間
SCLK立ち下がり時間
SDA出力遅延時間
SDA出力ホールド時間
SDA出力ホールド時間（8ビット目のみ）
SDA入力セットアップ時間
SDA入力ホールド時間

規　　格　　値
最　小
500（注1）

500（注1）

400（注2）

500（注1）

6

500（注1）

6

500（注1）

250
100
100
  20
  20
0
0

150（注3）

30
90

最　大

10

9.5

 90

250（注4）

ns
ns
ns
ns
µs
µs
ns
µs
ms
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns

tCH
tCR
tWR
tRC
tCRPV
tWP
tPC
tCREV
tWE
tEC
tC（CK）
tW（CKH）
tW（CKL）
tr（CK）
tf（CK）
td（C-Q）
th（C-Q）
th（C-E）
tsu（D-C）
th（C-D）

表25. 交流電気的特性（指定のない場合は, Ta＝25℃, VCC＝5V±10%, VPP＝11.7～12.6V, f（XIN）＝10MHz）

項　　　　目記　号 単位

タイミング図

注1．f（XIN）≦10MHzの場合は, 式（1）を使用して最小値を計算してください。

式（1）：　　　×106

　2．f（XIN）≦10MHzの場合は, 式（2）を使用して最小値を計算してください。

式（2）：　　　×106

　3．f（XIN）≦10MHzの場合は, 式（3）を使用して最小値を計算してください。

式（3）：　　　×106

　4．f（XIN）≦10MHzの場合は, 式（4）を使用して最大値を計算してください。

式（4）：　　　×106

5000
f（XIN）

4000
f（XIN）

1500
f（XIN）

2500
f（XIN）

SCLK

SDA入力�

測定条件�
・出力タイミング電圧：VOL＝0.8V, VOH＝2.0Vで判定�
・入力タイミング電圧：VIL＝0.2Vcc, VIH＝0.8VCCで判定�

SDA出力�

tc(CK)

tr(CK)

td(C-Q)

tsu(D-C) th(C-D)

th(C-E)
th(C-Q)

tf(CK) tw(CKL) tw(CKH)
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(3)フラッシュメモリモード－3（CPU書き換えモード）

　3803/3804グループは、中央演算処理装置（CPU）により、

内蔵するフラッシュメモリの操作を行うCPU書き換えモード

を持っています。

　CPU書き換えモードでは、以下に示すフラッシュメモリ制

御レジスタ、フラッシュコマンドレジスタに書き込み、読み

出しを行うことにより、フラッシュメモリの操作を行いま

す。

　また、CPU書き換えモードでは、CNVSS端子をVPP電源端

子として使用します。この端子には、外部からVPPHの電源

電圧を印加する必要があります。

●機能概要（CPU書き換えモード）

　図101、図102にそれぞれフラッシュメモリ制御レジスタ、

フラッシュコマンドレジスタの構成を示します。

　フラッシュメモリ制御レジスタのビット0は、CPU書き換

えモード選択ビットで、このビットを“1”とした後、CNVSS/

VPP端子にVPPHを印加すると、CPU書き換えモードになりま

す。CPU書き換えモードが成立したかどうかは、ビット2の

CPU書き換えモードモニタフラグを読み出すことで判定でき

ます。

　ビット1は、イレーズ、プログラム実行中に“1”となるビ

ジーフラグです。イレーズ、プログラムの各コマンドを実行

後、このフラグをチェックすることで、これらの動作が完了

したかどうかを判定できます。

　ビット4, 5は、イレーズ、プログラム領域選択ビットでイ

レーズ、プログラムする領域を指定します。このビットで領

域を指定した後、イレーズコマンドを実行すると、指定した

領域のみイレーズされます。また、指定した領域のみプログ

ラムが可能で、それ以外の領域にはプログラムできません。

　図103にCPU書き換えモードでのCPUモードレジスタの構

成を示します。

図101. フラッシュメモリ制御レジスタの構成

7 6 5 4 3 2 1 0

00 フラッシュメモリ制御レジスタ
FCON
CPU書き換えモード選択ビット（注）
　0：CPU書き換えモード無効（通常動作モード）
　1：CNVSS/VPP端子に0V又はVPPL印加時，CPU書き換えモード無効
　  　CNVSS/VPP端子にVPPH印加時，CPU書き換えモード有効

イレーズ／プログラム ビジーフラグ
　0：イレーズ，プログラム完了又は実行していない
　1：イレーズ，プログラム実行中

CPU書き換えモードモニタフラグ
　0：CPU書き換えモード無効
　1：CPU書き換えモード有効

イレーズ，プログラム領域選択ビット
　0  0：100016～FFFF16番地（計 60Kバイト）
　0  1：100016～7FFF16番地（計 28Kバイト）
　1  0：800016～FFFF16番地（計 32Kバイト）
　1  1：選択禁止

必ず“0”にしてください

必ず“0”にしてください

不使用（読み出し時“0”）

注．ビット0は，CNVSS/VPP端子に0V印加時のみ書き換え可能。

(0FFE16番地）
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CPU書き換えモードの操作手順

　以下にCPU書き換えモードでの操作手順を示します。

＜開始手順＞

①CNVSS/VPP端子に0Vを印加し、リセット解除する。

②CPUモードレジスタを設定する（図103参照）。

③CPU書き換えモード制御プログラムを内蔵RAMに転送し

た後、RAM上のこの制御プログラムへジャンプする（この

制御プログラムで、以下の動作を制御する）。

④CPU書き換えモード選択ビットに“1”を設定する。

⑤CNVSS/VPP端子にVPPHを印加する。

⑥CNVSS/VPP端子が12Vになるまで待つ。

⑦CPU書き換えモードモニタフラグを読み出し、CPU書き換

えモードが有効になっていることを確認する。

⑧フラッシュコマンドレジスタへのソフトウエアコマンド書

き込みにより、フラッシュメモリの操作を実施する。

（注）これ以外に, フラッシュメモリに書き込むデータを外部（例えば
シリアルI/O）から入力するための制御, ポート等の初期設定, ウ
オッチドッグタイマへの書き込み等が必要です。

＜解除手順＞

①CNVSS/VPP端子に0Vを印加する。

②CNVSS/VPP端子が0Vになるまで待つ。

③CPU書き換えモード選択ビットに“0”を設定する。

　以下に各ソフトウエアコマンドについて説明します。

・リードコマンド

　フラッシュコマンドレジスタに“0016”を書き込むとリード

モードになります。この状態でフラッシュメモリを（例えば

LDA命令等で）読み出すと対応する番地の内容が読み出せま

す。

　リードモードは、コマンドレジスタに他のコマンドコード

を書き込むまで維持されるので、一旦リードモードに設定し

た後は、連続してフラッシュメモリの内容を読み出すことが

できます。なお、リセット後及びリセットコマンド実行後に

はリードモードに設定されています。

図102. フラッシュコマンドレジスタの構成

図103. CPU書き換えモードでのCPUモードレジスタの
構成

ソフトウエアコマンド書き込み�

＜コマンドコード＞�
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・リードコマンド�

・プログラムコマンド�

・プログラムベリファイコマンド�

・イレーズコマンド�

・イレーズベリファイコマンド�

・リセットコマンド�

注．フラッシュコマンドレジスタは，書き込み専用のレジスタです。�
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・プログラムコマンド

　フラッシュコマンドレジスタに“4016”を書き込むとプログ

ラムモードになります。続いてプログラムしたい番地にバイ

トデータを書き込む命令（例えばSTA, LDM命令）を実行する

と、フラッシュメモリの制御回路はプログラムを実行しま

す。プログラムを開始するとフラッシュメモリ制御レジスタ

のイレーズ/プログラムビジーフラグが“1”になり、完了する

と“0”になります。したがって、書き込み命令実行後CPUは

このビットをポーリングすることによりプログラムの完了を

知ることができます。

　なお、プログラムする領域は、事前にイレーズ、プログラ

ム領域選択ビットで指定しておく必要があります。

　また、プログラム中は、ウオッチドッグタイマは、

“FFFF16”がセットされた状態で停止します。

（注）書き込みは, 一回のプログラムコマンドの実行では完了しませ
ん。プログラムコマンドの実行後, 必ずプログラムベリファイコ
マンドを実行し, フェイルする場合はパスするまでプログラムコ
マンドを繰り返し実行する必要があります。プログラミングの
フローチャートは図104を参照してください。

・プログラムベリファイコマンド

　フラッシュコマンドレジスタに“C016”を書き込むとプログ

ラムベリファイモードになります。続いてベリファイする番

地（すなわち先にプログラムした番地）からバイトデータを読

み出す命令（例えばLDA命令）を実行すると、実際にその番地

に書き込まれている内容が読み出されます。

　CPUでこの読み出されたデータと先のプログラムコマンド

で書き込んだデータとを比較し、比較した結果、一致してい

なければ、再度プログラム→プログラムベリファイを実行す

る必要があります。

・イレーズコマンド

　フラッシュコマンドレジスタに“2016”を続けて2回書き込

むと、フラッシュメモリの制御回路は、事前にイレーズ、プ

ログラム領域選択ビットで指定した領域についてイレーズを

実行します。イレーズを開始するとフラッシュメモリ制御レ

ジスタのイレーズ/プログラムビジーフラグが“1”になり、完

了すると“0”になります。したがって、CPUはこのビットを

ポーリングすることによりイレーズの完了を知ることができ

ます。

　なお、イレーズコマンドの実行前には、必ず全てのイレー

ズ対象領域にデータ“0016”をプログラム及びプログラムベリ

ファイコマンドによって書き込んでおく必要があります。

　また、イレーズ中は、ウオッチドッグタイマは、“FFFF16”

がセットされた状態で停止します。

（注）消去は, 一度のイレーズコマンドの実行では完了しません。イ
レーズコマンドの実行後, 必ずイレーズベリファイコマンドを実
行し, フェイルする場合はパスするまでイレーズコマンドを繰り
返し実行する必要があります。イレーズのフローチャートは図
104を参照してください。

・イレーズベリファイコマンド

　フラッシュコマンドレジスタに“A016”を書き込むとイレー

ズベリファイモードになります。続いてベリファイする番地

に対してバイトリードする命令（例えばLDA命令）を実行する

と、その番地の内容が読み出されます。

　CPUは、イレーズした全領域に対し、1番地ずつ順次イ

レーズベリファイしていく必要があります。途中“FF16”でな

い（消去されていない）番地を発見したらイレーズベリファイ

をそこで中断し、再度イレーズ→イレーズベリファイを実行

する必要があります。

（注）イレーズベリファイにおいてイレーズされていないメモリが発
見された場合は, 再度イレーズ→イレーズベリファイの操作を実
行してください。ただし, この場合, イレーズ前にデータ“0016”
を書き込む必要はありません。

・リセットコマンド

　リセットコマンドはプログラム、イレーズコマンドを途中

で中止するためのコマンドです。フラッシュコマンドレジス

タに“4016”, “2016”を書き込んだ後、続いてコマンドレジスタ

に“FF16”を2回連続して書き込むと、プログラム、イレーズ

コマンドは無効になり（リセット）、リードモードになりま

す。リセットコマンドを実行してもメモリの内容は変りませ

ん。

直流電気的特性

注．フラッシュメモリ部の特性は, パラレル入出力モードの規格に準じます。

交流電気的特性

注．マイコンモードの規格に準じます。



Rev.4.01    2003.11.07    page 113 of 135

3803/3804グループ

図104. CPU書き換えモードでのプログラム、イレーズ実行時フローチャート
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ADRS = first location
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プログラミング上の注意事項

プロセッサステータスレジスタに関するもの

　プロセッサステータスレジスタ(PS)は割り込み禁止フラグ

Ｉが“1”であることを除いて、リセット直後は不定です。

このため、プログラムの実行に影響を与えるフラグの初期化

が必要です。

　特に、演算そのものに影響を与えるTフラグ、Dフラグにつ

いては初期化が必須となります。

割り込みに関するもの

　割り込み要求ビットの内容をプログラムで変更した直後

に、BBC，BBS命令を実行しても、変更前の内容に対して実

行されるので、変更後の内容に対して実行するためには、1

命令以上後に行ってください。

10進演算に関するもの

・10進演算を行う場合は、10進モードフラグDを“1”に設定し

て、ADC命令又はSBC命令を実行しますが、その場合、

SEC命令、CLC命令又はCLD命令はADC命令又はSBC命令

から1命令以上後に行ってください。

・10進モードでは、N（ネガティブ）、V（オーバフロー）、Z

（ゼロ）フラグが無効となります。

タイマに関するもの

　タイマラッチに値n（0～255）を書き込んだ場合の分周比

は、1/（n＋1）です。

乗除算命令に関するもの

・MUL，DIV命令は、T，Dフラグの影響を受けません。

・乗除算命令の実行ではプロセッサステータスレジスタの内

容は変化しません。

ポートに関するもの

　ポート方向レジスタの値は読み出すことができません。す

なわち、LDA命令をはじめ、Tフラグが“1”の場合のメモリ演

算命令、方向レジスタの値を修飾値とするアドレッシング

モード、BBC，BBSなどのビットテスト命令は使用できませ

ん。また、CLB，SEBなどのビット操作命令、RORなどの演

算を始めとする方向レジスタのリード･モディファイ･ライト

命令も使用できません。方向レジスタの設定はLDM命令、

STA命令などを使用してください。

シリアルI/Oに関するもの

　クロック同期形シリアルI/Oにおいて、外部クロックを用

いて受信側がSRDY出力を行う場合、受信許可ビット及び

SRDY出力許可ビットとともに、送信許可ビットも“1”に設定

してください。

　また、シリアルI/Oは、送信終了後、TXD端子が最終ビッ

トをラッチし出力し続けます。シリアルI/O2では、送信終了

後、SOUT2端子はハイインピーダンスとなります。

　シリアルI/O1（クロック同期形モード）、シリアルI/O3（ク

ロック同期形モード）、及びシリアルI/O2において、同期ク

ロックとして外部クロックを選択した場合、転送クロックの

入力レベルが“H”の時に、それぞれ送信バッファレジスタ、

シリアルI/O2レジスタへ送信データを書き込んでください。

　

A-D変換に関するもの

　比較器は容量結合で構成されており、クロック周波数が低

いと電荷が失われます。そのため、A-D変換中はf(XIN)を

500kHz以上にしてください。

　また、A-D変換中はSTP命令を実行しないでください。

D-A変換器に関するもの

　D-A変換器精度はVCCが4.0V以下で異なります。D-A変換

器を使用する場合はVCCを4.0V以上にすることを推奨しま

す。また、D-A変換器を使用しない場合、D-Ai変換レジスタ

（i＝1, 2）の設定値は、すべて“0016”にしてください。

命令の実行時間に関するもの

　命令の実行時間は機械語命令一覧表に記載されているサイ

クル数に内部クロックφの周期をかけることによって得られ

ます。内部クロックφの周期は高速モードではXINの周期の

2倍です。
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マスク化発注時の提出資料

　マスクROM版のマスク化発注時、次の資料を提出してく

ださい。

  ・マスク化確認書＊

  ・マーク指定書＊

  ・ROMのデータ ------- EPROM　3セット又はフロッピー

ディスク

＊マスク化確認書及びマーク指定書につきましては、

ル ネ サ ス テ ク ノ ロ ジ ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.renesas.com/jp/rom）を参照してください。

使用上の注意事項

電源端子の取扱いに関する注意事項

　ご使用の際には、ラッチアップ現象防止のため、素子の電

源端子（VCC端子）とGND端子（VSS端子）との間、及び電源端

子（VCC端子）とアナログ電源入力端子（AVSS端子）との間に高

周波特性の良いコンデンサをバイパスコンデンサとして付加

してください。バイパスコンデンサは0.01μF～0.1μFのセラ

ミックコンデンサを推奨いたします。

　また、バイパスコンデンサは電源端子とGND端子との間、

電源端子とアナログ電源入力端子との間を最短距離で付加し

てくださるようお願いいたします。

フラッシュメモリ版に関する注意事項

　CNVSS端子は、プログラマブル電源端子（VPP端子）と兼用

しているため、端子から低抵抗で内部メモリ回路ブロックに

接続しています。

　ノイズ誤動作耐量向上の点から、CNVSS端子の配線は1～

10kΩの抵抗を介してVSS又はVCCに接続くださるようお願い

いたします。なお、マスクROM版のCNVSS端子の配線が抵

抗を介して接続されていても、動作上支障はありません。

フラッシュメモリ版/マスクROM版の相違点に関する注意事

項

　フラッシュメモリ版及びマスクROM版は、製造プロセ

ス、内蔵ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲内で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、

ノイズ幅射量などが異なる場合があります。マスクROM版

への切り換え時は、フラッシュメモリ版で実施したシステム

評価試験と同等の試験を実施してください。

http://www.renesas.com/jp/rom
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記 号

VCC

VI

VI

VI

VI

VI

VO

VO

Pd

Topr

Tstg

項 目

電源電圧

入力電圧 P00～P07， P10～P17， P20～P27，

P30, P31, P34～P37,P40～P47，

P50～P57，P60～P67，VREF

入力電圧 P32, P33

入力電圧
____________

RESET, XIN

入力電圧 CNVSS（マスクROM版）

入力電圧 CNVSS（フラッシュメモリ版）

出力電圧 P00～P07， P10～P17， P20～P27，

P30, P31, P34～P37, P40～P47，

P50～P57， P60～P67, XOUT

出力電圧 P32,P33

消費電力

動作周囲温度

保存温度

定  格  値

－0.3～6.5

－0.3～VCC＋0.3

－0.3～5.8

－0.3～VCC＋0.3

－0.3～VCC＋0.3

－0.3～13

－0.3～VCC＋0.3

－0.3～5.8

1000  (注)

－20～85

－65～125

単 位

V

V

V

V

V

V

V

V

mW

℃

℃

電気的特性

表26．絶対最大定格

注．フラットパッケージの場合は300mWです。

条 件

VSS端子を基準にして

測定する出力トランジ

スタは遮断状態

Ta=25℃
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表27．推奨動作条件
(指定のない場合はVCC=2.7～5.5V, Ta=－20～85℃)

VCC

VCC

VSS

VREF

AVSS

VIA

VIH

VIH

VIH

VIH

VIH

VIL

VIL

VIL

VIL

VIL

電源電圧 f (XIN)≦8.4MHZ時

（マスクROM版） f (XIN)≦12.5MHZ時

f (XIN)≦16.8MHZ時

電源電圧 f (XIN)≦12.5MHZ時

（ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ版） f (XIN)≦16.8MHZ時

電源電圧

アナログ基準電圧（A-D変換器使用時）

アナログ基準電圧（D-A変換器使用時）

アナログ電源電圧

アナログ入力電圧 AN0～AN15

“H”入力電圧

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30, P31,

P34～P37, P40～P47, P50～P57, P60～P67

“H”入力電圧 P32, P33

“H”入力電圧（I2C-BUS入力レベル選択時）

SDA, SCL

“H”入力電圧（SMBUS入力レベル選択時）

SDA, SCL

“H”入力電圧
____________

RESET, XIN, XCIN, CNVSS

“L”入力電圧

P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30～P37,

P40～P47, P50～P57, P60～P67

“L” 入力電圧（I2C-BUS入力レベル選択時）

SDA, SCL

“L”入力電圧（SMBUS入力レベル選択時）

SDA, SCL

“L” 入力電圧
____________

RESET, CNVSS

“L”入力電圧　XIN, XCIN

最 小

規  格  値

標 準 最 大

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

記 号 項 目 単 位

5.0

5.0

5.0

5.0

5.0

0

0

2.7

4.0

4.5

4.0

4.5

2.0

2.7

AVSS

0.8VCC

0.8VCC

0.7VCC

1.4

0.8VCC

0

0

0

5.5

5.5

5.5

5.5

5.5

VCC

VCC

VCC

VCC

5.5

5.5

5.5

VCC

0.2VCC

0.3VCC

0.6

0.2VCC

0.16VCC
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表28．推奨動作条件
(指定のない場合はVCC=2.7～5.5V, Ta=－20～85℃)

記 号

“H”出力総尖頭電流 (注1)
P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30, P31, P34～P37

“H”出力総尖頭電流 (注1)
P40～P47, P50～P57, P60～P67

“L”出力総尖頭電流 (注1)
P00～P07, P10～P17, P30～P37

“L”出力総尖頭電流 (注1)
P20～P27

“L”出力総尖頭電流 (注1)
P40～P47, P50～P57, P60～P67

“H”出力総平均電流 (注1)
P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30, P31, P34～P37

“H”出力総平均電流 (注1)
P40～P47, P50～P57, P60～P67

“L”出力総平均電流 (注1)
P00～P07, P10～P17, P30～P37

“L”出力総平均電流 (注1)
P20～P27

“L”出力総平均電流 (注1)
P40～P47, P50～P57, P60～P67

“H”出力尖頭電流 (注2)
P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30, P31,
P34～P37, P40～P47, P50～P57, P60～P67

“L”出力尖頭電流 (注2)
P00～P07, P10～P17, P30～P37, P40～P47,
P50～P57, P60～P67

“L”出力尖頭電流 (注2)
P20～P27

“H”出力平均電流 (注3)
P00～P07, P10～P17, P20～P27, P30, P31,
P34～P37, P40～P47, P50～P57, P60～P67

“L”出力平均電流 (注3)
P00～P07, P10～P17, P30～P37, P40～P47,
P50～P57, P60～P67

“L”出力平均電流 (注3)
P20～P27
メインクロック入力発振周波数 VCC=4.5～5.5V

(注4) VCC=4.0～4.5V

VCC=2.7～4.0V

サブクロック入力発振周波数(注4,5)

規  格  値
最 小 標 準 最 大

単 位

－80

－80

80

80

80

－40

－40

40

40

40

－10

10

20

－5

  5

10

16.8

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

MHZ

MHZ

MHZ

注1．出力総電流は該当するポート全てに流れる電流の総和です。総平均電流は100msの期間内での平均値で、総尖頭電流は総和のピーク値です。
　2．出力尖頭電流は1ポートごとに流れる電流のピーク値を規定します。
　3．出力平均電流 IOL(avg)、IOH (avg)100msの期間での平均値です。
　4．発振周波数はデューティ50%の場合です。
　5．低速モードを使用する場合、サブクロック入力発振周波数はf(XCIN)<f(XIN)/3としてください。

項 目

Σ I OH(peak)

Σ I OH(peak)

Σ I OL(peak)

Σ I OL(peak)

Σ I OL(peak)

Σ I OH(avg)

Σ I OH(avg)

Σ I OL(avg)

Σ I OL(avg)

Σ I OL(avg)

I OH(peak)

I OL(peak)

I OL(peak)

I OH(avg)

I OL(avg)

I OL(avg)

f(XIN)

8.6VCC－21.9

50 kHZ32.768f(XCIN)

VCC－41
13

3
26
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表29．電気的特性
(指定のない場合はVCC=2.7～5.5V, VSS=0V, Ta=－20～85℃)

記 号 項 目 測  定  条  件
規  格  値

VOH

VOL

VT+－VT-

VT+－VT-

VT+－VT-

I IH

I IH

I IH

I IL

I IL

I IL

I IL

VRAM

“H”出力電圧

P00～P07, P10～P17, P20～P27,

P30, P31, P34～P37, P40～P47,

P50～P57, P60～P67 (注1)

“L”出力電圧

P00～P07, P10～P17, P20～P27,

P30～P37, P40～P47, P50～P57,

P60～P67

ヒステリシス

CNTR0, CNTR1, CNTR2, INT0～INT4

ヒステリシス

RXD1, SCLK1, SIN2, SCLK2,　

RXD3, SCLK3

ヒステリシス
_____________

RESET

“H”入力電流

P00～P07, P10～P17, P20～P27,

P30～P37, P40～P47, P50～P57,

P60～P67

“H”入力電流
____________

RESET,CNVSS

“H”入力電流 XIN

“L”入力電流

P00～P07, P10～P17, P20～P27,

P30～P37, P40～P47, P50～P57,

P60～P67

“L”入力電流
____________

RESET,CNVSS

“L”入力電流 XIN

“L”入力電流（プルアップ有効時)

P00～P07, P10～P17, P20～P27,

P30, P31, P34～P37, P40～P47,

P50～P57, P60～P67

RAM保持電圧

I OH=－10mA

VCC=4.0～5.5V

I OH=－1.0mA

VCC=2.7～5.5V

I OL=10mA

VCC=4.0～5.5V

I OL=1.6mA

VCC=2.7～5.5V

V I=VCC

(端子はフローティング

プルアップトランジスタ

は切り離した状態)

V I=VCC

V I=VCC

V I=VSS

(端子はフローティング

プルアップトランジスタ

は切り離した状態)

V I=VSS

V I=VSS

V I=VSS

VCC=5.0V

V I=VSS

VCC=3.0V

クロック停止時

最 小 標 準 最 大
単  位

VCC－2.0

VCC－1.0

2.0

V

V

V

V

V

V

V

μA

μA

μA

μA

0.4

0.5

0.5

4

－4

－80

－30

－210 －420 μA

μA

V5.5
注1. P35に関しては、UART3制御レジスタのP35/TXD3 Pチャネル出力禁止ビット(003316番地のビット4)が“0”の場合です。

P45に関しては、UART1制御レジスタのP45/TXD1 Pチャネル出力禁止ビット(001B16番地のビット4)が“0”の場合です。

－5.0

－5.0

0.4

2.0

μA

μA

－70 －140

5.0

5.0
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表30．電気的特性（フラッシュメモリ版）
 (指定のない場合はVCC=4.0～5.5V, VSS=0V, Ta=－20～85℃)

電源電流

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　　号 単位

高速モード時
f(XIN)=16.8MHz
f(XCIN)=32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

高速モード時
f(XIN)=12.5MHz
f(XCIN)=32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

高速モード時
f(XIN)=8.4MHz
f(XCIN)=32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

高速モード時
f(XIN)=16.8MHz (WIT命令実行時)
f(XCIN)=32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

低速モード時
f(XIN)=停止
f(XCIN)=32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

低速モード時
f(XIN)=停止
f(XCIN)=32.768kHz(WIT命令実行時)
出力トランジスタは遮断状態

中速モード時
f(XIN)=16.8MHz
f(XCIN)=停止
出力トランジスタは遮断状態

中速モード時
f(XIN)=16.8MHz (WIT命令実行時)
f(XCIN)=停止
出力トランジスタは遮断状態

A-D変換器動作時の増量
f(XIN)=16.8MHz
発振はすべて停止
(STP命令実行時)
出力トランジスタは
遮断状態

測  定  条  件

22

18

13.5

6

200

12

5.5

10

ICC

Ta＝25℃

Ta＝85℃

12

10

7

3.5

60

30

mA

mA

mA

mA

μA

μA

mA

μA

μA

mA

6

3

500 μA

0.1

60

1.0
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表31．電気的特性（マスクROM版）
 (指定のない場合はVCC=2.7～5.5V, VSS=0V, Ta=－20～85℃)

電源電流

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　　号 単位

高速モード時
f(XIN)=16.8MHz
f(XCIN)=32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

高速モード時
f(XIN)=12.5MHz
f(XCIN)=32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

高速モード時
f(XIN)=8.4MHz
f(XCIN)=32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

高速モード時
f(XIN)=16.8MHz (WIT命令実行時)
f(XCIN)=32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

低速モード時
f(XIN)=停止
f(XCIN)=32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

低速モード時
f(XIN)=停止
f(XCIN)=32.768kHz(WIT命令実行時)
出力トランジスタは遮断状態

低速モード時(VCC=3V)
f(XIN)=停止
f(XCIN)=32.768kHz
出力トランジスタは遮断状態

低速モード時(VCC=3V)
f(XIN)=停止
f(XCIN)=32.768kHz(WIT命令実行時)
出力トランジスタは遮断状態

中速モード時
f(XIN)=16.8MHz
f(XCIN)=停止
出力トランジスタは遮断状態

中速モード時
f(XIN)=16.8MHz (WIT命令実行時)
f(XCIN)=停止
出力トランジスタは遮断状態

A-D変換器動作時の増量
f(XIN)=16.8MHz
発振はすべて停止
(STP命令実行時)
出力トランジスタは
遮断状態

測  定  条  件

15

12

9

3.6

200

7

3.3

10

ICC

Ta＝25℃

Ta＝85℃

8

6.5

5

2

55

40

15

8

mA

mA

mA

mA

μA

μA

μA

μA

mA

μA

μA

mA

4

1.8

500 μA

0.1

15

40

70

1.0
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表32．Ａ-Ｄ変換器特性(1)
（指定のない場合は，VCC=2.7～5.5V,VREF=2.0～VCC,VSS=AVSS=0V,Ta=－20～85℃）
10ビットA-Dモード（変換モード選択ビットが“0”の場合,003816番地のビット7）

単位

bit
LSB
2tc(XIN)
 kΩ
μA
μA
μA

分解能
絶対精度(量子化誤差は除く)
変換時間
ラダー抵抗
基準電源　　
入力電流　　
A-Dポート入力電流

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　　号

VCC=VREF=5.0V

VREF=5.0V
VREF=5.0V

測  定  条  件

10
±4
61
100
200
5
5.0

35
150

12
50

－
－

tCONV
RLADDER

IVREF

II(AD)

A-D変換動作時
A-D変換停止時

注1．D-A変換器1本使用、他のD-A変換レジスタの値は“0016”。

表33．Ａ-Ｄ変換器特性(2)
（指定のない場合は，VCC=2.7～5.5V,VREF=2.0～VCC,VSS=AVSS=0V,Ta=－20～85℃）
 8ビットA-Dモード（変換モード選択ビットが“1”の場合,003816番地のビット7）

単位

bit
LSB
2tc(XIN)
 kΩ
μA
μA
μA

分解能
絶対精度(量子化誤差は除く)
変換時間
ラダー抵抗
基準電源　　
入力電流　　
A-Dポート入力電流

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　　号

VCC=VREF=5.0V

VREF=5.0V
VREF=5.0V

測  定  条  件

8
±2
50
100
200
5
5.0

35
150

12
50

－
－

tCONV
RLADDER

IVREF

II(AD)

A-D変換動作時
A-D変換停止時

表34．Ｄ-Ａ変換器特性
（指定のない場合は，VCC=2.7～5.5V,VSS=AVSS=0V,VREF=2.7V～VCC,Ta=－20～85℃）

単位

Bits
％
％
μs
kΩ
ｍA

分解能

絶対精度
　
設定時間
出力抵抗
基準電源入力電流　(注1)

規　格　値
項  　　目

最　小 標 準 最　大
記　　号 測  定  条  件

8
1.0
2.5
3
5
3.2

3.52

－

－

tsu
RO
IVREF

4.0≦VREF≦5.5V
2.7≦VREF＜4.0V
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表35．タイミング必要条件1
(指定のない場合はVCC=4.0～5.5V, VSS=0V, Ta=－20～85℃)

リセット入力“L”パルス幅
メインクロック入力サイクル時間 (VCC=4.5～5.5V時)

メインクロック入力サイクル時間 (VCC=4.0～4.5V時)

メインクロック入力“H”パルス幅 (VCC=4.5～5.5V時)

メインクロック入力“H”パルス幅 (VCC=4.0～4.5V時)

メインクロック入力“L”パルス幅 (VCC=4.5～5.5V時)

メインクロック入力“L”パルス幅 (VCC=4.0～4.5V時)

サブクロック入力サイクル時間
サブクロック入力“H”パルス幅
サブクロック入力“L”パルス幅
CNTR0～CNTR2入力サイクル時間
CNTR0～CNTR2入力“H”パルス幅
CNTR0～ CNTR2入力“L”パルス幅
INT00, INT01, INT1, INT2, INT3, INT40, INT41
入力“H”パルス幅

INT00, INT01, INT1, INT2, INT3, INT40, INT41
入力“L”パルス幅
シリアルI/O1, シリアルI/O3クロック入力サイクル時間 (注)
シリアルI/O1, シリアルI/O3クロック入力“H”パルス幅 (注)
シリアルI/O1, シリアルI/O3クロック入力“L”パルス幅 (注)

シリアルI/O1, シリアルI/O3入力セットアップ時間

シリアルI/O1, シリアルI/O3入力ホールド時間

シリアルI/O2クロック入力サイクル時間
シリアルI/O2クロック入力“H”パルス幅
シリアルI/O2クロック入力“L”パルス幅
シリアルI/O2入力セットアップ時間
シリアルI/O2入力ホールド時間

_____________

tW(RESET)

tC(XCIN)
tWH(XCIN)
tWL(XCIN)
tC(CNTR)
tWH(CNTR)
tWL(CNTR)

tWH(INT)

tWL(INT)

tC(SCLK1), tC(SCLK3)
tWH(SCLK1), tWH(SCLK3)
tWL(SCLK1), tWL(SCLK3)
tsu(RxD1-SCLK1)
tsu(RxD3-SCLK3)
th(SCLK1-RxD1)
th(SCLK3-RxD3)
tC(SCLK2)
tWH(SCLK2)
tWL(SCLK2)
tsu(SIN2-SCLK2)
th(SCLK2-SIN2)

規　格　値

XINｻｲｸﾙ
ns

ns

ns

ns

ns

ns

μs
μs
μs
ns
ns
ns

ns

ns

ns
ns
ns

ns

ns

ns
ns
ns
ns
ns

項  　　目
最　小 標 準 最　大

記　　号 単位

注．001A16番地のビット6，003216番地のビット6が“1”(クロック同期式モード)の場合です。001A16番地のビット6，003216番地のビット6が“0”(非同期式
モード)の場合，規格値は1/4になります。

16
59.5

25

25

20
5
5
200
80
80

80

80

800
370
370

220

100

1000
400
400
200
200

tC(XIN)

tWH(XIN)

tWL(XIN)

86VCC－219
10000

86VCC－219
4000

86VCC－219
4000
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表36．タイミング必要条件2
(指定のない場合はVCC=2.7～4.0V,　VSS=0V,　Ta=－20～85℃)

リセット入力“L”パルス幅
メインクロック入力サイクル時間

メインクロック入力“H”パルス幅

メインクロック入力“L”パルス幅

サブクロック入力サイクル時間
サブクロック入力“H”パルス幅
サブクロック入力“L”パルス幅
CNTR0～CNTR2入力サイクル時間
CNTR0～CNTR2入力“H”パルス幅
CNTR0～ CNTR2入力“L”パルス幅
INT00, INT01, INT1, INT2, INT3, INT40, INT41
入力“H”パルス幅
INT00, INT01, INT1, INT2, INT3, INT40, INT41
入力“L”パルス幅
シリアルI/O1, シリアルI/O3クロック入力サイクル時間  (注)
シリアルI/O1, シリアルI/O3クロック入力“H”パルス幅(注)
シリアルI/O1, シリアルI/O3クロック入力“L”パルス幅 (注)
シリアルI/O1, シリアルI/O3入力セットアップ時間

シリアルI/O1, シリアルI/O3入力ホールド時間

シリアルI/O2クロック入力サイクル時間
シリアルI/O2クロック入力“H”パルス幅
シリアルI/O2クロック入力“L”パルス幅
シリアルI/O2入力セットアップ時間
シリアルI/O2入力ホールド時間

_____________

tW(RESET)
tC(XIN)

tWH(XIN)

tWL(XIN)

tC(XCIN)
tWH(XCIN)
tWL(XCIN)
tC(CNTR)
tWH(CNTR)
tWL(CNTR)
tWH(INT)

tWL(INT)

tC(SCLK1), tC(SCLK3)
tWH(SCLK1), tWH(SCLK3)
tWL(SCLK1), tWL(SCLK3)
tsu(RxD1-SCLK1)
tsu(RxD3-SCLK3)
th(SCLK1-RxD1)
th(SCLK3-RxD3)
tC(SCLK2)
tWH(SCLK2)
tWL(SCLK2)
tsu(SIN2-SCLK2)
th(SCLK2-SIN2)

規　格　値

XINｻｲｸﾙ
ns

ns

ns

μs
μs
μs
ns
ns
ns
ns

ns

ns
ns
ns
ns

ns

ns
ns
ns
ns
ns

項  　　目
最  小 標  準 最 大

記　　号 単位

注．001A16番地のビット6が“1”(クロック同期式モード)の場合です。001A16番地のビット6が“0”(非同期式モード)の場合，規格値は1/4
になります。

16

20
5
5
500
230
230
230

230

2000
950
950
400

200

2000
950
950
400
300

26×103
82VCC-3
10000
82VCC-3
10000
82VCC-3
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表37．スイッチング特性1
 (指定のない場合は，VCC=4.0～5.5V, VSS=0V, Ta=－20～85℃)

シリアルI/O1, シリアルI/O3クロック出力“H”パルス幅
シリアルI/O1, シリアルI/O3クロック出力“L”パルス幅

シリアルI/O1, シリアルI/O3出力遅延時間 (注1)

シリアルI/O1, シリアルI/O3出力有効時間 (注1)

シリアルI/O1, シリアルI/O3クロック出力立ち上がり時間
シリアルI/O1, シリアルI/O3クロック出力立ち下がり時間
シリアルI/O2クロック出力“H”パルス幅
シリアルI/O2クロック出力“L”パルス幅
シリアルI/O2出力遅延時間
シリアルI/O2出力有効時間
シリアルI/O2クロック出力立ち下がり時間
CMOS出力 立ち上がり時間 (注2)
CMOS出力 立ち下がり時間 (注2)

tWH (SCLK1), tWH (SCLK3)
tWL (SCLK1), tWL (SCLK3)
td (SCLK1-TXD1)
td (SCLK3-TXD3)
tV (SCLK1-TXD1)
tV (SCLK3-TXD3)
tr (SCLK1), tr (SCLK3)
tf (SCLK1), tf (SCLK3)
tWH (SCLK2)
tWL (SCLK2)
td (SCLK2-SOUT2)
tV (SCLK2-SOUT2)
tf (SCLK2)
tr (CMOS)
tf (CMOS)

規　格　値
項  　　目

最小 標準 最大
記　　号 単位

tC(SCLK1)/2－30, tC(SCLK3)/2－30

tC(SCLK1)/2－30, tC(SCLK3)/2－30

－30

tC(SCLK2)/2－160
tC(SCLK2)/2－160

0

注1．UART1制御レジスタのP45/TXD1 Pチャネル出力禁止ビット(001B16番地のビット4)が“0”の場合です。
UART3制御レジスタのP35/TXD3 Pチャネル出力禁止ビット(003316番地のビット4)が“0”の場合です。
2．XOUT端子を除きます。

測定条件

140

30
30

200

30
30
30

図105

10
10

表38．スイッチング特性2
(指定のない場合は，VCC=2.7～4.0V, VSS=0V, Ta=－20～85℃)

シリアルI/O1, シリアルI/O3クロック出力“H”パルス幅
シリアルI/O1, シリアルI/O3クロック出力“L”パルス幅

シリアルI/O1, シリアルI/O3出力遅延時間 (注1)

シリアルI/O1, シリアルI/O3出力有効時間 (注1)

シリアルI/O1, シリアルI/O3クロック出力立ち上がり時間
シリアルI/O1, シリアルI/O3クロック出力立ち下がり時間
シリアルI/O2クロック出力“H”パルス幅
シリアルI/O2クロック出力“L”パルス幅
シリアルI/O2出力遅延時間
シリアルI/O2出力有効時間
シリアルI/O2クロック出力立ち下がり時間
CMOS出力 立ち上がり時間 (注2)
CMOS出力 立ち下がり時間 (注2)

tWH (SCLK1), tWH (SCLK3)
tWL (SCLK1), tWL (SCLK3)
td (SCLK1-TXD1)
td (SCLK3-TXD3)
tV (SCLK1-TXD1)
tV (SCLK3-TXD3)
tr (SCLK1), tr (SCLK3)
tf (SCLK1), tf (SCLK3)
tWH (SCLK2)
tWL (SCLK2)
td (SCLK2-SOUT2)
tV (SCLK2-SOUT2)
tf (SCLK2)
tr (CMOS)
tf (CMOS)

規　格　値
項  　　目

最小 標準 最大
記　　号 単位

tC(SCLK1)/2－50, tC(SCLK3)/2－50

tC(SCLK1)/2－50, tC(SCLK3)/2－50

－30

tC(SCLK2)/2－240
tC(SCLK2)/2－240

測定条件

350

50
50

400

50
50
50

図105

20
20

注1．UART1制御レジスタのP45/TXD1 Pチャネル出力禁止ビット(001B16番地のビット4)が“0”の場合です。
UART3制御レジスタのP35/TXD3 Pチャネル出力禁止ビット(003316番地のビット4)が“0”の場合です。
2．XOUT端子を除きます。

　

ns
ns

ns

ns

ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns

ns
ns

ns

ns

ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
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図105．出力スイッチング特性測定回路図(1) 図106．出力スイッチング特性測定回路図(2)

被測定出力端子

100pF

CMOS出力 Nチャネルオープンドレイン出力

被測定出力端子

100pF

1kΩ
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図107．タイミング図(シングルチップモード時)

0.2VCC

tWL(INT)

0.8VCC

tWH(INT)

0.2VCC

0.2VCC
0.8VCC

0.8VCC

0.2VCC

tWL(XIN)

0.8VCC

tWH(XIN)

tC(XIN)

XIN

0.2VCC
0.8VCC

tW(RESET)

RESET

 

tf tr

0.2VCC

tWL(CNTR)

0.8VCC

tWH(CNTR)

tC(CNTR)

td(SCLK1-TxD1),td(SCLK2-SOUT2),td(SCLK3-TxD3)

tv(SCLK1-TxD1),
tv(SCLK2-SOUT2),
tv(SCLK3-TxD3)

tC(SCLK1), tC(SCLK2),tC(SCLK3),

tWH(SCLK1), tWH(SCLK2), tWH(SCLK3)

th(SCLK1-RxD1),
th(SCLK2-SIN2),
th(SCLK3-RxD3)

tsu(RxD1-SCLK1),
tsu(SIN2-SCLK2),
tsu(RxD3-SCLK3)

TXD1
TXD3
SOUT2

RXD1
RXD3
SIN2

SCLK1
SCLK2
SCLK3

INT1,INT2,INT3
INT00,INT40
INT01,INT41

CNTR0, CNTR1, CNTR2

シングルチップモードタイミング図

0.2VCC

tWL(XCIN)

0.8VCC

tWH(XCIN)

tC(XCIN)

XCIN

tWL(SCLK1), tWL(SCLK2), tWL(SCLK3)
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記　号 項　　　　目 単位

表39．マルチマスタI2C-BUSバスライン特性

バスフリータイム

スタートコンディション時のホールド時間

SCLクロックの“0”状態のホールド時間

SCL, SDA信号の立ち上がり時間

データのホールド時間

SCLクロックの“1”状態のホールド時間

SCL, SDA信号の立ち下がり時間

データのセットアップ時間

リスタートコンディション時のセットアップ時間

ストップコンディションのセットアップ時間

tBUF

tHD;STA

tLOW

tR

tHD;DAT

tHIGH

tF

tSU;DAT

tSU;STA

tSU;STO

最　小

4.7

4.0

4.7

0

4.0

250

4.7

4.0

最　大

1000

300

最　小

1.3

0.6

1.3

20＋0.1Cb

0

0.6

20＋0.1Cb

100

0.6

0.6

最　大

300

0.9

300

μs

μs

μs

ns

μs

μs

ns

ns

μs

μs

標準クロックモード 高速クロックモード

注．Cb＝1つのバスラインキャパシタの合計

図108．マルチマスタI2C-BUSのタイミング図

tBUF

t HD:STA t HD:DTA

t LOW
t R t F

t HIGH t su:DAT t su:STA

t HD:STA t su:STO

SCL
p S Sr p

SDA
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外形寸法図

QFP64-P-1414-0.80 1.11
Weight(g)

–
JEDEC CodeEIAJ Package Code Lead Material

Alloy 42

64P6N-A Plastic 64pin 14✕ 14mm body QFP

––

– –

––

– –
–
–

––

–

Symbol
Min Nom Max

A

A2

b
c
D
E

HE

L
L1
y

b2

Dimension in Millimeters

HD

A1 0.20.1

0.5
––I2 1.3
––MD 14.6
––ME 14.6

10°0°
0.1

1.4
0.80.60.4

17.116.816.5
17.116.816.5

0.8
14.214.013.8
14.214.013.8

0.20.150.13
0.450.350.3

2.8
0

3.05

e

e

e

E

c

H
E

1

64 49

32

48

33

17

16

HD

D

MD

M
E

A

F
b

A
1

A
2

L1

L
y

b2

I2

Recommended Mount Pad

Detail F

64 33

321

E

c
e1

A
2

A
1

bb1 b2e

L
A

SEATING PLANE

D

SDIP64-P-750-1.78
Weight(g)

– 7.9
JEDEC CodeEIAJ Package Code Lead Material

Alloy 42

64P4B Plastic 64pin 750mil SDIP

Symbol
Min Nom Max

A

A2

b
b1

b2

c

E
D

L

Dimension in Millimeters

A1 0.38 – –
– 3.8 –

0.4 0.5 0.6
0.9 1.0 1.3
0.65 0.75 1.05
0.2 0.25 0.32

56.2 56.4 56.6
16.85 17.0 17.15

– 1.778 –
– 19.05 –

2.8 – –
0° – 15°

– – 5.08

e
e1
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3803/3804グループ

LQFP64-P-1010-0.50 –
Weight(g)

–
JEDEC CodeEIAJ Package Code Lead Material

Cu Alloy

64P6Q-A Plastic 64pin 10✕ 10mm body LQFP

–
0.1

–

– –
0.2

––

– –

–
–

––

–

Symbol
Min Nom Max

A

A2

b
c
D
E

HE

L
L1

y

b2

Dimension in Millimeters

HD

A1

0.225
––I2 1.0
––MD 10.4
––ME 10.4

10°0°
0.1

1.0
0.70.50.3

12.212.011.8
12.212.011.8

0.5
10.110.09.9
10.110.09.9
0.1750.1250.105
0.280.180.13

1.4
0

1.7

e

e

E H
E

1

64 49

48

33

3217

16

HD

D

MD

M
E

A

F

y

b2

I2

Recommended Mount Pad

Lp 0.45
–
–

0.6
0.25
–

0.75
–

0.08x
A3

b x M

A
1

A
2

L1

L

Detail F Lp
A

3

c

e

MMP



改訂記録 3803/3804グループ　データシート

Rev. 発行日 改訂内容
ページ ポイント

(1/4)

1.0 1999.03.25 PDFファイル初版発行

2.0 1999.08.05 ・特長のRAM容量を修正
・VPP電圧の表記変更
・マスクROM容量
・ROM、RAM展開計画表に追加
・開発予定製品一覧表に 12品種追加
・8ビットタイマの説明を一部変更
・シリアル I/O1ステータスレジスタの説明を一部変更
・シリアル I/O1制御レジスタの構成図のビット 0に低速モード時を追加
・シリアル I/O2制御レジスタの構成図のビット 0～ビット 2に低速モード時を
追加

・シリアル I/O3制御レジスタの構成図のビット 0に低速モード時を追加
・シリアル I/O1, 3の注意事項（送信許可ビットセット時の送信割り込み要求）
を変更

・A-D変換レジスタ 1, 2の説明を一部変更
・AD/DA制御レジスタの説明を一部変更
・比較電圧発生器の説明を一部変更
・10ビットA-Dモードの読み出し構成図の変更
・AD変換のブロック図の変更
・ウオッチドッグタイマの説明を変更
・マルチマスタ I2C-BUSインタフェースのブロック図を一部変更
・各発振周波数でのスタート /ストップコンディション設定ビットへの推奨設
定値の表を一部変更

・I2CスペシャルモードステータスレジスタのSCL端子 Lowホールド 2フラグ
の文章追加

・I2Cスペシャルモードステータスレジスタの構成図に注を追加
・I2Cスペシャルモード制御レジスタのACK割り込み制御ビットの文章追加
・I2Cスペシャルモード制御レジスタのSCL端子 Lowホールド設定ビットの文
章変更

・I2Cスペシャルモード制御レジスタの構成図に注を追加
・UART1制御レジスタのリセット時の内部状態を変更
・システムクロック発生回路ブロック図を変更
・システムクロック発生回路ブロック図の注を変更
・端子結線図にVPPを追加
・フラッシュメモリモードの直流電気的特性VPPHの最小値変更
・プログラミング上の注意事項のシリアルI/Oに関するものにシリアルI/O3追加
・絶対最大定格のVccの定格値変更
・電気的特性の Iccの規格値変更（フラッシュメモリ版とマスクROM版の表を
分割）

3.0 2000.03.06 1
1
1
1
9　
9
11～13
14
17
37

特長の命令実行時間を修正
特長のメモリ容量を修正
特長の＜フラッシュメモリモード＞を変更
特長の注意事項を変更
グループ展開のメモリ容量を変更
図 8　ROM及びRAM展開を変更
中央演算処理装置（CPU）の説明追加
図11　CPUモードレジスタの構成のビット3を変更
3803グループのSFRの001116番地から001716番地に注追加
タイマ用分周器の文章を一部削除
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Rev. 発行日 改訂内容
ページ ポイント

(2/4)

37
37
37
37

37
37
37
37
38

38
38
38
38
38
39

42
42
42
43
43
44

44

45
46
55
63
68
71
74

75
78

78
79

80
110

111
114
120
125

タイマ 1、タイマ 2の文章を一部削除
プリスケーラ X、プリスケーラ Yを追加
タイマ X、タイマ Yの文章を一部削除
タイマX、タイマYの(1)タイマモードの＜モードの選択＞と＜動作説明＞の文章
を一部削除
タイマ X、タイマ Yの(1)タイマモードの＜カウントソースの選択＞を削除
タイマ X、タイマ Yの(2)パルス出力モードの＜カウントソースの選択＞を削除
タイマ X、タイマ Yの(2)パルス出力モードの＜動作説明＞の文章を一部追加
タイマ X、タイマ Yの(2)パルス出力モードの＜注意事項＞の文章を一部削除
タイマX、タイマYの(3)イベントカウンタモードの＜モードの選択＞、＜動作説
明＞の文章を変更
タイマ X、タイマ Yの(3)イベントカウンタモードの＜割り込み＞の削除
タイマ X、タイマ Yの(3)イベントカウンタモードの＜注意事項＞の追加
タイマX、タイマYの(4)パルス幅測定モードの＜カウントソースの選択＞を削除
タイマ X、タイマ Yの(4)パルス幅測定モードの＜動作説明＞の文章を一部削除
タイマ X、タイマ Yの(4)パルス幅測定モードの＜注意事項＞の文章を変更
図29　タイマX、タイマY、タイマ1及びタイマ2のブロック図にビット名称を
追加
16ビットタイマの(1)タイマモードの＜モードの選択＞の文章を一部追加
16ビットタイマの(1)タイマモードの＜動作説明＞の文章を一部削除
16ビットタイマの(3)パルス出力モードの＜モードの選択＞の文章を一部追加
16ビットタイマの(4)パルス周期測定モードの＜モードの選択＞の文章を一部追加
16ビットタイマの(5)パルス幅測定モードの＜モードの選択＞の文章を一部追加
16ビットタイマの(6)プログラマブル波形発生モードの＜モードの選択＞の文章を
一部追加
16ビットタイマの(7)プログラマブルワンショット発生モードの＜モードの選択＞
の文章を一部追加
図32　タイマZのブロック図を一部変更
図33　タイマZモードレジスタの構成に注を追加
7  送信許可ビットセット時の送信割り込み要求の注意事項の文章を変更
7  送信許可ビットセット時の送信割り込み要求の注意事項の文章を変更
D-A変換器の文章を一部削除
I2Cスレーブアドレスレジスタ 0～ 2の文章を一部追加
I2Cステータスレジスタの(4)ビット3：アービトレーションロスト検出フラグの文
章を一部追加
I2Cステータスレジスタの(8)ビット 7：通信モード指定ビットの文章を一部変更
I2Cスタート /ストップコンディション制御レジスタの(4)ビット7：ストップ /低
速時データ受信モードビットを削除
図74　I2Cスタート /ストップコンディション制御レジスタの構成のb7を変更
I2Cスペシャルモードステータスレジスタの(2)ビット4：タイムアウトフラグの文
章を一部削除
図76　I2Cスペシャルモード制御レジスタの構成に注を追加
(3)フラッシュメモリモード-3（CPU書き換えモード）の機能概要の文章を一部削
除
図103　CPU書き換えモードでのCPUモードレジスタの構成のb3,b1,b0を一部変更
プログラミング上の注意事項のA-D変換に関するものの文章を一部変更　
表 30　電気的特性（フラッシュメモリ版）を一部変更、削除
表37, 38　スイッチング特性の規格値の記述を一部追加

3.0 2000.03.06
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Rev. 発行日 改訂内容
ページ ポイント

(3/4)

4.0 2002.05.08 図8．ROM及びRAM展開を一部変更
図11．CPUモードレジスタの構成を一部変更
表7．入出力ポートの機能一覧（3804グループ）の端子名を一部変更
図16．3803グループのポートブロック図(1) を一部変更
図17．3803グループのポートブロック図(2)を一部変更
図18．3803グループのポートブロック図(3)を一部変更
図19．3804グループのポートブロック図(1)を一部変更
図20．3804グループのポートブロック図(2)を一部変更
図21．3804グループのポートブロック図(3)を一部変更
“割り込み”の“■注意事項”の文章を変更
“(3)イベントカウンタモード”の“＜注意事項＞”の文章を一部変更
“(4)パルス幅測定モード”の“＜注意事項＞”の“カウントソース切り替え時の注
意”の文章を一部変更
図31．タイマ1, 2, X, Y, Zカウントソース選択レジスタの構成を一部変更
“●16ビットタイマ”の文章を一部変更
“(4)パルス周期測定モード”の“＜動作説明＞”の文章を変更
“(5)パルス幅測定モード”の“＜動作説明＞”の文章を変更
“(7)プログラマブルワンショット発生モード”の“＜動作説明＞”の文章を変更
図33．タイマZモードレジスタの構成を一部変更
“2.1　送信動作の停止”の“・注意事項”の文章を一部追加
“2.3　送受信動作の停止”の“・注意事項1”の文章を一部追加
“5　送信シフトレジスタシフト終了フラグを使用したデータ送信制御”の“・注
意事項”の文章を一部変更
図46．シリアル I/O2ブロック図を一部変更
“2.1　送信動作の停止”の“・注意事項”の文章を一部追加
“2.3　送受信動作の停止”の“・注意事項1”の文章を一部追加
“5　送信シフトレジスタシフト終了フラグを使用したデータ送信制御”の“・注
意事項”の文章を一部変更
“マルチマスタ I2C-BUSインタフェース”の文章を一部変更
図64．マルチマスタI2C-BUSインタフェースのブロック図を一部変更
“● I2Cデータシフトレジスタ”の文章を一部変更
表11．I2Cクロックコントロールレジスタの設定値とSCL周波数を一部変更
図67．I2Cコントロールレジスタのビット構成を一部変更
“(3)ビット2:スレーブアドレス比較フラグ(AAS)”を一部変更
図71．ストップコンディション発生タイミング図を一部変更
表14．スタートコンディション、ストップコンディションの検出条件を一部変更
図74．I2Cスタート /ストップコンディション制御レジスタの構成を一部変更
表15．各発振周波数でのスタート/ストップコンディション設定ビット（SSC4～
SSC0）への推奨設定値を一部変更
Rev.0.5の“(2)ビット4:タイムアウトフラグ（TIOUT）”を削除
図75．I2Cスペシャルモードステータスレジスタの構成を一部変更
Rev.0.5の“(1)ビット0:タイムアウト制御ビット（TOEN）”を削除
Rev.0.5の“(4)ビット4:タイムアウトフラグクリアビット（TOFCL）”を削除
図76．I2Cスペシャルモード制御レジスタの構成を一部変更
“●マスタ送信例”の文章を一部変更
“●スレーブ受信例”の文章を一部変更
“I2Cスレーブアドレスレジスタ0～2（S0D0～2:0FF716～0FF916番地）”の文章
を一部変更
“(2)マルチマスタで使用する場合のスタートコンディション発生手順について”の
文章を一部変更

9
14
20
21
22
23
24
25
26
31
38
38

41
42
43
43
44
46
54
54
55

56
62
62
63

70
70
71
72
73
74
76
77
78
78

79
79
80
80
80
82
82
83

83
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Rev. 発行日 改訂内容
ページ ポイント

(4/4)

“(3)リスタートコンディション発生手順について”の文章を一部変更
“(4)I2Cステータスレジスタへの書き込みについて”の文章を一部変更
“リセット回路”の文章を一部変更
“■注意事項”の文章を一部追加
図85．システムクロックの状態遷移図を一部変更
“(1)フラッシュメモリモード-1（パラレル入出力モード）”の文章を一部変更
表16．パラレル入出力モード時の端子対応を一部変更
表18．端子の機能説明（フラッシュメモリパラレル入出力モード）を一部変更
図86．パラレル入出力モード時の端子結線図（M38039FFFP/HP, M38049FFFP/HP）
を一部変更
図87．パラレル入出力モード時の端子結線図（M38039FFSP, M38049FFSP）を一
部変更
図93．シリアル入出力モード時の端子結線図（M38039FFFP/HP, M38049FFFP/HP）
を一部変更
図94．シリアル入出力モード時の端子結線図（M38039FFSP）を一部変更
図101．フラッシュメモリ制御レジスタの構成を一部変更
図103．CPU書き換えモードでのCPUモードレジスタの構成を一部変更
“プログラミング上の注意事項”の“A-D変換に関するもの”の文章を一部変更
フラッシュメモリ版 /マスクROM版の相違点に関する注意事項を追加
“マスク化発注時の提出資料”の文章を一部変更
表27　推奨動作条件のVccを一部追加
表27　推奨動作条件のVIHの項目を一部変更
表34　D-A変換器特性のROの規格値を変更
表35　タイミング必要条件1の tw(RESET)の規格値を変更
表35　タイミング必要条件1の tWL(SCLK1), tWL(SCLK3)の記号を変更
表36　タイミング必要条件2の tw(RESET)の規格値を変更
表36　タイミング必要条件2の tWL(SCLK1), tWL(SCLK3)の記号を変更
外形寸法図の64P6Q-A を一部変更

83
83
84
87
90
91
91
92
93

94

102

103
110
111
114
115
115
117
117
122
123
123
124
124
130

4.0 2002.05.08

4.01 2003.11.07 6
7
19
20
31
73
87
89
93

94
102

103
122

表1　端子の機能説明（3803グループ）を一部変更
表2　端子の機能説明（3804グループ）を一部変更
表6　入出力ポートの機能一覧（3803グループ）を一部変更
表7　入出力ポートの機能一覧（3804グループ）を一部変更
“■注意事項”の文章を一部変更
図67．I2Cコントロールレジスタのビット構成を一部変更
(2)ウエイトモードの文章を一部変更
図84．システムクロック発生回路ブロック図（シングルチップモード）を一部変更
図86．パラレル入出力モード時の端子結線図（M38039FFFP/HP, M38049FFFP/HP)
を一部変更
図87．パラレル入出力モード時の端子結線図（M38039FFSP, M38049FFSP)を一部変更
図93．シリアル入出力モード時の端子結線図（M38039FFFP/HP, M38049FFFP/HP)
を一部変更
図94．シリアル入出力モード時の端子結線図（M38039FFSP)を一部変更
表34　D-A変換器特性を一部変更
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